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イ・ウェイ・チュン議員（シンガポール） 
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（左）中山太郎 APDA 理事長から安藤博文

前 UNFPA 事務局次長へ銀杯の授与。 

（右）桜井新 AFPPD 議長からプラソップ・ラタナ
コーン AFPPD 事務総長に記念品の授与。 
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日 程 

テーマ： アジアの現実と国会議員の役割一人口と開発をめぐる諸問題の再検討一 

目 的： 20 世紀における人口と開発に関する活動の総括を通じて、関連・jる諸問題の

再検討と21 世紀における国会議員の役割について討議を行う 

3月18日（土） 

開会式 

10:00- 11:00 歓迎挨拶： 	フラソップ・ラタナコーン AFPPD 事務総長

挨 拶： 中山太郎APDA理事長 

挨 	拶： 桜井 新AFPPD 議長 

挨 	拶【 和気邦夫UNFPA 事務局次長 

開会挨拶】 ワンムーハメットノー・マタータイ国国会議長 

挨
挨
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拶
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止00- 11 :30 ティー・ブレイク／集合写真 

11 :30 - 	11 :45 特別講演：安藤博文・前 UNFPA 事務局次長 

「人口・開発問題と国会議員の役割」 

12 :00 - 14:00 昼食（ワンムーハメットノー・マタータイ国国会議長主催） 

セッション Iコ  人口と持続可能な開発ー環境、食料安全保障、水資源ー 

14:00- 14:30 	講師： リージェイ・チョー 東西センター上級顧問 

I'Lj0・巧:00 講師： 辻井博・京都大学教授 

15:00- 15:30 	討議 

15:30 一巧:45 	ティー・ブレイク 

15:45 - 16:45 	討議 

19:00・ 	歓迎タ食会（中山太郎 APDA 理事長主催） 
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15 :45 - 	16 :15 

16 :15 -16 :50 

19 :00 - 

国連婦人開発基金 WNIFEMJ 地域 / コグラム・1ノ巨ノ、イ弔一 

言寸議 

タ食（フJラゾッブ・ラタナ-i -ン AFPPD 事務総長主催） 

3 月 19日（日） 

シ旦之II」 人口と健康一乳児妊産婦死亡、医学の進歩と人口― 

09:00 一 09:30 	講師】 ソムーHー・チュンハラ タイ国保健省衛生政策計画局長 

09:30 - 10:30 	討議 

10B0~10:45 ティ ‘ーブi‘・イク 

「乏乏~Ij HIV/AIDSの衝撃 

10:45 - 11:15 	講師・ スティーブン・J・クラウス 

国連ェ／ズ合同計画プコグラム（UN AIDS) 渉外ア！ぐバイ 

11:15 一 12:15 	討議 

12・］5- 14:00 	昼食（和気邦夫 UN FPA 事務局次長主催 j 

序ラジ」ジiv二 人口と社会開発ー世界社会開発サミットから 5 年ー 

14:00- 14:30 

アシア太平洋経済社会委員会（ESCAP) 社会開発局長代行 

1A.I\ 1 1 -】-i'-i..,i- 	 討議 

・ブレイク 

圧りジ」ジV」第 4 回世界女性会議から 5 年 

ーアジアの女性問題、その進展と制約ー 



月 20 日（月） 

セッション班 グローバリゼーションと人口 

09 :00 - 09:30 講師】 ビパン・プラチュアモ・ルッフオロ 

チュラロンコーン大学人口学部長 

09 :30 10:30 討議 

10:30 一 10:45 	ティー・ブレイク 

セッシ月』ど回 20 世紀の人ロと開発 

-21世紀における国会議員のイニシアティブー 

10:45 - 12:00 	パネル・ディスカッション（ラポーターの報告を含む） 

閉会式 

12:00 ー 挨 	拶】 プラソップ・ラタナコーン AFPPD 事務総長

挨 拶】 桜井新 AFPPD 議長 

挨 拶： ラージ・カリム国際家族計画連盟（IPPF) 

東・東南アジア・オセアニア地域事務局長 
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13:00 - 	昼食 （桜井新 AFPPD 議長主催） 



開 会 式 

歓迎挨拶 

プラソップ・ラタナコーン A F PP D 事務総長 

挨 拶 

中山 太郎 AP1)A 理事長 

挨拶 

桜井新 AFPPI) 議長 

挨拶 

和気邦夫 UNFPA 事務局次長 

開会挨拶 

ワンムーハメットノー・マター 

タイ国国会議長 
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歓迎挨拶 

人口と開発に関するアジア議員フオーラム（AFPPD) 事務総長 

プラソップ・ラタナコーン 

ワンムーハメットノー タイ国会議長、中山太郎 APDA 理事長、桜井新 AFPPD 議長、安藤博文前 

UN FPA 事務局次長、和気邦夫 UNFPA 事務局次長、そして友人の皆様こ 

微笑みの国タイへようこそお越しくださいました。「タイ」とは、実は「自由な人々の国」（自由の上地）とし、 

う意味ですc皆様には、親愛なる国王の 72 歳の誕生日、そして人道主義的活動のリーダーである皇太

后の 100歳の誕生日を祝う時期にお越しいただきました。人ロと開発に関連する問題について協議する

ため、アジア太平洋地域および CIS 諸国から25 カ国の代表にご参列いただいたことをとてもうれしく思

し、ますこいずれ．,10 億人を上回る人口を抱え、人口増加を続けている中国とインドを擁するアジアは、 

2000 年の時点では世界で最も人口の多い地域です。バングラデシュ、インドネシア、フィリビンをはじめ

とするし、くつかの国々の人口も増加しています。アジアの経済発展の未来、そして一人一人の人間の幸

せは皆さんの手中にありますシ皆さんが何もしなければ、アジアの将来がどうなるかはー目瞭然です先

進国の例を見てみましょう二先進国は、発展を遂げ、国民に可能なあらゆるものを提供することができま

す。自国の人口をまず抑制するニとに成功したからこそ、このようなことができるのです。これらの閣々は

人口が少ないのですここれ以外の道はありません。我々も発展を遂げてはいますが、国民全員の面倒を

見るニとができるでしょうか？こちらに滞在される間、そして帰国なさってからも、これについて真剣に考

えてみてください。 

友人の皆様。負けることを考えれば負けてしまいます。成功は、一人の人間の意志から始まりますそれ

はすべて気持ち次第なのです。 

AFPPD の加盟国が 21カ国となり、昨年開かれた新潟大会には 27 カ国が参加したことを皆様にご報

告いたします。常勤スタッフと独自のプログラムを持つ国内委員会の数も増えています。インド、タイ、ベ

トナム、マレーシア、フィリピン、日本には常設の事務所があり、その他の国々では AFPPD または 

UN FPA の事務所のいずれかが議員プログラムをサホートしています． 

アジア人口・開発協会（APDA）は、福田超夫元日本国首相の積極的な支援のもと、佐藤隆・元農水

大臣によって創設されました。APDA は、人口と開発分野の調査研究において積極的な活動を続けると

同時に、人口と開発に関するアジア議員フオーラム（AFPPD) の支援業務も行っているほか、この「人口

と開発に関するアジア国会議員代表者会議（APDA 会議）」も、AFPPD との協力により、過去 16 年間に

わたり毎年テーマを変えながら開催しています。バンコクでの初会合は 1990年ですfAPDAの理事長で

ある中山太郎元外務大臣は、私の長年の友人であり、国際医療議員組織の議長でもありますい桜井新

議員は、今年で 19 年目を迎える人口と開発に関するアジア議員フォーラムの議長です。 

南北アメリ力、アフリカ、ョーロッパでも議員活動が活発になっています。ョーロッパのネットワークは、 

近いうちにiE式な組織となります。AFPPD は、アフリカやカナダの議員活動に対し技術的な指導だけで 

9 



なく、財政的な支援も行っています。 

またこの機会を利用して、UN FPA をこのたび勇退された安藤博文さんへ感謝の意を表したいと思いま

す安藤さんは AFPPD と世界各地の議員運動の発展に多大なる支援と貢献をいただきましたて安藤氏

月にれからt)AドI P1)を支えてドさることを希望いたしていますり 

また今回、UNFPA の新しい事務局次長に就任されました和気さんをご紹介申し Lげま」J ICA、 

UNDP. UNICEFなどで活躍された干~」気さんを私たちの新しいメンバーとして歓迎したいと思いま・~“ま

た、貴重な時間を割いてご参会頂いたワンムーハメットノー・マター国会議長にも感謝を申しl二げます

もう・度皆様への歓迎の意を申し上げます。一所懸命働きましょう‘心ゆくまで楽しみまL 」：うそして

最初にも申し上げたように微笑んでくださし、シそれは幸せと希望を生み、私たちに仕事に誠意を育ムま 

」、 
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挨 拶 

アジア人口・開発協会（APDA）理事長 

中山太郎 

ワンムーハメットノー タイ国会議長、桜井新 人「ュと開発に関するアジア議員ーノォーーラム議長、和気

邦夫 UN EPA 事務局次長、各国代表議員の皆様、ラージ・カリム I PFF'東・東南アジアJi:j長、‘細姉の先

生方。 

本 H約に私どらの第 I6 回人lIと開発に関するアジア国会議員代表者会議にご参集賜り、誠にあり

り、ミ二〕ござv 、~剥 心より御ネL_."Iし Lげます本年は2000 年期最初の年であり、激動の20 世紀を締めく

くる最後の年です：今世紀初頭~6億 5000万人であった世界人口は昨年十月に遂に60億人を超えま

した。 

今回の会議のテーマは「アジアの現実と国会議員の役割」です。この意味するところは 20 世紀の終

わりに「人類にとって人口問題はどのような意味を持っていたのか」、「どのような影響を与えてきたの

か」を総括し、改めて人口問題の持つ意味を再認識しようということです。 

世界の人口問題は、日本のように極端な少子高齢化に対処しなければならない国もあれば、今な

お年少人口の急増に苦しんでいる国もあります。人口問題が国によって様々な様相を見せるようになり

ましたcこれはー・つには、これまで私たちが携わってきた人口問題への取り組みがそれなりに成果をあ

げたことを示しています。同時に、これまで以上の取り組みが必要とされている、ということです。それぞ

れの国の特性を考え、一つーつ問題を解決していくしかありえません。 

ここで改めて人口問題と議員活動の原点に立lシ1/Iって考える必要があると思います。 

人口問題の先駆者であり、人口と開発に関する国会議員活動の父とも言える福田越夫・元日本国

総理大臣は「われわれは考えを改めなiナオしばならない。資源は有限であるという共通の認識に基づき、 

人類は一致協力して新しい倫理と制度を構築しなければなりません」と述べられました 

まさに警世の卓見です。 

20 世紀、とりわけ後半の 50 年間は人類史上、例を見ない科学技術の進展により、「超高度文明」が

進み、地球環境に様々な大きな負荷をかけています二その最たるものが、人口の急増と共に豊かさの

拡大に伴う過剰な消費です。人口増加率の低い先i曾I 業国において、生産技術の向」二による大量ノ主

産が行われ農産物の過剰が’~じ、人口」・，1加率の高い途上闇では農産物の不足が顕著に見られま 

」二 

今地球上にロ億の飢餓人口があり、その“方で12億の飽食人日があると言われています飽食人

口は栄養の過剰摂取を原因とする病におびえ、これとは反対にその日の糊口もしのげず、人間として

の尊厳を失って、生きるか死！」かの生活を送っている飢餓の人々もいることを忘れてはなりませんに

の事実をいかに、人道的，ーHJ 秘異に解決していくか一私たち政治家に求められている重要な課題だ

と思います， 
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現在、世界のすべてが経済の原則で動いているような感があります。経済原則は極めぐ重要なもの

ですが、短期間の利益をこれ以l二追オミすーるニとは地球と人類の未来を破壊することにならないでし‘う

か“地球の資源は有限だからです。 

・例を挙げれば、農林水産業の分野でその制約が非常に厳しくなっています。水産業では・定散

の資源を多くの国々が競って乱獲Lた年l鴇こ、紗護吐は減少し、漁業資源をめぐる紛争は世界各地で

多発しています短期的な利益を極大化した粘果といえます。また、農業の分野でも、短期的な利益を

追求するあまり再ノE可能な限界を超えて淡水資源を使った結果、世界の穀倉地帯で塩害が多ィ亡し・こ

し、ます。人類が生まれてから現在にいたるまで淡水資源の総量は変わっていないにもかかわiンー」g、現

在では60 億の人間がその水を利用していますー。一ー人一人の取り分はますます少なくなり、さらに農業と 

I:業の間でも水をめぐる争いが多発しているのが現状です” 

さらに人口問題を解決する上で、大きな影響を与えるのが飲料水の問題です二例えば広く保健のうテ

野や乳児死亡率などには飲料水を中心とする“水”は命の問題でもありますてそして感染症の媒介を防

止するためには上下水道の改善が極めて重要であることはみなさんご存知のとおりです。例えば、開

発途上国では安全な飲料水や衛生施設がないため、毎年数百万人もの乳幼児が死亡していますま

た、死亡にまでは至らないまでも、上水道が整備されていない地域では、水汲み等に多くの時間を費

やし、エネルギーを浪費しています二 

この問題を解決するために 1980 年代に「国連水と衛生の 10 ケ年計画」で飲料水や衛生施設の整

備が積極的に進められましたが、人口増加がその効果を相殺し、利用できない人の数は減っていな

いのですc 

淡水資源は有限ですc地球上に存在する水の僅かー・億分の8、約 150 兆立方メートルほどが蒸発と

降水を繰り返し、循環しています. ・人当たり27000 立方メートルであり、日本の場合は約 5000 立方メ 

ートルですこ 

これらの水資源をすべて人問が利用できるわけではありません。淡水資源は、淡水に住む生き物に

とって生活環境であり、地球環境を維持する重要な役割を持っています。人間が利用できる淡水資源

は多めに見積もっても、その十分のーだといわれています。 

ニの淡水資源を食半刊“産、工業用水、生活用水等で分かち合うしかないのです，水資源には地域

的にも、季節的にも大きなlk二在性があり、有効利用するためには科学技術の進歩が不可欠でありまし 

ょう。また、増えつづける人I二」を考えますと食料生産へ向けられる水と飲料水の確保は不可欠です二湛

概設備を改善し、効率的な濯批管理を実行すると同時に飲料水のための水道整備、もしくは飲料用

の井戸を整備するニとは非常に重要で、不riI欠なニとです。 

現在深刻な問題になっています、インド・バングラデシュの批素汚染の問題はニの水管理が十分行

われなかった結果です。濯概用水を過剰に汲み上げた結果、地下水位が低ドし、飲料水や濯慨用水

をまかなうために批素を含んだ地層を通過する井戸から汲み上げた結果、批素混入を招いたのです

―般的に言って深井戸には細菌がいないので、衛生という観点から考えた場合、非常に有効なものノく

のですが、往々にして鉱毒の被害が生じるニとがあります。その結果、水に含まれた枇素によってガン

を含む慢I物炎患が蔓延しています． 
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いずれ【ニ【ーても限られた淡水資源を増えつづける人口で使わざるを得ない以 L、人間と水をめくる

関係は厳しさを増してきますc 資源の有効利用の面からも、衛生状況改善の面からも人口と水の問題

は人類が生きる上で極めて重要な問題として、ニれから…ー層、真剣に取り組んでまいらな（ナオ-tばなりま

せん。これらの難問を解決し、人類の未来を明るいものとするために、今こそ私たち政治家が人類と地

球の未来というグローバルかつ長期的な視点に立って、新しい倫理観や、制度を提言していかなけれ

ばならないと思います。私たちの政治的な意志がかつてのどの時代よりいb要になっています。 

このように、新世紀を来年に控え、私たち財団法人アジア人口・開発協会にとってもアジアの国会

議員活動にきつても大きな、重要む節月に立っているニとをひしひしと感じますJ 

さて、私の医師としての同僚であり、親友であるプラソップ・ラタナコーン先生が本年 4 月にタイ国上

院議員を勇退されます先生は AFPPD 事務総長として I0 年の永きにわたって、アジアの国会議員活

動の発展に大きな賞献をされました。また、私が会長を務めます国際医療議員組織（IMPO）事務総長

としても設立から重要な実務を担ってこられましたこ 

プラソップ先生の下、AFPPD の活動は世界的規模に広がり、人口と開発分野のみに留まらず、さま

ざまな分野と連携し大きく発展したと聞いていますっ本年4月には満で八ト歳になられるということです, 

私どもは先生の80歳を飾るお祝いしたいという思いから、今回のAPDA会議を先生の地元のタイで開

催させていただきました。APDA としては今後も人口問題の長老として貴重なご意見をいただければと

念願していまり一 

また、国連人口基金事務局次長を務められた安藤博文さんが本年 I 月をもって退職されました,誠

に残念です。安藤さんは AFPPD の創設期からその活動を全面的に支援してニられました一同時に、私

ども APDA の活動や国際人口「ll」題議員懇談会の活動についても深い理解のド、積極的な支援をし

ていただきました。 

今後、日本大学で教鞭をとられると伺っています七未来を作ることは人を育てることから始まります“そ

の意味で、新たな道で人類の未来を作る仕事に維蓄を傾けられ、国際的に有為な人材を育成される

よう期待いたしますh今後とも私たちに変わらない、ご指導とご協力を賜りますようお願い致します 

安藤さんには本日の会議で国会議員活動の意義についてその深い経験に基づいた、特別講演を

お願いしています二安藤さんの後任には UNICEF などで活躍された和気邦夫さんが国連人口基金事

務局次長に就任されました。おめでとうございます。 

和気さんには今までの数々の貴重な経験を生かされ、21 世紀における地球規模的規模での最重

要課題である「人口と開発」問題について、今後ー層のご協カをいただきたいと存じます。 

さて、私どものこの会議が20世紀を総括し、21世紀に私ども国会議員がなすべきことを深く理解し、 

そのlIIIを‘l’ノ‘でる畿会となれば主催者として、これに過ぎる慶びはありません。今回の会議が人類の未来

に輝きを与え考J 共り多いものとなることを期待いたします, 
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挨 拶 

人口と開発に関するアジア議員フオーラム（AIPPI)) 議長 

桜井新 

ワンムーハメットノー タイ国国会議長、中山太郎 財団法人アジア人口開発協会理事長、 

和気邦夫 UN EPA 事務局次長、ラージ・カリム I PPF 東・東南アジア局長、各国代表議員の皆様

第16 I'リ、 IIと開発に関するアジア国会議員代表者会議に御参集賜り、厚く厚く御礼“ル I げ吏・」 

また、昨年~0)」には私の選挙区でもあります、新潟でAFPPD 第 6 lll」を開催した際には数多くiノ）ニ参

加をいただきました,この場七I昔‘」ご深く御礼もうしあげます。 

本年は 2000 年期最初の年 Gン）‘ノ、 20 世紀最後の年です。人口の面で言いますと昨年~0 月に世界

ノ、「一1が 60 億人を超えましたう世界が大きな転換点に立っていると同時に、私たちの活動も大きく変わ

ろうとして‘、ます． 

AFPPD 創設以来のメンバーであり、1990 年からは事務総長という重資を担ってこられたツラソッツ・

ラタナコーン先生がたい‘、ん残念ではありますが、本年 4 月をもってタイ上院を勇退されることが決ま

っています。タイ国において、最も著名なお医者様として活躍され、その識見の高さはすべての人がよ

く知るところです。また、A FIPD がタイに常設の事務局を作るに当たり、先生の脳神経医学研究所の・

角を AFPPD の事務j笥としてご提供いただいてまいりましたら 

まさしく、先生からは語り尽くせぬほどのご貢献、ご協力をいただきました。この会議も先生の80歳の

誕生日をお祝いして、4 月に開催する予定でありましたが、先生がタイの皆様から敬愛されていらっし

ゃるあまり、4 月はすべて予定が埋まってしまい、3 月開催ということになりました。 

AFPPD 創設以来のメンバーの中で現在に至るまで活動を続けてこられたのはプラソッブ先生ただ

お一人となってしまいましたープラソッフ’先生、本当にありがとうございました二 

また、私たちにとって残念なことがもう・一・ー・つあります。 

本年I 月をもって、AFPPD 創設以来たいへんなご尽力をいただきました安藤博文さんが UN EPA 事

務次長を退職されました，安藤さんはイランの人口政策の転換をホメイニ師とともに果たされ、また 

AFPPD は言うに及ばず、国際人口開発会議（にPD）に合わせて開催された国際人口開発議員会議 

（にPPD）から始まった”ー連の国際国会議員会議、および人口と開発に関するアフリカ・アラブ［目会議

員フォーラム（FAAPPD) の設立支援を実質的に行うなど、国会議員活動の主さしく推進役としてその

困難な任務にあたってニられました。 

安藤博文さ人‘は国連人口基金を退職後、日本大学で教鞭をとり、その深い学識を生かし後進の育

成に力を注がオ二る予定であると伺っていまり二議員活動と同様に次の世代を担う若者を育成される今

後の活動もまた大きな実りのあるものとなることを確信いたしていま’I 

安藤博文さんの後任には UNICEF などで活躍されてきましFIlI気邦夫さんが就任され主した,今後

ますます、AFPPD やアジアの人口・開発に関する活動が活発になりミすよう、弓は続いて、これまで以 
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上のご協力をお願いしたいと思っています。よろしくお願い申し」二げます。 

時のたつのは早く、まさしく「光陰矢のごとし」です。AFPPD も来年には創立 20 周年を迎えますシ日

本では 20 歳で参政権を持ち、成人となります。私たちAFPPD の活動もこれから一層本格化することと

思し、まり二 

同時に、時間と共に、私たちを取り巻く環境は厳しさを増してし、ます。先ほど中山太郎先生が人口問

題の父と言われた福田超夫元日本国総理大臣の言葉を引し、て“地球の限界と私たちがなすべきこと

を考えよう”と高い立場に立ったお話をされましたが、人口問題の先駆者たちが憂慮した時代に比べ

人口は増加し、環境は劣化してきています。 

また、経済のグローバル化も急速に進展し、情報の分野では既に国境がなくなっています。実質経

済の分野でも想像をはるかに超えるスピードでグローバル化が進みました 20 年IilIには想像ちつかな

かったニとです 

経済のグコーバル化はそれを適切に利用できオノしl一f、人口増大が進む中でその人口増加が地球環

境へ与える負荷の割合を減らすことができるかもしれません。しかし今、進行している経済のグローバ

ル化は、むしろ地球環境への負荷を増大させています。 

かつて、計画経済下において綿花生産のために河川水を過剰にくみ加ずたため、中央アジアのア

ラル海は縮小し、消滅の危機に瀕しています。その結果、農薬などの化学物質が蓄積した湖底の泥が

干上がり、粉塵が巻き上げられ巨大な環境被害が生じています。また、インドをはじめ中国でも地ド水

の過剰汲み上げとそれに伴う地下水位の低下、地下水塩分濃度の上昇が起こってきています。このよ

うなことが、経済のグローバル化とそれに伴う商品経済化、短期的利益の追求の下でますます拡大し

てきています一 

地下水の枯渇、塩分濃度の上昇などは、これまで穀物生産の適地であるといわれた伝統的な穀倉

地帯で生じています‘その世界の穀物需給に与える脅威、食料安全保障に及ぼす影響は今後増大す

ることはあっても減ることはありません。 

経済のグローバル化が進む中で世界の農民は、生態的条件や環境の面から見てその土地に必ず

しも合ってい女い作物を、経済の論理で“売れるから”という理由だけで作らなければならなくなってし、 

ます二また、短期の利益を追求するあまり環境に負荷をかけ、農業生産を維持するための基本的な環

境を破壊しているのですシまた同時に、そのおかれた環境条件から経済的に見て競争力がない地域

では農業が放棄され、農業基盤が破壊されています二 

今後増えつづける人口を考えた場合、このようなことが許されるのでしょうか。今、経済のグローバル

化とし、う名の下に、人類の安全保障が脅かされているのです。真の意味で、経済のグローバル化が人

類の未来にとって有益なものとなるよう、国際貿易ルールをはじめ十分な検討を行っていく必要があり

ます 

グコーハル化の流れは経済だけに」I二まりません。安全保障の分野でも一国の問題は、その国だけ

の問題ではなくなっています二2I世紀において、この流れは加速することと思い支すこの、グローパル

化は強いところにすべてが集まるという”・・一極集中を生み日古しました情報の分野でも、貿易・金融の分

野でも、軍事分野でも超大国が…人勝ちの様相を皇し、強者の論理がすべてに優先しノつノ）ル）ります 

15 



すべてを強者の論理で押し通したとすれば、その行き着く先は戦争や紛争などの悲しい結末にならな 

、、でし」一・ンか私えちの緑なる地球を見据え、人類の将来を兄据え、様々な意見を取り人れ、話し合し、 

に」こノって、和を持って地球環境やそれぞれの文化と調和ニー ii夫を模索することが必要であると確信

します． 

今回の会議のテーマは「アジアの現実と国会議員の役割」です＝この意味するとニろは 20 世紀の終

オ）りiニ、人類にとノっーぐノ、口問題はどのような意味を持ノ・）ーぐいたのか、どのような影響を与えてきたのかを

総括し、改めてノ、~コ問題の持つ意味を再認識しようとし、う試みですり 

すバての地球規模的な問題の根底にあるのは人目問題です二その問題を解決L、持続可能な開発

を実現し、人類の来来を明るいものとするためには、私たち政治家の「意志jが大きな役割を持つと確

信します 20 世紀の終わりに当って、次の世代に憂いを残さないよう、共【ニ半舟…杯の努力をしようでは

ありませんか今回の真剣な討議がなされることを確信しています二 
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挨 拶 

国連人口基金（tN FPA）事務局次長 

和気邦夫 

タイ国会議長、各国代表議員の皆様、ゲストの皆様 

本日は、第 16 回人nと開発に関するアジア国会議負代表者会議に皆様と共に参加できるニとは、 

私にとって大きな喜びです。この会議を主催されたアジア人口・開発協会（APDA）のr角」側猫封畏なら

びに広瀬次雄事務j胃I長にお祝いと感謝の意を表したいと思いますこまた、桜井先生とプラソッブ先生

のリーダーシッツのもと人口と開発に関するアジア議員ツォーラム（AFPPD) が提供された多大な支援

にもお礼を申し上げます‘ 

今回、アジア太平洋地域における現在の人口と開発の問題について皆様から学ぷことができるこの

機会をいただいたニとを個人的にも感謝しています‘私は UN FPA に入ってまだ1月半しか経っておら

ず、まだ最初の研修を受けているところですが、サラスさん、サディックさん、安藤さんの後を継いで 

UN FPA と［馴会議負との協力とし、う良い伝統を引き継いでいきたいと思います二 

APDA 会議が始まってからの~6年間の間に人口をめぐる環境は大きく変化しました”世界人口の増

加率は24から 1.3%に、平均的な1世帯あたりの子供数は 4.9 人から2.7 人へと減少しました（ョーロ

ッパや日本の現在の田生率は 1.5もしくはそれ以下）。平均余命は56歳から65歳へ、そして都市地域

に居住する人口の割合は 36 から 47％へと増加しています。また、人口移動は1億 2500 万人に達し、 

60 歳人口は総人口の 10％を占めるに至り、その 53％がアジアに暮らしています。 

前述の数字は達成された多くの進歩を反映していると同時に、ニれからの新たな課題に私たちの目

を向けるものです都市へのー極集中や新たな消費パターンは、環境や食ii・安全保障に対する非常

に深刻な問題を投げかけていまり二高齢化け、ff云戎長、労働力供給、年金やヘルスケアの分野【ニ

大きな影響を与えています」そして AIDSの蔓延は特にアフリカ地域において深刻な問題となっていま

り二 

人口とジェンダー問題に対する世論形成を後押しし、人口問題に関する資源を動員して適切な立

法を行うことにおける国会議員の役割の重要さは 20 年前とまったく変わっていません， 

国ノ、疲員は、人口と開発に関するアジア議員フォーラム（AFPPD) 、そしてアフリカ、アラブ諸国、中

南米諸l目、その他の地域の姉妹団体を通じて新たな人口と開発に関する問題の協議を先頭に立って

行ってきましたc 

この席をお借りして、こうしたイニシアチブに関与されてきた全ての国会議員の皆様に御礼を申し”.1.: 

げます二時として慎重な取り扱いが必要とされる政治的な問題となりうるものの、持続可能な開発剖I」：界 

，響IIの鍵を握る人口問題を取り上げるためには個人的なコミットメントが必要であることは私も理解して 

t 、ます, 

皆様のコミットメントと努力なしには、にPD十5の評価に反映されている前進を遂げることはできなか 
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ーン‘一二でし］、・）皆様のコミットメントがなければ、我々の前途に立ちはだかる多くの課題に取り組む：'！ー（・工

できません：」什界巾の人々をより幸福にするため、皆様のリーダーシップにこれからも期待しぐい吏・」 
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開会挨拶 

タイ国国会議長 

ワンムーハメットノー・マター 

フラソソブ・ラタナコーン AFPPD 事務総長、中山太郎APDA理事長、桜井新 AFPPD 議長、国会議

員ソ）モ芽様、こ参会の皆様。 

第~6Ilりノ、目と開発に関するアジア閣会議員代表者会議に皆様と共に参加できることをとてもうれしく

思いますアジア太平洋とC's 諸閣の国会議員の皆様は、バンコクに本部を蹴く人口と開発に関するア

ジア議員フオーラム（A FPPD) ならびに東京に本部を蹴くアジア人口・開発協会(APDA）を通じて人ロ、 

開発、環境、社会問題に取り組まれていると理解しています二私は、12月にHIV/A1DSに関するAFPPD 

会議を開催する機会を得たばかりです。 

人ロ、環境、I-H V/A IDS などの問題について国会議員に情報を提供し、勉強していただくことは、普

段は政治問題に深く関わっている国会議員に社会問題も理解していただく」・で非常に重要なニとです

これらの問題は、どの国にとってもその未来を考えるにあたって極めて電要となる問題です 

環境の~lli題は人口と密接に関わっており、不i年分な関係にあります二増え続ける人口は、開発の効果

を打ち消してしまいます‘環境と深い関連を持つ気候変動は、次の世紀の最も重要な課題のーつとなる

でしょう二森林破壊、地下水位の低下、動植物の多様性といった問題の解決は、人口プログラムが成功

するかどうかにすべてかかっていると言うことができまづ二これを行うことができなければ私たちの生態系

は大きな危機に直面するでしょう二 

著名な専門家でワシントンに本部を置くワールドウォッチ研究所のレスター・ブラウン所長は、早急

に行動をおこさなければ多くの国の生態系は崩壊してしまうと警告しています。地球を救うということは

大変な努力を要する仕事であり、我々国会議員が今警鐘を鳴らさなければ、手遅れになります。問題

となっているのは、持続可能な経済を構築するか、それとも持続可能ではない経済の衰退と運命を共

にするかというニとですし、ずれにせよ、選択をするのは我々の世代であり、それが次の世代の地球」二

での生活を左右するのでり一‘ノ、Ilと環境を安定させ、地球を救うためには今行動しなければならなし、 

のです 

タイは、人IIン）うテ野で大きな進歩を遂げていますぐ国民は今では小家族の価値を理解していますが、 

HIV/AIDS の問題は、青少イF【ニ関する問題と共にもっと注目する必要があります‘ご存知の通り、タイ

やその他のアジア諸［目では若者が総人口の 50％近くを占めていまー」ー，タイの人目フFログラムはかなり

の成功を収めています才）が国では、出生率を 25 年以内に人口の蹴き換え水準にまで下げてその増

加に歯止めをかけ、それによって2,000フテ人の人口増加を回避したいと考えています。チェンマイ大学、 

マヒドル大学、チュラロンコーン大学、コンケン大学、ソンクラー大学といったタイの教育機関では、人

口に関りる国際研修コースを実施しており、それらが今後成功を収めることを期待していますcしかし、 

人口と環境は世界規模の問題であるため、その解決にはすべての国が力を合わせな（ナオーしばなりませ 
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ん。 

私たちは、国会議員として、環境三・考・！轟＝一人れな二“董業開発にii苫i足しないよう自らの政府に働きか

けなければなりません‘そのような開発―：」与続可能ではありません 人的資源、人II'環境を考慮にノ、 

れなければなりません 

時には経済開発から得られるお臓ニー・環境や人々の健康を改善するために使わなければなりませA 

私たちは人目lII 題を重視しなければならず、そうすることによって「II」避できたはずの問題に大量のお

金と時間を使わずに済むのです 

タイは、人日 I一家族計'liii'ノ）分野でーI~r迄元い実績をあげてい主一」一,わが国は優れた医療保障制度も

持一っており、世 vHf」水 lIl；ノ）設備を誇っています． 

今回の会議が持続可能な人口と開発、そして世界全体の役に立つニとを希望しますそして建設的

で有益な話し合いが行」）れることを願いま」二ここに第~6E・iI人口と開イ猷ニ関するアジア［目会議員代表

者会議の開会を宣言いたします‘ 
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特別講演 

前国連人口基金（UNFPA) 事務局次長 

安藤博文 

「人口・開発問題と国会議員の役割」 

議長閣ド、閣会議貧の先ノ」．ら、友人の皆様、ご参会の皆様二 

最初に、人口と開発に関するアジア議員ツォーラム（AFPPD) の貴重な支援を受けてニの会議をi: 

催さ2ノしたアジフ’ノ、I」・開発協会の中山太郎理事長、広瀬次雄事務」“Ii長、スタッフの方々にお祝いを

申し上げたいと思いますっまた、この会議で講演を行う機会をいただいたニとを感謝したいと思います

ニこに皆様とごー緒できますことは、私にとって大きな名誉です。そして今朝、私に関するとても暖かい

お話をしてくださったスピーカーの方々にも感謝いたします。今日は、私の個人的な体験からお話させ

ていただきますり 

今年の I 月、UNFPA の初代事務局長であり、私の心の師であった故ラフプ’ニじル・サラス氏の奥様で

あるカルメリータ・サラス夫人がフィリピン大使を務められているチェコのブラハを訪問しましたこ彼女の

家の居間でまず目にとまったのが、故岸信介・目本閣元総理大臣がサラス事務局長と東京で幾度とな

く行った会合のーつで彼に贈った額縁入りの書でした。それは、世界の恒久的な平和に対する岸・元

総理の願いを表したもので、「人口問題を解決するためには国会議員の参画が不可欠である」とし、う

信念を共有した二人の人間の謄史的な山会いの象徴でもあったのです。 

ご記憶の方も多いと思いますが、岸・元総理は、1973 年に故ドレーパー将軍と共にアメリカと日本の

国会議員を率いてアジア諸閏の人口問題を視察したこ’があります。岸・元総理と彼の同僚議員は、ア

ジア大陸での社会的および経済的苦難の一因となっていた急速な人口増加を目のあたりにしたので

す。東京に戻った岸づ亡総理は、途上国の人口問題の解決に余生をささげることを決意しましたにの

岸総理の提唱の元、閣際人口問題議員懇談会(JPFP）が 150 名の国会議員が参加する超党派組織と

して誕生したのです。この」PFPは 1982 年の北京におけるAFPPD 創設の母体となりました二 

特にアジアの閣や地域の議員グループによる活動を見ると、議員の方々が人口問題に関する意識

を高める Lで重要な役割を果たしているということができます.20 年前には、人「」問題や家族計画に

ついて論じることはタブー視されていましたが、今ではその意味が十分に理解され議論もオーフンに

行われています。この意味において、国会議員は人口問題の重要性についての共j画認識と合意形成

の・翼を担ったということができますこ 

これは、過去 20 年の間に開催された国際人口会議――とりわけ 1994 年の国際人口開発会議 

（にPD)、そして最近ではハーグで行われた国際議員会議の高官レベル協議やにPD+5のプロセスを

通じた話し合いーに顕著に表れています。そこでは桜井先生と彼の同僚議員が人口、食料、環境の

間の重要なつながりを私たちに思い出させてくださいました。 

にPDと［CPD+5では、いずれも人口と開発の分野における国会議員の役割の重要性が認識されま 
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し7こまた、昨年夏に開かれました国連人口特別総会においても、人口問題の提起、そして国内外に

おける人lIとリソロダクアィブ・ヘルス・フログラムへの支援に関して国会議員が重要な役割を果たすニ

とができ、また果たすべきであることが再確認されています。 

とりわけアジアの国会議員は、人口問題において先駆的な役割を果たしてこられました。彼らは、他

の大陸の国会議員が自らの地域議連の設立をも支援しています。その中には、アメリカの人口と開発

に関りるアメリ力議員グループ（IAPG)、人口と開発に関するアフリカ・アラブ議員フオーラム 

(FAA PPD' 、人口と開発に関するカナダ国会議員連盟(CAPPD) などがあります与 

こうした広がりを見せてきた人口と開発に関する国会議員活動に先駆的な役割を果たされた先生カ

には、既に残念なことに私どものもとを去られた福田超夫先生、佐藤隆先生、住栄作先生、そしてサソ

ト・オtール・ミッタール先生がいらつしゃいます。そしてこれらの先生方以外にも、黄華先生、フ・リーリヤ

ン先り、ヒJH 新先’I,、ブラソップ先生などの先生方が大きな役割を果たしてこられました。この他にも、 

人H問題に三二でれてきた閣会議員の方々は数多くいらつしゃいます。 

多くの国会議員の先生方が、人口とリプロダクティブヘルス、そして家族計画プログラムを全国レベ

ルおよび各IIの選挙区レベルで積極的に支援してニられました。その中にはフイリピンのアキノ・オレタ 

H境議員、セネガルのムスタフア・力議員がいらっしゃいまー仁また、ベトナムのグエン・ティ・タン先生が

ベトナム女性協会とともに女性の地位やリプロダクティブ・ヘルスの改善につくされた功績は特筆すべ

きものですニミッターール先生のご活躍によって設立された国会議員センターとその活動は良く知られて

います。また FAA PPD では女性と少女に対して差別的な既存の法律を見なおし、差別的な部分を含

む条項とにPD 行動計画の実施を妨げる条項を削除する作業を行っています, 

国会議員の皆様には、人口とリプロダクティブ・ヘルス・フ’ログラムへの資金動員に関してもご尽力

いただいています」この支援なくして、人「コ分野における世界最大の政府間人口支援組織である 

UN F PA の予算が現在のレベルに到達できたかどうかは大いに疑間です二特に、中山太郎先生をはじ

めとする日本の国会議員のご尽力は賞賛に値するものです。また、この場をお借りして、日本政府の継

続的なご支援に対しても感謝申し上げたいと思いますシ 

人口と開発の分野で国会議員活動が成功を収めるためには、強力な政治的意思と個人的なコミット

メントが必要とされます。アジアは、現在もなお大規模なノ、i:i 増加に起因するさまざまな問題に直面し

ており、それと同時に出生力の低ドにともなう高齢化、食料安全保障、淡水資源の不足、人「I移動と

急速な都市化といった新しい問題にも直面していまり二そのため、これからも先生方のさらなる政治的

および個人的コミットメントが必要となるでしよう 

今、私は 29 年間勤めました閣連を退職し、新たな旅立ちをしようとしていますっこの機会に皆様のこ

れまでのご支援とご指導に対し心よりの感謝を申し上げたいと思います。皆様方と共に働くことができ

たことは私にとって大きな誇りです,皆様方には今後とも人口問題解決のためにご尽力いただけますよ

うお願い申し上げます‘ 

最後に、AFPPD にとって誠に重要なお役割を果たされてニられたAFPPD 事務総長のプラソッフシ・ラ

タナコーン先生めご勇退をお祝い申し上げたいと思いま弓一 

そしてこの美しいバンコク市での APDA 会議が有意義なものとなりますよう念願致していますり 

22 



セッション I 

人口と持続可能な開発 

ー環境、食料安全保障、水資源ー 

議長：谷津義男衆議院議員（日本） 

講師】リージェイ・チョー東西センター上級顧間 

講師：辻井博・京都大学教授 
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セッション I 

人口と持続可能な開発 

―人ロ、環境、食料安全保障、水資源のための 21世紀の課題― 

議長谷津義男 衆議院議員（日本） 

講師リージェイ・チョー東西センター上級顧問 

歴史はlit.線的に進化するのではありません二歴史には独自のリズムがあり、私たちは今ニの歴史の

サイクルの重要な転換期にいます。一一部の先進閣で人口転換が完了するー方、人口転換の真っ只中

にある国もあるとし、うことは、多くの問題と課題が生まれるプロセスでもあります二 

人口学的動向 

世界の人口、そしてますます加速するグローバル化はどこへ向かっているのでしょうか？「世界人口 

60 億人（The World at Six Billion)」と題された国連の最新の報告書によれば、世界の人口は 1999年 

l0 月 12 日に 60 億人の大台に乗りました。世界人口は、19 世紀の始め（1804 年）に 10 億に達し、そ

れが2倍に増えるのに一世紀以上（123年）を要しました。世界人口に最後の~0億人が加わるのに要し

た期間はわずか 12年です。今世紀の半ば、世界人口は2050年ごろまでに90億人に達し、2200年に

は 100 億人強で安定するという見方が一般的なようです。 

無論、こうした予測は、先進国と途上国の政府、国際機関、非政府組織が人口の増加率の低減に

向けた活動をこれからも継続するという大きな前提の上に立ったものです。現在、世界の人口は年に

約 1.3%の割合で増えています。これは、1960年代のピーク時に記録した2％から事態が改善されてい

ることを意味しているものの、絶対的な増加はしばらく続くでし上う二1980 年代には毎年 8,600 万人ずつ

増えていた人口が、現在では毎年 7,800 万人となっており、その 95％が低開発地域での増加となって

います。 

現在、世界の人口の 80/i〕が低開発地域に暮らしており、今世紀中ごろまでにはこの比率が 90%を

超えると見られています（図 1 を参照）。ニれと同じ期間に先進国で増える人口の数はわずかであり、廿1 

界の富の多くを有する日本、ドイツ、英国などでは人口が大幅に減少するでしょう， 

途上国の中で現在のところ人口増加零が最も高いのがアフリカのサハラ砂漠以南の国々で、近東、 

北アフリ力、南アジア、中南米、カリブ海の国々がこれに続いています。これに対し、東アジアの人~け曽

加率は最も低くなっています。人口増加率は大半の低開発地域で全体として減少してし、るものの、ア

フリカ、南アジア、西アジアではこれといって減少しておらず、これらの地域では平均寿命や生活の質

の面での改善も最も低くなっていますc 

今から 2050 年にかけて世界で起きる人口増加のなんと97％がアフリカ、アジア、中南米で起きると 
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し、う憂慮すべき予測もあります。アッリ力諸国は世界で最も貧しし、閣々に属し、そのノ、~一1は 4 倍に増え

るのに対し、インドの人口は2倍となります‘（東アジアと南アジアのように）「人II増加率が低い裕福な

国」と「人口増加率が高い貧し ,、国」との間の溝は深まるばかりです 

先進国の中には、畠生事ノ）低下によって人口が急速に減少してし、るとン, .& ）り 4- -土ョーロッノ、プg 

どは、高出生率から低出生事への人口転換を達」jlく中るのに~00年から200年を要した地域もあれば、 

アジアやその他の途上地域にどのように数」川（例えば中国と韓国は I0年から20 年たらずで）でこれ

を達成した地域もありますし日本、英臓、ドイツなどの国々は、深刻な人口減少に直面しています1 

日本などの先進閣では特に高齢化が進んでいます。例えば、今では先進国の約 5 人に 1 人が 60 

歳以上であり、2050 年には約 3 人に 1人がこの年齢層に属することになります。人口の平均年齢で見

ると、日本人とイタリア人が共に 40.2 歳と最も高く、ドイツ人とスウェーデン人がこれに続いています． 

これは深刻な経済的意味合いを持っています。それは、経済も同じように高齢化しているからです。 

しかし、経済システムは、経済のリーダーシップ、独創的な制度、技術の進歩などによって再生するこ

とが可能です。そのため、人口と開発の分野では、途上国も先進国も各自の課題とともに共通の課題

を持ってし、るとし、うことができるでしょう。 

―例を挙げましょう。中国やバングラデシュのような国では、女性が自fブ」’ニ一、子供の数を減らそうとし

るものの、それでもなお多くの子供を産みます‘これに対し、日本ではI」ジi・辛．力急落もさるニとながら、 

若い女性が結婚をしたがらなくなっています（結婚ブームの反対にあたる「結婚離れ」）。両親と暮らし、 

セックス面での自由度が増すニとによって、結婚する必要性がなくなるのです。ニれらの女性は、子供

を育てるために自分の時間をすべて費やすことに否定的です。こうした価値観の変化が未来の世代に

根付くかどうかはまだわかりません。 

300年後の日本の人口が 135人になるとし、う予想すらあるのです。これは単なる計算に過ぎませんが、 

何らかの意味はあります。生体的にも経済的にも高齢化が進む社会の課題がこれらの国々にのしかか

るのですこ中国のように人口転換が完了に近づいている国は、やがてこの高齢化の段階に突入します。 

これらの国では出生率の転換がより急速であるために高齢化の速度も速くなります, 

これらの人口動向の地域格差によって深刻な地域間および国家間の不均衡が近い将来起きる可

能性があります.アジアの人口は今後 30 年の間に 16 億人増え、アツリカに現在いる6 億人の入口は

次の一世代の間に 16億人にまで増えるでし上う二そオJtまでにインドと中国の人口の合計は30億人に達

し、インドはゆくゆくは中国を抜いて世界で最も人「w）多い国となるでしょう。中進国（MDC）の人口比

率は、1990 年には 22％だったのが、2050 年には 14%へと下がり、21 世紀の終わりには 7%、まで下

がると見られていますL 

都市人口の爆発的増加 

農村部からの人口移動を吸収した結果発生する都市人「」の爆発的増加は、産業革命と人口転換

の必然的な結果です。かつてョーロッパや北米の大都市も人口が急増し、拡大し、飽和に達し、前1」」： 

紀の中ごろになってようやく安定した歴史をたどっています。多くの大都市では、人口の半数が水道、ト

イレ、電気のないスラムやスコッターエリア（不法占拠地）に暮らしています。適切なインフラを持たな 
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い過密都市におけるあまりにも大きな圧力は、人口爆発、すなわち混乱と崩壊を弓は起こしていますご

あと数年で（2006 年までに）世界の人口の半数以上が都市に住むことになり、途上国の都市人口が

先進国の 5 倍以上の速さで増加しているという、憂慮すべき事実もあります,途 L国にお【十る都市のノ、 

口爆発は、貧困にあえぐ農村害βからの大童の人口移動によって勢いづいており、都市は仕事、家、医

療サービス、学佼などの人口を引き寄せる要素を持っています者川i人口の増力I.'ニより、耕作地が拡

大する都i十iに飲み込まれるとし、う事態も発生しています。 

人口増加と開発の環境への影響 

経済のグローバル化は、貿易の拡大と共に始まり、投資がそれに続きましたっ貿易障壁の緩和と国

境でのーー部の障害の撤廃カにの流れを加速しました。今では品物、サービス、テクノロジー、資本、労

働力、企業などがかつてないほど自由に国や地域の境界線を越えて移動してし、ます。企業の中には

世界中にその事業活動を拡大し、世界経済の統合をさらに推し進めているところもあります。 

人口増加、そしてそれに伴う経済発展は、大気汚染や水質汚染、水不足、砂漠化、森林破壊のよう

な世界および地域規模の環境問題をもたらしてきましたこ土壌浸食や塩類化は危険なレベルに達して

います，毎年 1.500 万 haの森林と600 万 ha の耕地が失われています、 

歴史の進化には二つの力が働いていると私は考えます。・一方は、経済的・文化的なグローパル化 

（コカ・コーラ文化）など外に向かって力が発散されていく遠心力で、もうー・・方は、地域の結東に貢献す

る求心力です。ニの二つの力は常に相互作用が働いています＝ 2) 世紀は、一方では拡大と分散の遠

心力によって特徴付けられます。私たちが今日直面している大きな問題のーつである「誰が経済のグ

ローバル化の恩恵を受けるのか？」という問題は、この二つの力の不均衡と調和の乱れがもたらすニと

になる問題のーつです。 

化石燃料の恩恵は、それを消費する財力をもつ先進国のほうががはるかに多く受けています。しか

し、そうした消費の副産物は地球全体に影響を及ぼしているため、先進国以外の国々もその悪影響を

受けるのです。これまで、持続的かっ急速な人口増加の後、経済発展とそれに付随する環境問題が

直ちに発生してきました。例えば、アメリカの人口は 1800年から1950年にかけて世界人口の3倍以上

の速さで増加し、今アメリカは世界の産業による二酸化炭素（Cぴ）排出量の2)％を占める世界最大の

排出国になっています，現在、同じような状況がアジアにも訪れようとしていますが、地球全体への影

響があまりにも大きくなりすぎています。中国の産業が排出する Co2 の量カや世界の全排出量【ニ占める

割合は、この 20 年の間に 1％から 11％へと急増しており、その大半がまだ始まったばかりの急速な」二

業化によるものです。中国の一人あたり化石燃料消費がアメリカと同じレベルに到達すれば、中国の排

出量だけで 1990 年の世界全体の Co2排LI.'ILl量を上回ることになります。私たちは今、欧米の産業発展

期と比べて公害の発生が少ない燃料や効率の高い機械を持っています。しかし、中国は豊富な石炭

資源を持ち、理想的な代替ェネルギー源や近代的な機械は高価であるため、そうした燃料や技術・、 

の転換はI搾目にとって残念ながら難しい課題です二 

地球村とし、う観点から見ると、先進国と途上閣は 2) 世紀のノ、l一1増加と産業発展に取り組むにあノ七一） 

ていくつかの課題に直面しなければなりません。その中でも明白なのは、予想される人口増加を最小 
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限にとどめることです。しかし、人口計画が成功しても人口は増え続けます。第2の課題は、今後の食料

需要を満プこりー方法を見出すことです。それと同時に、特に南アジアとアフリカで顕箸な貧困の蔓延を解

消する必要があります。そして第三に、現在も将来も自然環境を損なうことなく人口問題と取り組むこと

に役立つような形で天然資源ベースを管理する方法を私たちは学ばなければなり・ミせん ニれらの課

題の間には明らかに相関関係があり、すべてに対応することなくその・・つを解決することはできません

食1ミ4・の課題は、他の課題の間にあるつながりも示しています二 

増える人口のための食料 

予想される世界人口の増加により、現在から今世紀の中ごろにかけての食料需要は2倍以上に増

えます。農業専門家の大半は、食料の増産を必要とする国々では国内にまだ耕していない耕作適地

がわずかしか残されていないことを知っていまー」ー。その結果、新たに土地を開拓するだけでは食料を

増産することはできません。食料を増産するには、収量を増やすしかないのです。 

今日の途上国の多くでは、多くの人たちが就業や所得の面で農業に頼っていますらしかし、適:iI.な

技術と財源を持たない農業人ロの密度と活動の増加は、環境悪化を引き起ニす最大の要因のーつで

もあります適切な技術があれば、農業の集約化は、食料生産を増やすと同時に天然資源の過剰開

発ならびにその結果生じる環境の悪化を減少させることによって君日」の緩和に大いに貢献するニとが

できます。 

急速に増える世界の人口のための食半剛三産と環境保全の将来に関しては、専門家の意見が大きく

分かれています。…・方には、環境問題専門家やェコロジストをはじめとする悲観論者がいて、彼らは大

惨事が待ち受けていると考えています。彼らは、爆発的な人口増加によって生まれる将来の需要の重

みに耐えられずに天然資源ベースや環境が最終的に崩壊するだろうと予測しています,彼らの主張は、 

「これらの重要な資源が急速に枯渇し、それに世界規模の土地の削剥・・・大気汚染などが加わるとし、 

うことは、人間の営みが現在の社会的扶養能力を超えただけでなく、実は必需資本ストックを枯渇させ

ることによって未来の潜在的な生物理学的扶養能力を切り詰めているのである」(Daily and Ehrlich 

1992: 762-63）というものです。 

この反対側にいるのが、多くの経済学者やー・ー部の農学者を含む楽観論者で、彼らは、技術革新と

人的資本への継続的な投資によつて、少なくと（>21 世紀中ごろに予想されている約90 億の人口を食

べさせてゆくのに十分な食料生産が確保できると予測しています。 

実際は、持続I:iI能性の条件内で必要とされる食1ミIトの増産を行うことができる見通しは、楽観論者が

予測しているほど確実なものではなく、悲観論者が考えているほど暗いものもないのです lII.界全体と

しては、食事摂取の全般的な改善および食料の総生産量の必要とされる増加の達成はまつたく考えら

れなしにとではありません。いやむしろ、それは実現しても不思議ではないことなのですっ農業生産の

増加は、既存の農地のより集約的な利用によつて作物の収量を増やし、経済的に成り立つ範囲で耕

作地を拡大することによつて達成することができまーす一二例えば、国際応用システム分析研究所（I ISA）と

中華民閣標準化協会（CAS）の地理学会がつい最近発表した 4 年にわたる調査の報告書によれげ、 

2025 年に予想されているように人口 IS 億人に到達しても国民に食料を提供することができるとされて 
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います。しかし、農業と食料価格は、気候の変動、貿易の中断、政情ト安定、‘Iり虫に対する弱さ、その

他の自然災害といった予想できない障害の影響をこれからも受け続けることに変わりはありません』 

先進国における食料需要は、すでに飽和点近くにまで達しており、動物性脂肪の摂取を控える動き

普及を含む健康意識の高まりもあって安定していますーそれ以外の国々では、食料の生産と消費に関

しては地域および国によって状況はさまざまですJ 例えばバングラデシュと中国は、肥沃な土地や水が

もう残さオ1-cおらず、農業の集約化のための十分な資金もありません。モンゴルには耕作適地があるも

のの、それを作物のために使うだけの水がありません。また、モンゴルの人口は極めて少ないため、耕

作の拡大はまったく非経済的ぐりーその意味で、モンゴルと中国の内モンゴルを合わせるとインドと同

じ面積｛ニプぐるものの、人口はインドの 1％にも満たないということは興味深いと言えます。 

増加する世界の人「1を養うことは、食料の量的な面でも、品質改善の面でも技術的に可能です。し

かし、多くの貧しい国がそのようにして食料生庄性を高めるための経済コストや環境コストを負担できな

しにとを私たちは認識しなければなりません。もうーつの非常に重要な側面は、農産物の効率的な流

通です。その成功は、生産の増加、貧困の増大、環境の悪化と効果的に取り組むため制度的取り決め

の立案・実現に向けた政府の政策の力量によるとニろが大きいでしょう。結局のところ、国が自国の人

口増加に歯止めをかけることができなければ、国民に十分な食料を提供すると同時に環境の質を維

持することが長期的にはるかに難しくなるでしょう二 

増加するノ、I一~の食料ニーズは、熱帯雨林や森林の破壊をまねき、やせ衰えた土地を耕し続けたり、 

過放牧を行ったりといった下手な土地利用をもたらします‘そのため、農業生産力の向 F.、天然資源ベ 

ースの保存、人口の安定化という相互に依存した3つの取組みを同時に行わなければなりません。 

環境面での制約：空気と水 

人口の増加は、発展の段階を問わずェネルギー使用量、資源消費量、環境ストレスを増加します， 

人口が増加し、それに伴ってェネルギーや資源の需要が増えた結果生じる大気や水質の汚染ならび

に土地の劣化は、複雑な生態系を損ない、人間の生活の質を低下させます。 

多種多様な環境影響の根源は一人一人の人間であり、それゆえに人間の数、すなわち人口規模

は環境悪化におけるまさに最重要要素なのです。幾世代にもわたって持ちこたえてきた人口と環境の

関係は、痛ましい歴史の教訓を提供してくれる太平洋のイースター島の例にも見られるように、臨界自

然闘値を一旦超えてしまうとぐらついて崩壊する恐れがあります二 

6世紀にポリネシア人が移住と入植したニの島は、木がうっそうと茂り、豊かな天然資源を持ち独自

の文明を生み出しました。人口は9、OOO人にまで増え、人口増加と共に環境悪化が発生したのです森

林伐採やヒ地の劣化によって野生生物は 1500 年ごろに島から姿を消しました」1772 年にオランダ人

がやってきたころには、島はまったくの荒地になっていました。高度に組織化された複雑な文明は過去

のものとなり、残った 3.000 人の人たちは慎常的な交戦や共食いに明け暮れぐいたのです 

二酸化炭素（Coり 

環境の変化の中でもとりわけ大きいのがいわゆる「温室効果」かもしれません。二酸化炭素の増加は、 
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海面の上昇、洪水や早魅の増加、食料生産地帯の移動、生物種の減少を含む生態系の崩壊といっ

た気候変動の面で深刻な影響を及ぼします。ェネルギーに由来する資源の消費は、大気汚染の主な

発生源と考えられます。先進国における一人あたりのエネルギー消費量は、中低所得国のl0倍となっ

ています。にもかかわらず、途上国はその人口の大きさと開発の規模ゆえに二酸化炭素の全排出量の 

45％をすでに占めるようになっています。例えば、図 3 に示された GDP によって示される経済成長と 

I.000 人あたりの自動車所有台数の間にはかなり明らかな関係を見ることができます、今世紀の中ごろ

までに世界の人口が 100億人に達し、一人あたりの二酸化炭素排出壁が変わらないと仮定すると総排

出量は倍増して I 1 .98 ギガトンに達すると推定されています。1990 年のMDCにおける・人あたり排出

量は 3.3トンだったのに対し、低開発国（LDC）では 0.46トンでした。しかし、2050 年までに LDC の排

出量は倍増すると見られています（表 Iと図4を参照）。アジアにおける化石燃料からの二酸化炭素排

出量は世界金体の 25％しか占めていませんでしたが、図 5 に示されているようにわずカいー世代（すな

わち 30 年）の間に 30％へと増加すると見られています。中国の産業による二酸化炭素の排出量が世

界の全排出量に占める割合は、この20年で1％から11％まで増えています。中国の一人あたり燃料消

費量がアメリ力と同じ水準に達すると、中国の排出曇だけで 1990 年の世界全体の二酸化炭素排出量

を上回ることになります。中国は豊富な石炭資源を持っているため、もつとクリーンな燃料や技術への

転換は中国にとって難しい課題です。 

水 

淡水の十分かつ安定した供給は、人間の健康、食料生産、経済発展に欠かすことができませんう歴

史を通じ、水を確実に手に入れることは、社会や経済の発展、そして文化や文明の安定にとってきわ

めて重要なことだったのです。人i: -/ 、増えるにつれ、淡水が必要とされる時と場所でそれを手に入れる

ことがますます困難になってきています。富める国も貧しい国も水を持続可能ではない方法で利用して

おり、こうした国々はその代償を払うことになりますニ水は、いずれ石油に代わって紛争や調停の中心と

なる貴重な物資となるでしょう。水不足と取り組むための最も効果的な長期戦略としては、水資源の保

全とそのより効率的な利用があります。今、1950 年以降の食料生産に「緑の革命」が必要だったのと同

じように、給水と衛生の「青の革命」が必要とされているのです。 

現在、水が不自由な状態（一人あたりの年間水量が L700 立方メートル以下）そしてそれよりも深刻

な絶対的水不足（一人あたりの年間水量が 1.000 立方メートル以下）の状態にある国が29カ国あり、そ

こに約5億人の人たちが暮らしています。今から今~」」：紀の中ごろまでの間に世界の人口がどのくらいの

速度で増えるかによって、この数が 20 億ノ、（ニなるか、それともその 4 倍以I二にあたる90億人になるか

が決まります（図6を参照）。水不足の状況は、経済発展や食料生産を妨げるようになっており、一ー部の

地域では深刻な環境被害を引き起こしています。例えば、中国と力ナダはほぼ同量の再生可能な淡水

資源と面積をもっていますが、中国の人口はカナダの40倍以上であるため、中閣の国民がー人あたり

和川」できる淡水の量はカナダ国民の 3％に過ぎません．生活水準が向上すると・人あたりの消費量は

増えますが、人口規模（絶対数）が多いことのほうが利il」できる淡水の量に及ぼす影響は大きいといえ

ます。 
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中国とインドでは、人口の増加と相まって誤った水の管理が深刻な問題となっており、財政面や人

的側面の危機を招いているだけでなく、世界全体に影響を及ぼしかねません. fl1 年、北京の地下水の

水位は 3.5 フィート低下しました。バンコクでは地下水の水位が 2インチから 4 インチ下がっていますc 

アフリカ、中近東、中国北部、インドの一部地域、メキシコ、アメリカ西部、旧ソ連中央アジア諸国でも

慢性的な水不足の発生が予想されています。これと時を同じくして、アジアで（一日の所得が l米ドル

以下と定義されるjii困ライン以下の生活をしている人たちの数が 5 年前と比べて増えていることがわ

かっています。世界全体でみると、I0 億人が食べ過ぎや肥満の状態にある反面、これと同数の人たち

が（北朝鮮などのように）十分な食べ物を得る二とができないでいます。 

結論 

爆発的な人口増加を伴う高出生・死亡率から低出生・死亡率への人口転換の波は、ョーロッパと北

米で始まり、今は東アジア、東南アジア、南アジア、中南米、アフリカといった世界のその他の地域に

担叱寄せていますく今日の南アジアとアフリカの途上地域はこの歴史的プロセスの真っ只中にあります， 

これらの地域の社会経済的発展にとって、人口増加が持続可能なレベルを超えないことがきわめて重

要です二出生率を抑えるニとによって人口転換の影響を最小限にとどめようとするこれまでの努力は、 

主に家族計画の形で行われ、その大部分が成功を収めています。 

人口転換の波には一連の産業開発の段階が伴います。この第2の歴史的プロセスは、国ごとに異な

る経済発展の度合いが拡大し、「持てる国」と「持たざる国」へのさらなる二極化が進むという特徴を持

っています。産業の転換が、そのマイナスの影響を最小限にとどめるための創造力ならびに断固たる

努力を必要としていることは言うでもありません。貧困は健康を蝕み、環境を悪化させます。人口増加の

低減、そして所得の増加と非農業部門における雇用の増大は、例えば低開発国の農業の足を引っ張

っている資源および環境面の制約を認識し、それに対応するブJ（ニ最大限の貢献をしますソ、口の増

加ではなく所得の増加による食料需要の急増は、農業の多角化へとつながり、農家によるより価値の

高い作物と畜産物の生産（それ自体が持つマイナスの影響も含め）をもたらすでしょうc 

酸性雨、オゾン層の破壊、気候変動といった、現在地球規模で進行中の環境の変化は、食料生産

や保健業務に大きな影響を及ぼします。農業において持続可能な発展を達成するための努力は、全

体論的な視点を持たなければならず、研究調査機関と政策立案者の効果的なコミュニケーションと対

話を促進する必要があります。数ある課題の中でも、最近のグローバル化と地域化の傾向が、とりわけ

食料、栄養、環境、生活の質の面で国家間の平等を高めるのかそれともその反対なのかを見極める

必要があります 

途上国が社会的不平等を撲滅すると同時に開発と生態系の間のバランスを保ち、それによって持

続可能な開発を実現するためには、2010 年まで 5( 3bの経済成長率を達成しなければなりません。それ

と同時に、地球環境を現在のレベルに保つためには、汚染物質の排出量を年に 4.4％ずつ減少させ

ることが先進国に求められます二 

日本は、2008 年から 20 I 2 年の間に平均炭素排日」量を 1990 年のレベルより 504〕すくなくするという

目標を掲げていま」ニアジアの他の国々がこの持続可能な開発に青 Fできるかは、日本カにの目標を 
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達成できるかどうかにかかっています。 

実際のところ、日本の工業生産高 1 米ドルあたりの汚染物質排t日量は、ェネルギーや」」i（材1ミ‘「を効

率良く使用する技術のおかげで既に世界で最も低い水準にありますン日本は、経済大閣として、環境

保護と人口安定化の分野で重要なリーダーシップを発揮すると同時に、日本経済の安定を維持しな 

lナオtばなりませんニニれは日本にとって大変な課題です。 

個々の組織の目標と社会の目標を両立させることができる「誘ロ;I Iihj 立組織」の構想と、私たちの理

論 Lおよび実際上の領域との間にはいまだに大きな距離があります。ニのことは、一国の内部もしくは

富める国と貧しい国の間で同時に配分の平等を実現するために役立つ枠組みや制度を私たちがいま

だに作ることができないでいることからも明らかです。それは、世代間の平等を達成するための制度的

取り決めが存在しf以、ことにもより如実【ニjミれており、世代間の平等というのは、つまるとニろ持続 I J.能

な資源利用に向けた要求の背後にある大前提なのですう私たちは、現在の目的のために資源ベース

を使い切ってしまうか、それとも来来の世代に対してまだ再生可能な地球の彼らの取り分を提供するた

めに必要な技術や制度を生み出すかを選ぶことができますン 

人口の増加を減速させることにより、環境を保全し、貧困を緩和するための努力の成功に必要な時

間を稼くにとができますc持続可能な開発の本質は、未来の世代による天然資源の利用を制限しなし、 

ような方法でそれを利用するニとにあります。 

今から 2000 年ほど昔の中国の哲学者から引用したいと思います。「天が生み出した災害はどうにか

切り抜けるニとができるが、人間が生み出した災害を生き延びることはできない喜 
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表1 -人あたり排出量がー定の場合と変化した場合における 2050 年の

総炭素排出量に対する人口増加の影響 

年・地域 

1990 

（実測値） 

人口(10 億） 

・人あたり排出巌か 

ーーー定の場合 

排l」」量 	グルーソ計 

（トン／人） 	（ギガトン） 

一人あたり排出量が 

変化した場合 

排出量 	グルーソ計 

（トン／人） 	（ギガトン） 

世界をーつの地域 5.29 1.07 5.67 

としてみた場合の 

合計 

中進国 1.14 fi.n3.., 3.76 

後発途上国 4.15 0.46 1.91 

合計 5.29 5.67 

（中進国＋後発途上国） 

高位 0.29 8.00 2.32 

中位上 1.00 1.95 1.95 

中位下 2.00 0.50 1.00 

下位 2.00 0.20 0.40 

4 グループ計 5.29 5.67 

2050 

（中位シナリオ） 

世界をーつの地域 11.20 1.07 

としてみた場合の 

合計 

中進国 I .24 3.30 4.09 j.j 4.09 

後発途上国 9.96 0.46 4.58 1 .0 9.96 

合計 11.20 8.67 14.05 

（中進国＋後発途上国） 

高位 ('.. fiU.., 8.00 2.40 5.0 1.50 

中位上 1.20 1.95 2.5 3.00 

中位下 3.20 0.50 1.60 1 .0 3.20 

下位 6.50 0.20 I.nI .3 0.5 3.25 

4 グルーフ計 11.20 7.64 10.95 

.SOU1t.e: Popnet. 
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人口爆発、食料不足、WTO（自由貿易）ルール修正の必要性 

京都大学大学院農学研究科教授 

辻井博 

本王は殖巴ルえ資料は、ニれ末で世界の食料需給に影響を及し、近い将来にも影響を及すであろう要

素を分析し、2020 年の・r・測としてまとめました．どうしてニのような分析を行ったかといえぱ、これらの分

析結果を見る二とで、WTO(自由貿易）ルーールを修正する必要性があるニとを示すためです。 

世界で殺物がどの程度人手III能であるかの基準である穀物の備蓄嘩山・1」率（備蓄量に対する利用料

の比率）は、1987 年以降ド落傾I.i］にあります.米国農務省のデータによれば、1997/98 年を除いて、 

1994/95 年以降世界のあらゆる穀物の備蓄嘩リ用比率は、国連食料農業機関（FAO)が危険なまでに低

いレベルとする~7'<）をド回っています二この比率iiI戦後最低の比率に近く、1974 年の食料危機とほぼ

間じ水準です．ニコメと粗粒穀物（雑殺）の備蓄・利用比率は I 9 89/90 年以降平均備蓄率を下回っており、 

1993/94 年以降 17％を割っていまり一。1998/99 年のコメの比率は lI（ン。強とし、う危険なまでに低い比率に

なると予想されています（図~を参照）。このように低い備蓄・利用上ヒ率は、次に示す世界の長期的要素

に起因しています二第一に、80 午代後半および90年代にョーロッパとアメリ力で行われた農業政策の転

換があります 第2に、農業技仙与進歩の減速、土壌や水などの天然資源め枯渇と劣化に起因する最

近の穀物収最の減少があります二第 に、i三としてアジア（特に中国）における高度経済成長によって

引き起こされた人口爆発、そして飼料および食用穀物の需要の急速な増加があります二 

80 年代の後半以降、ョーロッパとアメリカの農業政策は、多額の補助金、、‘剰生産、余剰農産物のダ

ンピング輸出を中心とした政策から、価格維持、直接的な所得支援、余剰生産の縮小、地域間格差と

環境悪化の是.iEを目指す政策へと変化しました二これらの国々は国際的な農産物の緩衝在庫を大散に

保有しており、ニれらの政策変更が 1986年から 1993 年にかけてのウルグアイ・ラウンド農業通商交渉な

らびに現在の wT0の枠組みに影響を受けプこili場原理主義に追随する形で行われたため、ニれらの変

化は何らかの形で2目！」：紀へと引き継がれ、穀物の備蓄率を低い水準に保つでしょう（図 2) 

農業技術の進歩と天然資源の限界は、過去 40 年間にわたる世界の穀物収量の増)JFI 耗が急激に低

下していることにも表れています。FAO のデータによれば、収量の年間増加率は 1960 年代には 3％前

後だったのが、1985 年から 1996 年にかけて 1％にまで低ドしています。国家および国際レベルの研究

機関における農業研究に向けた支出は大幅に減少しています。天然資源の制約や作付，」集、、’j度．り増

加による段物収量の停滞がアジア各地で報告されています。急増する人口に対処するためには、穀物

収量が年に 3％ずつ増える必要がありますが、実際の増加率は I9（」ほどです。主要なインブットの穀物

生産性も低下しています二（図 3と表~) 

農業生産311 a）水の不足も、急成長を遂げるアジアで特に深刻になってし弓どむ多くの途上閣では、農

業以外の用途に使用される水の需要が急速に増えています。中国の黄河で毎年水が流Jノしプgくなる問題 

（断流）(t. 1990 年以降 I 年の間に水が流れない日数、そして河「ー~ンシ、ら水が流れない区間の距離の面

において急速に悪化しています二1997 年には水が流れない日が 250 日を超え、その距離は 700 キロを 
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L回りましたc1998 年以降、断流現象は起きていませんが、長期的な展望は明らかではあり末せん地

域の農家を対象に行った面接調査によれば、農地の地下水位が過1 5年にわたってドがり統けており、 

~年に S メートルも下がる年すらあるということでした：. 

私が昨年の 8 月にインドの穀倉地帯であるパンジャプ州とハリヤナ州で農家や研究者を対象に行ぐ） 

た面接調査では、農業生産のために水を汲み上げ過ぎていることが原因でハンジャブ州とハリヤナ升~ 

の地下水位が毎年 50 センチずつ下がっているとt 、う話を聞きました。現地では電気が無料なので、通

電中はホンプのスイッチが自動的に人るようになっていますニ政治家は議席を失うニとを恐れて電気の有

料化に消極的ですにうI _1-状況が続けば、悲劇的な結末が待ち受けているというのが私や他の研究者

の考えですc 今の状況が続けば、パンジャブ州の穀物生産量は近い将来激減するでしよう。インドの大

半の都市では断水が何時間も続き、デカン高原の大都市に近い近い河川が大変汚染されていることを

私も自ら体験しています 

穀物の耕作適地と作付面積は過去 20 年の間に地球規模で減少しています」土壌の侵食、砂漠化、 

塩類化も世界各地で急速に拡大しています‘非常に広い範囲の森林が伐採されて焼かれ、その後で土

を広範囲に掘り起こして農業に利用されていますこ現在タイでもこれが問題となっています“ 

世界の人口は、過去 400 万年の間に 25 億人増えました二しかし、それと同じだけの人口が 1950 年か

ら 1985 年の間に増えているのです。人口爆発は 1960 年ごろに始まり、2025 年まで続きます。I 世界人

口の年間増加率は、1955/60 年および 2020/25 年の期間に 7,000 万人を上回り、1975/80 年および 

I 995'2000 年には 8.000 万人を上回ると見られています』ノ、口爆発は、食料の増産との関連において重

要な要素です。特に途上国における急速な経済成長は、人々の所得が急速に増えることによって食事

のパターンが炭水化物中心から動物性たんぱく質中心へと移行するため、世界の食料需要の増加を加

速します。ニれが飼料穀物の需要の急増へとつながります。最近の通貨危機に端を発する途上国のマイ

ナス経済成長は、この傾向を一時的に逆転させるものです。 

単純予測モデルを用い、人口、所得、所得弾力性、飼料と食肉の換算率といった外生変数の将来数

値を推定して、前述の世界の穀物需給に影響を及ぼすすべての要素を取り入れて 2020 年の世界の穀

物需給を見積もってみました。2020 年に世界で予想される穀物の不足は 4 億 1.700 万トンとなりますJ 

現在の世界の穀物取引量が 2 億トンですから、この予想される不足分はかなりの量となります。世界の

穀物需給の価格弾力性を 0.15 とすると、2020 年の世界における穀物の卸売価格は基準年である 1993 

年と比べて 50％上昇することになりますし 

レスター・ブラウン3、日本国農林水産省、FAO4 などは、21 世紀のはじめに穀物が不足すると予想し

てし、ます一。IFPRI や世界銀行などの国際機関は穀物価格が 10％から 30％下落し、その結果 21 世紀の

はじめには穀物の余剰に直面すると見ています”余剰を予測する出版物を読んでみると、予測の前提 

1Kuroda '1'. "Considering decline in the number of children per household and aging: Japan as a leading 
nation." A paper presente(l at a Seminar: Can human survive into the 21st Century? November 13, 
1998. 
2Tsujii H." The World Food Shortage in the Year 2020 and the Needed Agricultural Transformation in 
Japan," The Natural Resource Economic Review. No. 3. pp. 1-27. December 1997. 
lBrown L. Tough Choices. New York: Norton & Company, 1996. 
1Alexandratos N. ed. \Vorld Agriculture: Towards 2010. An FAO Study. Rome: FAO. 1995 
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が楽観的過ぎると言わざるを得ません。そうしオ二前提には、『無限にある耕作適地と水」、「穀物の作付面

積に対するプラスの価汁各反応」、「農業生産の技術革新に支えられた将来の収量の大幅な増加」などが

含まれているのです。これほど楽観的な前提に基ノうlナば、余剰生産の予測をすることは容易でしょうー 

新品種、そして肥料、農薬、農機具、潅概用水などの近代的資源のさらなる投入に依存したコメと麦

の「緑の革命井i：、ニれらの殺物の生産最を増やし、70 年代から 80 年代にかけて世界の飢餓人口を減

少させ末したしかし、穀物収最の年間増加率は急速に低下しており、過去40年にわたる世界の穀物需

要の増加に対応するために必要な水準を大きぐド回っています。全世界の単位収穫面積あたりの近代

的資源投人I出j二 S 1960 年以降増加の一途をたどっています。（図 4)途上国における人口爆発乏所得増

加は、穀物需要の急増をもたらします。既存の技術だけを利用してニの急増する需要と予想される大幅

な食料不足に対応するためには、穀物の単位収穫面積あたりの近代的資源投入能を増やさなけオ1ば

なりませんが、それは既に深刻化している環境破壊をさらに悪化させることになります，予想される世界

の食料不足に対処するためには、さらに多くの地表水と地下水が必要になります。ニれは、濯概地にお

ける土壌の塩類化、湛水、地下水の枯渇といった問題を悪化させるだけでなく、農業、ーI二業、都市部ドIl 

の間の水をめぐる競争を今にも増して織烈にするでしょう。急増する穀物の需要を満たすためにはさらに

多くの耕作適地が必要となり、それが土壌浸食を増やします。したがって、予想される世界の食料不足

に既存の技術によって立ち向かうため、私たちは水や土壌といった天然資源の枯渇に直面することに

なります二こうした環境破壊と天然資源の枯渇を回避するためには、収量を増やすだけでなく、同時に環

境や天然資源を守る、社会に最も適した技術が必要となります‘遺伝子操作の更なる重視など、この方

向に向けた農業研究の見直しのほか、早魅、害虫、昆虫、塩上化に対する作物の耐性をI自】マ）る従来型

の研究も行われています。しかし、さらに基礎的な力向転換が必要であり、調査方針の大幅な変更が求

められていますン 

農業政策と通商協定は、環境、天然資源、膨大な数に上る世界中の貧困層に影響を及ぼすため、最

良の政策と通商協定を明らかにするための調査が必要となります。wToシステムのもとでの農業貿易自

由化は、自由化による途上国側での食料増産分よりも多くの食料減産を先進国側にもたらし、その結果

世界の食料価格を引き上げます”、この価格上昇は、化学肥料や農薬の世界的な使用量の増Jillならび

に世界に 8 億人いるとされる貧困層の福祉の低ドへとノフノgがります‘ 

WTO 農業質易自由化は、その経済的恩恵のほとんどを先進閣の間で分け合うものです,“したがっ

て、貿易自山化をlI指すこの国際的な経済と政治の交渉は、非常に不平等な結果をもたらすものであ

り、この交渉はフェアでないと私は考えます。交渉フロセスの本質的な修正または貿易自由化の恩恵の

配分が行われなければならないと私は考えます豊 

wT0 の自由化は、先進国と途上国を問わず、人「1密度が高い国々から人「I密度が低い国々への

食料生産の移動につながりますここれらの国々では食料生産がより大規模な農場でより商業化されたJJ 

法で行われ、その結果世界の食料生産が変動しやすくなります‘食料は必需品であり、特に途上国に 

51990年ごろに発表された国立および国際研究機関による自由化の効果に関するいくつかの計量経済学調査が 

こう結論づけている。 

'i1994年］l月 I 0 日に発表されたGATT事務局の報告にある結論 



おいてその傾向が強いため、その需要の価格弾力性は本質的に高く、それゆえに食1ミ斗価格が多く変動

して世界の貧困層に大きな損害をもたらします‘食料供給と食料安全保障を高め、環境破壊や大然資

源への負担を軽減るためには、適切な農業政策二農i貢物の通商協定が必要です各国の国民、とりわけ

膨大な数に上る途上国の飢えた貧しい人たちは、食科供給の増加だけでなく、主食を毎「」確実に手に

入れられるという保障（食料安全保障）を必要としています。世界のコメの生産と消費の 90％以上がアジ

アで行われており、コメはアジアで最も重要な穀物であり、主食として食べられています。WTO 井il」度のも

とでのコメ貿易の自由化は、この安定供給と確実なアクセスを 5 億人にのぼるアジアの飢えた人たちか

ら奪うことになります。コメ貿易の国際市場は、小友やトウモロコシといった他の重要穀物め市場と比ぺ（ 

貧弱で、不安定で、信頼性に欠けています二大半のアジア諸国は、各自の食料安全保障を確保するため

にコメの自給を目指し、それを維持したいと考えています。ほとんどのアジア諸国がコメの自給政策をと

るため、コメ貿易の自由化が国際米貿易市場の規模を拡大することはありません。その結果、コメ貿易の

自由化は世界のコメ市場にとって大きな不安定要因となり、それがアジアの飢えた人たちにとって大き

なリスクとなるでしょう。7 

低い人口密度や不安定な政治情勢にある開発に程遠い国々では8、これらの国々の人たちは自国の

食料生産の自由化と増産による環境へのマイナスの影響や天然資源の濫用にあま切主意を払わないで

しょう‘こうした食料生産のマイナスの影響は、それを必要とするより人口の多い国で食1ll円二谷lIIi 

ったほうが管理しやすいというのが私の考えです。そうした国の人たちのほうが、自分たちの身近で起き

ているマイナスの影響に気づきやすく、それを低減するために政府の政策やその他の手段により多くの

影響を及ぼすことができるのです。人口密度が高く、開発途上にある農業国での食料増産は、貧困を減

らし、それらの国に暮らす膨大な数の貧しい農業従事者の所得を増やすことによって所得配分の均等

化に貢献するでしI：う二 

自由化の経済的恩恵は平等に配分されません。GATT事務局の計算によれば、ウルグアイ・ラウンドは

約 51 億ドルの効果をもたらし、その 60％が北米、欧州自由貿易地域の間で配分されました，世界のノ、 

口の60％が暮らす途上国には 22％しか行き渡らないのです。 

WTOの農業貿易自由化は、世界の食料価格の変動幅や水準、環境破壊、天然資源の枯渇、国内お

よび世界の所得配分の不準等を増加させます、WTO システムの中核をなす原則である自由貿易ルー 

ルを修正し、各国における主食の自給の拡大ならびに環境破壊や天然資源枯渇の最小限化を目指し 

た、社会的に最適な農業・通商政策を目指さなければならないと私は考えますにれは、人口爆発、経済

成長、そして今後予想される食料不足によって引き起こされる天然資源や環境の制約と取り組むために

必要なニとです，そうした通商ルールの一・ー例として、それぞれの国が食料の自給を望んでいる度合いと

農村部門の対外的な価値観に基づいて輸入関税を自発的に定め、ウルグアイ・ラウンド交渉の時のよう 

7Tsujii H. "Characteristics of and the Trade Conflicts in the International Rice Market," The Natural 
Resource Economic Review 1995; 1:119-135 
' Myrdal G. Asian Drama: An Inquiry into the Poverty of the Nations, New York: Pantheon Books. 
1968. 
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図 I 作付け年度末における世界の主な穀物の備蓄・利用率 
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!'Tsujii H. "An Evaluation of the Proposed Agricultural Basic Law of Japan of 1999. (In Japanese)" A 
speech given at the public hearing on the new Basic Agricultural Law of 1999 at the Lower House of the 
Japanese Diet. May 26, 1999 
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図2 南北間の食料貿易 

FAO 貿易物価指数によって引き下げた貿易価格 
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図 3 世界の穀物収穫面積 （および一人あたりの収穫面積） 
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表1 世界の主な穀物における平均収量の年間増加量の長期的減少 
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図 4 世界の農業の集約化 （肥料、トラクター、潅減の利用の増加） 
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発表】 張懐西議員（中国） 

国会議員の皆様、l議長、ご参会の皆様 

中国代表団は、第 16回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議に山席し、同僚議員の皆様

と共に人口と開発に関連する問題や、国会議員の役割について議論するためにバンコクを訪れる機会

を得られ喜んでいます。全国人民代表大会（全人代）の教育・科学・文化・公衆衛生委員会を代表Lて、 

ニの会議の開催へのお祝いを申し上げ、主催者の財団法人アジア人II・開発協会ならびに開催国のタ

イ国会への心からの感謝を述べたいと思います。 

今年は 20 世紀最後の年です。世紀の変わり目に会議を開催することには大きな意味がiジ）りますで 

,］、、人
I II」開発 D問題についていくつかコメントさせていただきます。 

1．アジア諸国ならびに世界全般が、かなり長期にわたって人口、資源、環境、持続可能な開

発に関連した問題に直面することになる。 

持続可能な開発の達成は、現在世界における大きな戦略的課題となっており、ますます注目されるよ

うになってきてし、ま’九人口、資源、環境は、持続IュI能な開発と密接な関係にある3つの要素です。人類

はここ数年多大な努力を払ってきたものの、急激な人口増力~」、天然資源の不足、環境の悪化といった深

刻な問題に依然として直面しており、それが持続111能な開発への大きな障害となっています。私は、3つ

の要素の中では人口増加の問題が最も重要であると考えています。とし、うのも、過度の人口増加率は資

源や環境にとって大きな負担となるからですて 

水資源の例を挙げましょう。水資源の不足は人口問題と深く関わっていますシ人口が増えるにつれ、 

―人あたりが所有する水資源は大幅に減少しまーすー。水不足は悪化しています二世界の人口の約 3 分の 1 

(20 億人）が、高度もしくは中度の水不足が石・在する国に暮らしているとする統計もあります。水不足は、 

経済発展、とりわけ農業の発展を阻害して食i「久 iA保FIJを脅かすことに加え、生態系や環境に悪影響

を及ぼします。水質汚染は人々の健康を損ないます。途上国では病気の 80％と死亡の 3 分の 1 が汚染

された水に起因しているとされています。また、水不足の問題も短期的に解決できるものではありません。 

人 1増加と経済発展が続くにつれ、水資源の需要と供給の間のアンバランスが目に付くようになります 

中閣も水資源の不足とし、う問題にさいなまれており、一人あたりの水資源保有量は世界平均の 4 分

のIに過ぎません 人目I・削JIlと経済発展が進めば、水資源り1、星，】、ー二，ー，朱刻になるでし」こ二水不足問

題により良い解央策を見つけることは、21 世紀における中i叫n持続可能7,：開発や社会経済的発展、il-i 

代化運動のための戦略目標の達成、そして中国の国家としてのlf来と滅接に関係しています，そのプ二

め、中国は、改革を進め経済を発展させながら、人口増加を厳しく管理し、家族計画に関する基本的国

家政策を支持し続けます。同時に、中国は水資源の開拓、利用、保護を間じくらい重視しており、水資源

の管理と規制を強化するため、科学技術の進歩を資源保護と汚染防止に応用していきます 

ノ、口」1-I瑞~」、環境仇編低資源管理は人類共通の課題です。私たちが住むことのできる地球は・つしか

ありません，環境や資源の関連する問題に、・国家だけで取り組むことはできません。こうした問題の解 
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決は、すべての国と地域にとって共通の利益なのです。私たちは、協力を強め、持続‘lI能な開発のため

の戦略を取り入れなければなりません。 

2．人口抑制は持続可能な開発を達成するために中国がたどらなければならない極めて重

要な道 

中国の人ロは世界の全人口の23％を占めていますが、耕作適地は世界のわずかに7%しかありませ

ん。中国の現状は、大きな人「」1、耕作適地の不足、比較的少ない一人あたり資源保有量、低開発の経

済、地域間の掲載格差によって特徴付けられています。私たちの国家を発展させるための戦略的目標

は、増加する物質的および文化的なニーズを満たし、I・1こ1国国民の生活水準を改善し、総合的な社会の

進歩を達成するため、 ・・貫した経済の増強と持続可能な開発を実現することにあります“ 

しかし、あまりにも急激な人口増加は、経済や社会の発展や人々の生活の急速な改善を大きく妨げ

ます二これを念頭に置き、中国政府は人口増加を抑制に大きな重点を置きながら、経済発展に向けた努

力を払ってし、ます（中国政府は、1970年代から家族計画政策を全面的に実施しています。人口・家族計

画は、持続“iiI能な社会経済的発展の実現に向けた重要な関家戦略の一部と見なされ、社会経済的事

業の国家戦略と共に実施されたのです。 

家族計画は中国の基本的な国家政策ですーそれは中国の持続 ii能な開発だけでなく、閣民の生活

水準の改善にも役立ちます。家族計画は、広報活動や教育を通じて国民から理解と支持を得てきました

中国政府は、近年になって家族計画の目的として人口増加の抑制を強調しながら人口の質の改善によ

り重点を置くようになってきており、総合的管理を取り入れ、広報・教育活動を実施し、質の高い妊婦管

理や家族計画サービスを提供しています。農村部では、経済開発、貧困の救済、教育の普及、医療健

康保険制度・医療扶助の開発、女性の地位の向上、社会保障の提供といった他の事業と組み合わせ

て人口・家族計画を実施することに中国政府が注目しており、満足のゆく成果を上げていますc 

しかし、中国は人口と開発における重大な問題に直面しています．現在、中国本士の人口は 12 億 

5,900 万人であり、今後毎年約 1,10o万人がその数宇に加わりますc今後数十年かけて中国の人l・I増加

が止まるまでの間に 3 億人が新たに人口に加わると見られています。その上、中国には貧困に苦しむ人

たちが数千フ丁ノ、もいます。そのため、巨大な人口は依然として持続可能な開発の過程において解決し

なければならない大きな問題なのです。だからこそ中国は断固たる決意を持って家族計画プログラムを

実施し続けるのです。 

3．人口と開発問題の解決において全人代が果たす重要な役割 

全人代は、最高立法機関ならびに国家権力の最高機関として、人「二1と開発の問題に対するより良い

解決策を積極的に推進し、支持しています中全人代は、法律の制定や監督を通じて人口と開発の調和

を保証するための基本的な法律の保証を提供し、人「.1・開発計画の実施にあたって政府の監督を行っ

ていますこ中国の憲法は、国家として家族計画政策を推進し、人口増加を社会経済発展と調和するよう 
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にすることが規定されています。その他、教育、公衆衛生、環境保護、人口移動、女性と高齢者のため

の社会保障などに関しても憲法上の規定があります二憲法に定められた原則に基づき、全人代は相続

法、環境保護法、青年保護法、義務教育法、女性の権利と利益の保護を保証する法律、母子保健法な

どを可決しています。これらの法律は人口と開発を調和させるための法律による基本的な保証を提供し

ました。 

さまざまなレベルの人民代表会議の代議員は、有権者の代表および世論の代弁者として、」illA弔封

発に関する人々のニーズを表明するために全力を尽くしまりー代議員は、国民の短期的および長期的

利益から出発して、人口・開発プログラムが草の根レベルで確実に実施され、無知、病気、貧困などにさ

いなまれることがない十分な衣食を手に入れることができる平和と充足の生活を送れるようにするために

努力していますっ 

全人代は、アジアや世界の人口と開発に関連する活動を積極的にサポートし、これに参加しているほ

か、国や議会め間の交流を推進しています例えば、中国は、人口と開発に関するアジア議員ノォーラ

ムの活動に常に積極的に参加してきました。フォーラムの設立以来、全人代の代議員は副議長を務め、 

その任務を全うしています。また、フォーラムの枠組みのもとでいくつかの会議を北京で開催し、人口と

開発の問題をめぐって激しい議論や探求を行ってきています。さらに、全人代は、インド人ロ・開発議員

連盟 (IAPPD)、 国際人口問題議員懇談会（JPFP)／アジア人口・開発協会（APDA)、ベトナム人口・

開発議員連盟（VA P P D) との相互訪問も実施しています。こうした二国間の活動を通じ、我々は人口

と開発に関する意見や経験を交換し、問題を解決する合理的な方法を探っています： 

全人代はこれ功、らも人口と開発の問題を重視し、この分野でより大きな役割を果たしたいと考えていま

すe我々は、自らの問題を解決しながら国際的な交流や協力に積極的に参加し、アジア、そして世界の

平和、安定、繁栄、開発に貢献したいと考えていますこ 
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発表】 ラクシュマン・シン議員（インド） 

議長二国会議員の皆様＝ 

人口と開発の問題は人類に深刻な問題を投げかけています。大半のアジア諸国では、国内の経済、 

科学、技術の基盤がいまだに脆弱な状態にあります。そのため、これから当分の間、この問題の解決は

私たち全員が直面する問題として残るでし」．う。根気強い努力が必要となりますシ歴史的な責任や共通の

利益によって、すべての国が一致協力し、協力を強め、相互理解を高め、真実の協力を行うニとが絶対

に必要となっていますシ 

人口増加とそれが開発に及ぼす影響は、さまざまな社会経済的問題を抱える途上国の社会学者にと

って最大の懸念のーつになっています。人口増加（ニ対ーする見方は学者によってまちまちです二自然資源

がまったく、またはほとんど開発されていない国では、人口増加は歓迎すべき現象であるのに対し、その

反対の場合は望ましくない現象となります。人口が貧困の唯一の原因ではないと考える経済学者が一一ー一部

にいます。彼らは、英国、日本、ベルギーのように人口密度が高いにもかかわらず貧困が少ない国の例を

挙げます。一方、ェチオピア、スーダン、ソマリア、アンゴラなどのように、低い人口密度と貧困の蔓延が同

時に見られる国もあります。インドの場合、人口増加は開発の目標達成の大きな障害と見られてきました

インドの人口は、人口増加曲線にし、くらかの減少傾向が見られた最後の十年を除き、数ト年間にわた

って大きく増えています。人口の平均増加率は、I 971 年から 1981 年までの期間が 2.22%. 1981年から 

1991 年間での期間が 2.14％となっていますら 

インドが科学技術の領域で大きな進歩を遂げたことは疑いの余地がありません二今では余剰農産物も

あります。これまで多くの大規模フロジェクトを実施してきました' (Iり千人もの人たちに雇用を提供する大

規模な工場を建設し、インフラの整備にも努めてきました。読み書きと健康をすべての人に提供するとし、 

う野心的なキャンペーンも立ち上げられています。労働年齢人口に職を提供するためにあらゆる努力が

払われていますが、人口の急激な増加によってすべての努力が帳消しになっていますシ 

人口増加と食料の入手可能性 

1951年から 1996年の間に、食料穀物の生産量は、5,000 万トンから 1億 900 万トンへと4倍近く増え

ましたが、同期間に一人あたりが入手できる穀物は 25％しか増えていません。従って緑の革命にもかか

わらず、食べ物を必要とする口が大幅に増えたために人口の大部分は依然として栄養不足の状態にあ

ります。 

・・ー・人あたり入手できる食料の増加は、途上閣の人々の生活水準が改善されたことを示すーつの指標

であるのに対し、一人あたりのカロリー摂取量は毅物や豆類から主に得られており、そうしたカrコリーー摂

取量は先進諸国と比べて必然的に少なくなります。…人あたりの・ー日のカロリー摂取議をいくつかの国

について次の表に示し主す0978一SI 年）シ 

国： 	インド 	中国 	日本 ソビェト連邦 西ドイツ アメリカ 英国 

カロリー： 2056 	2426 	2852 	3641 	3351 	3641 	3249 
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また、食1ミ斗・生産の増加率は現在の 2.3％から 200~年には L8％まで”ドがる プ3 、ノ、臓の増加率は 

2％となることが予想されており、食料生産に対する人「Iの圧力が高まると思われます。 

人口増加と環境への影響 

人口は開発の重要な資源ですが、それを支えるシステムが許容できる限界を超えると、環境悪化の

大きな要因となりまり二増加する人口と生命維持システムとの関係が安定しない限り、どれほど革新的な

開発計画であろうとも望ましい結果を得ることはないでし上うう技術の進歩や空間的配分によって「環境

収容力」を拡大するニとは可能ですが、いずれも無限の人口増加を支えることはできません 

森林資源も、過放牧、商業・家庭用ニーズによる過度の利用、焼jlIl農業による持続 Ii能でない慣わ、 

そして道路、建造物、湛慨、発電ブロジェクトなどの開発活動によって減少しています，国内における森

林被覆は 7,501 万 ha で、地理面積の 19.5り。を占めています。これに対し、大まかな目標は、平地で 

33 O/ 、山間部で66％となっています。生息地が失われたために動植物や微生物の種が失われています

インド動植物調査によれば、1,500 種以上の動植物種が絶滅の危機にあります国内の生物種が少なく

なっ（ゆくニとに、生物活動の持続Ui.能な進歩にとって大さな脅威となります。また、遺伝・・」l・の崩壊は、 

分子生物学や遺伝子工学における最近の進歩から十分な経済的および生態的恩恵を受ける見込みが

失われます。 

多くの水生生物や鳥たちが暮らす湿地も、公害や過剰開発の問題に直面しています。国内の主な河

川も汚染と沈泥の聞化の問題に直面しています。わが国の長い海岸線も同様の圧力に直面しており、 

沿岸地域は海岸線近辺の見境のない建設によって大きな打撃を受けています。マングローブや海草を

含む海岸植生は滅ぼし尽くされています。そして、山間部の生態系は、深刻な環境悪化に直面していま

す 

特に都市部における公害や非衛生的状況による深刻な問題が、こうして人間によってもたらされた自

然生態系および環境保全メカニズムが受ける傷をさらに広げています二産業、その他の開発プロジェクト、 

自動車などから発生する公害は、取り返しのつかないダメージを弓は起こしていますしその結果、水域が

汚染され、水生動植物の成長に影響が出ています。そして増え続ける人rユに起因する急速な天然資源

の消費とゴミの排出が環境にさらに圧力を加えています。 

結論 

途ヒ閣における人口爆発は国際的な懸念事項です。世界の人口の 16%と 2.4％の土地面積を持つ

インドにとって、これは深刻な問題でりー。”一ー年で 1.600 万ずつ増えてゆく現在の人口増加は、恐ろい、結

果を招きかねません, 

インドの人口は、独立時には 3 億4.200 万人だったのが、1991年の国勢調査時には 8億4.400 万人

まで増えていえす,ニの大きな人口に、食料、住居、教育などの生活必需品を提供すること自体、資源

に大きな圧力がかかることになります“ノ、口抑制は、まさに国家の最優先課題でなければならないので 

す
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ディスカッション 

工 Mariniutli u 議員（マレーシア）：今朝、人口と開発に関する問題について中山先生 I“井先生

からお話がありましたが、水の問題【二ついてはニれまで何度か焦点をあててきました。その他の議題とし

ては、食料安全保障、貧困の増加、高齢化、持てる者と持たざる者ならびに先進国と途上国との間の格

差の拡大などがあります。生活の質に関しては、世界の一部が他と比べて多くを持つニとになります。 

この問題には二つの側面があると私は思います。つまり、これからの課題、そして国会議員として私た

ちが何をしなければならないかということです。AFPPD 存在のおかげで問題に関する意識はかなり高ま

つていますが、各r目政府の政策への影響に関してはあまり話を聞きません。そのため、今後は政策への

影響について考える必要があるのではないでしょうかこ我々は何を達成したのか？これからfiijを達成し

なければならないのか？これは非常に有益な命題ではないでしょうかっ 

もうーつの側面は、私たちが今持っているものを失いつつあるとし、うことです。つまり、環境や天然資

源を守ることができていないということです。その一例が天然資源です。河川はますます生命を失って生

物が住めなくなり、都市化によって公害も悪化していまりし人々は快適な家に暮らりーとが eさず、人コ

ッター（不法占拠者）となっています。都市人口の「スコッター化」という新語を作りたいと思いまー」一与水、電

気、住居などの需要は高く、私たちはこうした事柄に鳳を向ける必要があります。これらは、政治的な意

思さえあれば管理することができる領域であり、要素なのです。 

ここで重要なのは、保護と管理です。実際、今あるー部の問題の原因は、水資源の誤った管理にありま

す。私たちはかつて水道の水を飲めることを喜ぷことができましたが、一部の国では大腸菌が原因でこ

れができず、ビンに入ったミネラルウォーターに頼らざるを得ない状況に陥っています（可が管理でき（、 

何が管理できないかを見定めなければなりません‘ 

最後に、穀物供給の問題を提起したし、と思います。辻井先生の発表でー部理解できないと二ろがあり

ましたこ土地と穀物の減少についての話の中で 1.3％とし、う数字が出ました。マレーシアでr；れ宅開発や

産業開発などによって土地が減少していますが、濯概、小規模農家の統合、肥料、トラクター、機械化、 

高収量品種などによって収量が上がっています。そこで、辻井先生に土地が増えているのに収量が低

下しているという現象について少し詳しくご説明いただけないでしょうか。 

辻井博教授：世界の穀物の年間収量増加率が 3％から 1％へと急速に低下していることを表に示し

ましたcこれは、穀物の lha あたりの平均収穫量です。人口爆発に対応するためには 3％の増加が必要

なため、これは深刻な状況ですシ地球上の収穫面積は、耕作適地の不足を反映してここ数十年連続し

て減少していますこれら二つを考え合わせると、私たちは 2~世紀の初めに穀物と食料の減少傾向に

直面するニと【ニプぐると思います。しかし、昼食の時にマリムトウ先生にお話したよう【ニ、マレーシア政府は農

場規模の拡大、緑の革命関連技術の導入、新品種の導入などの面ですばらしい成果をあげており、そ

の料1 果 'I 産性を高めています。また、 

、’．ーンアは現在コメの70％を自給する政策を実施しています。中国、インド、日本などではそのような 
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政策を取ることはできないでしょう。コメはアジアに欠かすことができない主食です。多くのアジア諸国

では、コメが不足すると政治が不安定になり、政変や政府の交代が起ニります。1955年のフィリピン、スハ

ルト体制末期のインドネシア、1994年の日本、1980年の韓国などにその実例を見ることができます一。1973 

年にタイで発生した暴動や騒乱、そしてそれに続いて起きた政変の原因のーつは、コメの価格の高騰

でした。アジアの大国はそれゆえにこの 70％を自給するとし、う政策を取ることができません。マレーシア

は、シンガポールや香港と同じカテゴリーに属する特殊な国ではないでしょうか。 

―つ付け加えたいことがあります。マレーシアはこの分野で成功を収めましたが、日本と同じような環

境破壊に直面する可能性はまだ残っています。農家はマレーシア半島におけるコメの増産と完全な自

給自足の達成のために多大な努力を払ってきましたが、日本では肥料や農薬を使いすぎたために環境

破壊や公害に直面しています。マレーシアもこれと同じ問題に直面する可能性があります。 

Ermekkali Bigalie、議員（力ザフスタン）】 自然災害、汚染、公害は、世界中の人たちの生活水

準に影響を及ぼしています。これとの関連において、わが国が臓面している深刻な問題、すなわちアラ

ル海地域の早魅についてお話したいと思います。これはソビエト時代の計画経済が原因であり、当時は

環境問題に十分な注意が払われていませんでした。その結果、一一一帯は乾燥し、アラル海地域の生産貴

が減少して、人々はこの地域を去っています。ニの問題は、依然として重大な問題です。春から夏にかけ

ては、水かさが増して新たな問題となっています。 

この会議が多くの成果を残すよう、そして参加者の皆様全員の繁栄と幸運をお祈りいたします。 

桜井新議員（日本）：辻井先生のコメントについてお話したいと思いますこ私たちは異なる環境や

条件のもとに生まれていることを感じます。私たちの祖先の教えである伝統は、それを大切に引き継くこ

とによって大きな価値を持つものであり、それによって農業生産も上げることができます。しかし、WTOル 

ールは私たちの手が届かないーー連の自然条件を無視しているため、このようなルールが存続すると自

然条件の厳しい地域では農産物を作り続けることができなくなります二そのため、WTO のメンバーはこう

した違いを認識し、すべての国が可能な限りに努力によって生産を続けることができるようにしなければ

なりません。アジアの国会議員はこの事について積極的に発言し、WTO ルールの検討と修正を求める

べきであると考えています‘ 

ソ連時イt（ニ農業を特定の地域に集中したため、旧ソ連諸国は今さまざまなところで生態系の危機に

直面しています 全世界に調和とパランスをもたらすだけの知恵と創造力を私たちが持っていると私は

確信しています。現状を維持するよりも、私たちは地域間のより良い調和を見出すことができるはずで」ー‘， 

来世紀には難関が待ち受けています。私たち国会議員は、一致団結し、人類の生活を改善する新しく

てより良い方法を見出すために知恵を絞らなければなりません。お二人の高名な講師のご意見を伺うこ

とができれトr幸いですこ 

Lee-Jay Cho 博士：私たちが生きてきた文化的な背景の価値に関して桜井先生が提起されたホイン

トについて申し上げます。アダム・スミスのアングロサクソン的自由市場のイデオロギーは、「環境問題や 
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その他の問題が存在するのであれば、少しそれに時間を与えればよい。そうすれば競争と市場原理め

見えざる手が働いてそれらの問題を解決してくれるだろう」と主張します。この前提は、私たちがアジアで

何世代に三」わたって持ち続けてきた価値観とは異なるものです。家族や地域社会などに対する私たちの

価値観は、私たちが共に行動し、人間として自然環境に行うニとのバランスを取るニとを求めます,人間は、 

環境のー・部に過ぎないと見られています。 

自由経済のイデオロギー‘土基本的に個人主義、すなわち個々の人間と神との間の相互作用という

キリスト教のイデオロギーに基づいているのに対し、アジアではそれが家族や地域社会などの共同組識

を通じて行われてY 、まり二集団性、つまり集団の利益に重きが置かれているのですコ（インドや中国など

の）アジアの絵画では、人間は昔から自然のー部として描かれてきており、tIi J1I 、克服、個人主義を掲げ’ 

る西洋文化と比べて人間と人間の居住環境とのパランスがはるかに強調されています、ー方では「時問

さえ十分あれば市場が解決してくれる」と言う人たちがいます。確かに解決はしてくれますが、市場は

刻々と変化していますシそれまでに人間と環境のバランスがとれた状態に戻ることが難しいとニろまで人

間による破壊が進んでいるかもしれません。よって長年にわたって引き継がれてきたさまざまな文化や価

値観に自由rri場イデオロギーを押し付けることはできないのです。これだけ申し上げ、辻井先生のご意

見を伺いたいと思います。 

辻井博教授： 自由貿易の仮説（wT0 制度の中核的原則）が唱える利点にノ×、て論じる際、いオ・, 

ゆる「外的要因」が考慮されていません。経済学者はに外的要因を「美しい田園風景のようにお金に換算

することができない価値jと定義Lています。食料安全保障も同じですしアジーrのコメに関する政策につ

いての私の研究では、アジアの人たちが米価の安定をとても重視していることが判明しています。市場

ではこのような安定性が考慮に入れられていません。農村の文化や環境への影響も非常に］重要です。 

主にアメリカが推進している自山貿易や貿易自由化はニうした外的要因を扱うことができないため、自由

貿易の仮説については慎重に考え直す必要がありますン 

中山太郎議員（日本）： 今朝、水資源に関する問題について話をしました，‘現在、多くの人がボト

ルに入ったミネラルウォーターを買うようになっています。先進国ですら水道水は飲めなくなっています。 

途上国における水不足の問題に加え、先進国も水に関連する問題を抱えています。したがって水資源

は共通の問題なのです。来週、水の問題に関する国際会議がオランダで開催されます。APDAとしても、 

この問題を次回の会議で議題として取り上げることができればと考えています。 

ニれを行うとし、う提案が参加者の拍手によって承認された！ 

Lee-Jay Cho 博士： 水不足は、今後重大な危機に直面するであろう中国北部の状況が示すように、 

実に深刻な問題ですJ、口が増加する…ブJ、農業と産業による水利用の度含いが増しています。中国

北部を開発するためには大撒の水が必要となります：，少ない既存の水資源を使うことによってバランスが

失われることは確実であるため、状況はとても微妙です,日本においぐすら、肥料の過剰使用、ゴルツコ 

ースの整備、耕作によって全国的に水に含まれる塩分の濃度が増しています，アメリカでも、膨大な水 
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資源があるにもかかわらず、人口が増加している西海岸はこれから何十年にもわたって深刻な水問題

に直面することになります。カザフスタンを含む中央アジア諸国でも水事情が逼迫してきており、最終的

には水が不足する事になるでしょう。何年も昔、世界各地のいろいろな村を訪れてその水を飲んでも下

痢をすることはありませんでした‘今ではボトルに入った水への依存がますます高まっており、飛行機の

中ですらそのような水を飲んでいますー‘ン淡水資源は限られており、それをリサイクルするためには大幅な

技術の進歩と巨額の投資が必要となります，この意味で水はとても重要な問題であり、特に途上巌でそ

の傾向が強いと言えます。 

「飢えるかご馳走を食べるかのいずれかである」とよく言います。アフリカでは、気候の変動によって水

があふれ、溺れ死にする人が出てから 2 年も経つと早魅に襲われることがあります二こうした水の問題は

気候と関連しており、ひいてはそれが先進国の二酸化炭素の排出、肥料の使用、土地利用の集約化な

どとつながっていますー。オく問題は、一つのことが別のことにつながっている全体的な枠組みの中で考え

る必要があります。すべてが人口問題と関わっており、私たちは人間の数や個人の行動を通じて自ら惨

事を招いているのです，国会議員には、互いに交流をはかり、貴重な水について閣家的な見解を超えた

より大きな共通の見解を持つという役割がありますぐ私たちは自国の状況に満足することにとどまらず、 

地域の近隣諸国を視野に入れたより広い見方をする必要があります， 

辻井博教授： 中国、インド、ミャンマーを広範囲にわたって旅したとき、3 カ国とも深刻な水不足に

直面しており、大都市部だけでなく農村でもそれが存在することに気づきましたし例えば、インドのデカン

高原では大都市周辺の大きな川がすべて汚染されており、そこに暮らす多くの人たちはその水を飲用

に使うことができません二多くの都市では、給水が朝とタ方の数時間に限られています。ミヤンマーのマン

ダレーでは、住宅の水不足も発生しています。前にも申し上げたように、中国の黄河の水量は、水の蒸

発を防ぐための植林を含む政府や人々の多大な努力も空しく毎年減少し続けています。オーストリアに

本部を置く国際応用システム分析研究所（International Institute of Applied Systems Analyses）は、近い

米来に黄河流域での深刻な水不足の問題発生を予測する文献を最近発表しました。したがって政府、 

閣民、国会議員はアジア諸国における水不足の問題を解決するために多くの努力を払わなければなり

ません。 

Luwathati R. Antonino 議員（フイリピン）： 水はさておいて、バイオテクノロジーを含めた研究や

テクノロジーの最新の進展を考慮に入れた食料の問題についても話をしませんか。この新しく開発され、 

輸出入が行われているこの食料がどのくらい安全なび功 -1" -JIi題になっています。 

辻井博教授： バイオテクノロジーは、食料増産に貢献することができません 

Lee-Jay Cho 博士： 輸日」入の基準を地域別に定めるべきではありません。例えば米など、食料の 

「文化的伽崩i一を考慮に入れる必要がありますシ 
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Ermekkali Bigaliev 議員（カザフスタン）： カザツスタンでは、閉鎖した鉱山に後から水を入れた

とニろ、パランスが破壊されました」 

Luvsanvandan Bold 議員（モンゴル）：バイカル湖に流れ込む水の 80％がモンゴルからのもので

す。これまで、私たちは汚染されていないきれいな水をこの湖に提供することができました‘モンゴルでは 

l0年前から市場経済をはじめとするさまざまな構造変革が導入されたため、この状況カにれからも続くと

保証することができません。また、湖のほとりで操業しているじ場による汚染がロシアの国内で問題にな

っています。次回の会議ではバイカル湖の問題についても話をすべきだと思います。 

モンゴルの人口は 200 万をわずかに上回る程度ですが、それでも人口と持続可能な開発に関す

る問題を抱えていますで人口の 3 分の I が首都に住んでいるという事実は、水不足、大気汚染、 

水問題といったこれまで存在しなかった多くの問題を引き起こしています。国民の 3 分の I がま

だ遊牧民であり、彼らにとって天災は重要な問題です‘ 1999 年の早魅の後、冬に入って大雪が降

ったため、数百万頭の家畜が死んで農業部門に大きな打撃を与えました‘日本や韓国をはじめと

する国際社会からの援助にはとても感謝しています。ありがとうございました 

谷津義男 議長（日本）： 来年、水の問題について話し合う際に、ご提案がありましたバイカル湖の

問題を取り上げることができるかと思います。メコン川をはじめとする国際的な河川もこれに含めることが

できるかもしれません。 

桜井新議員（日本）： バングラデシュではニの~0 年間地表水が不足しており、飲料水を井戸に頼

っていると聞いています。しかし、井戸の大半が発ガン性のある破素で汚染されていますい水はすべてヒ

マラヤ山脈に端を発しているため、枇素は地下だけでなく、この地域ーーー帯に存在すると思われます批

素中毒を次回取り上げてはいかがでしょうか。マリムトウ先生が提起された問題に戻りますが、水と

食料の問題を解決するために私たちは具体的に何ができるのでしょうか？ 私たちが結論を出

せば、それを政策に反映させたり、政府間協議の議題として取り上げたりすることを政府に求め

ることができ吏り二私たちは、国会議員としてそのような橋渡しをすることができま」一‘. 

Imadadul Haque議員 （バングラデシュ）：バングラデシュは、1947 年と 1971 年に2度解

放されていま十 54,000 平方キロの面積と~億 2,700 万人の人口を持つ小国であるわが国では、 

人口抑制べたきな課題となっています。ダッ力の人口は、オーストラリア大陸のそれと同じです。 

非識字片 つ芦lさも依然として問題ですが、非識字率が 40％にまで低減したことによって人口増

加率tj2.5。。から 1.6％へと減少していますc したがって、わが国はどうにか人口を抑制している

ことになります。水は依然としてわが国にとって最大の問題です。わが国には数多くの川があり、 

洪水やサイクロンなどの災害に毎年見舞われています時には国土の 70%が水没しますそれで

も、わが国の食料生産はこうした洪水にもかかわらず昨年と今年は増加しています,政府の多大

な努力にもかかわらず、バングラデシュは貧しい国であり、海外援助を依然として必要としてし、 
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ます‘ 1975 年から】990 年までの間は民主主義が存在しませんでしたが、議会政治が 1990 年以降

こうした問題の解決に取り組んでいます。わが国の河川は枇素で汚染されており、ダッカや国の

南部には常に深刻な水問題が存在します。 
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セッションn 

人口と健康 

乳児／妊産婦死亡率、医学の進歩と人口ー 

議長】I)r. Luwaihati R. Antonino 議員（フイリピン） 

講師：ソムサ・チュンハラ 

タイ国保健省衛生政策計画局長 
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セッション n 

人口と健康 

―乳児／妊産婦死亡率、医学の進歩と人口一 

議長：Dr. Luwathati R. Antonino 議員（フイリピン） 

講師】ソムサ・チュンハラ 

タイ国保健省衛生政策計画局長 

私たちはこれまで人口問題と健康との関係を否定的な目で見る傾向がありましたが、今日はこれをマ

イナス要因と見なすべきか、それともプラス要因と見なすべきかについてお話したいと思います 

このプレゼンテーションは 5 つの部分から成っています。 

1）人口動態の変化 

2) 健康問題の変化 

3) 健康のシステム的視点 

4) 医療制度と支出 

5）健康の新しいパラダイム 

1. 人口動態の変化 

人口動態の変化には多くの意味合いがありますr政治を例に取ると、アメリカで最も安定した投票者は

高齢者であり、その比率は 4 分の Iを超えています。それは、需要の変化に応じて生産する品目の変更

を強いるという意味でビジネスにも影響を及ぼします。 

1950 年の時点では、東南アジアの人口は年少人口が圧倒的に多い構造を持っていました。2000 年

になると真中の部分が少し増えたものの、それよりーヒの人たちの比率は依然として少ない状態にあります。 

しかし、2050 年になると構成は今と大きく変わります。タイではいわゆる高齢者の増加が予想されていま

す一生産年齢人目はまだかなり大きいものの、若い年齢層が減少しています。生産年齢人口（15 歳から 

59 歳）は~960 年代から減少し始めましたが、皆様の国でも間じようなデータがおありになることと思いま

す 

この変化にはもちろん平均余命の改善が関係しています二先進国では平均余命が 1910年には50年

から60 年だったのが 1998 年には 70 年から80 年となっています“ 

2． 健康問題の変化 

かつてどの途上国にもよく見られた乳児の死亡が変わり始めました。同じ所得水準でも~952 年から 
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1992 年にかけて乳児死亡率は減少しているように思われます。いろいろな国を比較すると、所得によっ

てその数は異なります。タイでは、乳児死亡率が 1952 年には L000 人あたり60 だったのが、1992 年に

はわずか 15 から20 へと減少しており、現在ではおそらくI0 から 12ぐらいにまで減っているでしょう。一

国の乳児死亡率を決める要素は収入以タト（ニも数多くあります。バングラデシュやインドなど、地域内の

多くの国において乳児死亡率が所得から予想されるよりも高い水準になっています。そのため、まだやら

なければならない事は数多くあります。 

出生率、すなわち人口増加は、かつて先進国と途上国の双方にとって大きな問題でしたり家族計画

のような保健プログラムによって出生率は減少していまーずー。東南アジアでは、1950年には69もだったのが、 

1998年には3％まで下がっており、西太平洋地域でも69もから2％以下にまで下がっていますにれ以外

の分野でも進展が見られたため、妊産婦死亡率も減少しました,タイでは、1962 年から 1997 年の間に出

生 I, 000.000 件あたり375から10ぐらいまで下がっています。これは主に家族計画や出産施設の改善に

よるものです二今ではこの水準で安定しており、「自然死」があるためにこれ以上、低下することはありませ

ん． 

もうーつの問題が感染症であり、その中でも予防接種の可能なものが最もよく知られていますワクチ

ンの接種を受ければその多くを予防することができます。他の感染症も以前と比べて減っていまり二麻疹、 

ジフテリア、破傷風、小児麻庫などの病気については、世界的に見てもかなりワクチンが普及していますシ

タイではニれらの病気に対するワクチン普及率が 70％から 900,もに達しており、羅患率も麻疹以外は非

常に低い水準にまで下がっていますこ破傷風（Tetanus Neonatorurn)などは、100,000 人あたり 70 あった

推患率が 1996 年にはほぼ 0にまで減少しています与 

非感染性疾患の変化も途上国と先進国に影響を与えています。健康への負荷はDALY（障害調整済

み寿命）によって測定するニとができます。これは、疾患が寿命に及ぼす影響を考慮に人れて椎患する

人の数に焦点を当てるものです。低所得および中所得の国々では「他の（主に感染性の）疾患」が 59(4) 

を占めていますが、これはかつて 80％から90％を占めていました。残りの 41％は、神経精神病（10%). 

心疾患い0%)、癌(5%)、負傷（16%）となっています‘わが国ではこうしたグループの重要性が増しており、 

いわゆる「負荷疾患」が人生における生産年齢を減少させています。負傷に目を向けると、交通事故が 

16%、自らの責任による負傷が9%、殺人と暴力が10%.戦争7く 11%となっています。当然のことながら、 

これらの比率は国によって異なります。 

非感染性疾患の比率が重要性を増しているという意味ではタイも世界の趨勢と一致していますが、一

方では幼児・妊産婦死亡率が低下し始めています。 

結論としては、感染性疾患が減少し、非感染性疾患が増加しているということになります。こ

れらの疾患は、さまざまな形で概念化することができますじ例えば、裕福になるとライフスタイ

ルが変わり、さまざまな種類の病気にかかるなど、社会的な豊かさの側面から説明するニとがで

きます また、暴力、事故、法律と秩序の欠如がそのような疾患を引き起こすという社会病理学

的な説明を行うニともできます健康を制度的な視点から見る重要性はこのようなところにあり

ます‘ 
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3‘ 健康の制度的な視点 

人々の健康は、ワクチンや薬を見つけること意外にほとんど何もすることができない細菌の影響を受け

るだけではなく、私たちが自ら管理することができるその他多くの要素の影響を受けています。以下に示

したのは、システム的視点から健康について考えるーつの方法に温ぎません与無論、私たちの健康は個

人的要素、環境的要素、医療保険制度の影響を受けています環境的要素は、単に生物学的要素だ

けによって構成されひ、るわけではありません 医療保険制度はまだ存在しますが、環境と個人ル）間

の相互作用はますます複雑になっています。私たちは、個人として遺伝子要素に影響を及ぼし、行動を

変え、態度を改善することを目指すことができます。 

1 要素モデル 

図2 能動モデル 

保健制度の主な構成要素と仕組 
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この要素モゲルは、健康のさまざまな決定因の複雑さと相互作用を示しています＃次の参加者モデル

は、健康に貢献する役割を示しています。おわかりいただけるように、医療制度はその…部に過ぎま・せ

ん二 

医療提供者への支払いを行う人たちは非常に重要です。健康保険会社、いわゆる「集団資金調違」 

の果たす役割がますます重要になってきています。人々は医療提供者とかかわるだけでなく、政府によ

って決定される他の制度を経由するのが普通になっているのです。それは、医療制度や使途を保健に

指定した税といった国の財政政策の影響も受けます。例えばネパールでは、タバコ税の”ー一部が健康の

増進と研究に使才フオノしていますにオーーーーストラリアめビクトリア州では、タパコ税を使って健康増進基金が設

立されています，NGO や半官半民の組織も重要な役割を果たしていまり一。ノ、々は個々にかかわるだけ

でなく、グループやコミュニティーを作りますーさらに、農業、コミュニケーション、環境、教育などの分野（ニ

おける政策も医療制度に影響を及ぼします。新たな参加者として急成長を遂げているのがマスメディア、 

すなわち情報の流れです。ニれは私たちの仕事のやり方に間違いなく影響を及ぼします。図 2 は、医療

制度を改善するために私たちが一緒に仕事をしなければならない主な参加者を位置付けるーつの方

法と見ることができます。 

図3 死亡率低下要因（1960 年一1990 年） 

減少 	 増加への貢献率 

所得 成人女性の 

教育水準 

新しい知識の 

発案と活用 

ら歳未満の死亡率 17 38 45 

成人女性死亡率 20 41 39 

成人男性死亡率 25 27 49 

女性の出生時平均余命 19 32 49 

男性の出生時平均余命 20 30 50 

合計特殊出生率 12 58 29 

I96Olt,い:)I9り(J 年iー1, '、1ご、ノlタL亡率の低下要因を分析するにあたり、新しい知識の発案と活用がこ

れに大きく貢献しているように思】i）」lします。また、成人女性の場合は所得水準よりも教育水準のほうが重

要といえます。貢献度は指標によってまちまちです。教育水準が重要であることは明らかですが、知識の

普及と利用の方法が果たす役割も増しています。 

私たちは医療制度が改善されれば健康も改善されるとこれまで考えてき志した私たちの誰もが、自

国で医療制度の改善に取り組む際に次のような問題にIi't面しています 
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（時として経済成長を上回る）医療コストの増加 

収益の低ド（医療面の改善を伴わない支畠の増加） 

（医師や病院の数など）インフ‘ット、（病院、医薬品、治療などへの）アクセス、（全国レベルでの）結果 

の不平等 

4． 医療制度と支出 

アジア諸国の医療支出を比較すると、GDP ならびに政府の医療関連支出は国によって大きく異なり

ます」例えばスリランカでは医療費のかなりの部分が政府によってまかなわれているものの、その対G DP 

比率は 2%を下回っています。スリランカは、支出が少ない割に医療事情が良好な国のーつとさオ11ぐし、 

ます一医療への支出は GDP と密接な関係にあります。つまり、お金があればあるほど医療にお金を使・〕 

のです。 

タイでは、サービスの利用法カにこ数十年で変化しました。医療サービスの提供が改善されたために

地域の総合病院よりも保健所や地元の病院が利用されるようになり、人々は家により近いところで医療

を利用できるようになりました。しかし、これは死亡率が下がるほど健康面で大幅な改善がもたらされるこ

とを必ずしも意味するわけではありません。理想的な利用構造というのは、人々が最初は一ー番下のレベ

ルに赴き、必要に応じて上のレベルに照会されるものです。 

「ケアを求める行動jを見てみると、1970年から1996年の間に人々は伝統的手法の利用、薬の購入、 

自己療法から専門機関の利用へと徐々に移行しているように思われます。 

タイの保健向け予算と保健省の予算は密接な関係にあります。経済が好調な頃は 15%の年間増加

率で推移し、35％増加した年もありました。問題は、これがそれに見合う健康の増進につながったかどう

かとし、うことでー‘一。多額のお金が病院や機材に使われましたが、それらはすでに収益逓減の状況に達し

ていた可能性があります講t健省はその比率を 40/c）から 7o/〕へと引き上げました。やるべきではないことを

かなり多くやっていたニとが今になってわかりました二 

5． 健康のための三つの新しいパラダイム 

重要な「lIi題には次のようなものがあります。 

より多くのお金をつぎ込むことによって健康を改善することができるか？ 

需要と供給の間にミスマッチがあるか？ 

サービスを減らしても健康を改善することができるか？ 

不平等はどのように見ればよいか？ どのように政治を関与させるか？ 

最後に三つめ新しいパラダイムをご紹介したいと思います。 

~）健康l」（医寮サービスの改善だけでなく）健全な社会政策の結果である 

環境（都市し農付） 
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栄養（食料供給と農業政策） 

住宅 

労働環境 

…一例として、単作農業からより統合された農業へと転換したある農夫を挙げまし］．うその示i!i 果、彼は

酒、タバコ、ギャンプル、睡眠薬を絶つことができ、妻と言い争いをしなくてもすむようになりました，肥料

や農薬を買うためにお金を借りる必要もなくなりました。こうして彼の健康は、より良い医療サービスの提

供ではなく、生き方を変えることによって直ちに改善したのです。 

2) 健康は財産である（したがって開発の最終目標は健康である） 

健康の改善は多くのことと結ぴついているため、投資に値するものです。生かし続けるためにお金を

使うことはありません‘人々が健康であれば、多くの貢献をすることができま’一‘（下記の図を参照） 

経済成長を最終的な目標と考えると、左側が「質の高い人間」ということになりますシ彼らは頭脳のプJ｛ニ

よって技術の発展、そして経済学で「社会資本」と呼ぶものに貢献します。無論、物理資源、開発政策、 

技術開発にも依然として多くの注意を払っていますが、最後の二つの場合は人的資源開発の視点の重

要性が増していますこ 

3）優れた健康はグッド・ガバナンスを必要とする 

グッド・ガバナンスは次のものにつながります； 

公平さの拡大 

より効率的な資源利用 

品質の改善 

サービス提供者の反応の改善 

サービス提供者の信頼性の改善 

ガバナンスを改善することによってより良いサービス提供を行うことができます；これには国家レベルの

政治、サービス管理、市民団体、地域社会なども含まれます。 
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ディスカッション 

工 Mariniuthu 議員 （マレーシア）： まず、非常に包括的な発表をされ、感染症の分野にお

ける業績、とりわけ健康と生活の質の改善についてご説明いただいたソムサ先生に感謝したいと思いま

す。こうした状況にはとても勇気付けられますし、発表されたインターアクティブ・モデルも大変勉強にな

りました。私の質間は、結核、マラリア、コレラといったすでに食い止めたと考えられていた病気が巻き

返していることに関連しています。どのような要素があり、どうしてこのようなことが起きているのでしょう

カ、？ 

ソムサ・チュンハラ氏： 私が申し上げ損ねたかもしれない非常に重要な事柄をご指摘いただいたと

思いまーすー。公衆衛生に従事する人たちや科学者は、「新生の疾患」を理解するために多大な努力を払っ

ていますら結核の再幽現は、免疫が弱まる傾向があるためにェイズの流行によって・・・一部説明するニとが

できるかもしれませんし結核菌を完全に撲滅させたわけではないので、体内に結核菌を持つ、いわゆる 

「感染性のプール」と呼ばれる人たちは存在します。それでもマラリアやいわゆる「新生疾病」は、これま

で環境の視点から見られてきました。これが、開発計画に起因する人口変動、すなわちまだ適応してい

ない地理的領域に人間が入り込んでいることに関係していることがだんだん明らかになってきました。 

また、細菌は変化し、寄生虫も薬への抵抗力を増します。マラリアは通常の意味での感染症とは異な

り、体内に細菌がいても発症しないで生きることができます。これが薬への抵抗力と組み合わさると問題

が悪化する可能性があります。結論を申し上げますと、（り人々の健康に影響を及ぼす新しい状況、(2) 

薬への抵抗力と遺伝子の変化、(3）人間が自らの環境や行動を変えていること、という三つの要素が働

いています。 

Paturungi Parawasa 議員（インドネシア）： まず、タイに限らずアジア全域に及ぶソムサ先生の

ご尽力に感謝したいと思います。ソムサ先生が提案された三つのパラダイムに私も同意します。インドネ

シアにおける我々の体験について少しお話したいと思います。 

インドネシアは世界で最も人口の多い国のーつで、2 億を超える人口を持っています。これは社会、 

経済、政治の面で多くの問題を引き起こしています。1997 年に東アジアが経済混乱に陥ったとき、インド

ネシアは最も大きな経済的影響を受けました。通貨は 1ドルあたり2,500 ルピアから 15,000ルピアへと暴

落しました。品物の価格は急騰し、失業率が Eがりました。この危機は政治的および社会的影響も及ぼ

し、スハルト大統領は大統領職を失い、ハビビ氏、そして総選挙で当選したワヒド氏がその職につきまし

た。社会的にも多くの問題が存在しました。貧困は 154，から 40％へと増え、学校の中途退学率が増え、 

母子死亡率が増え、出生時平均余命も低下した可能性があります。これらの問題を打開するため、議会

の後ろ盾を得た政府は社会ネット安全保障（social net security）という全国政策を打ち出しました。それは、 

援助国からの融資が増えることを意味しています。国民の生活と状況を改善するためには40億ドルが必

要です，先生が発表の中で指摘された点を肝に銘じながら、特に保健に関する政策を展開していきた 
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し、と思し、むす二 

Nereus Acosta 議員（フイリピン）： ソムサ先り rll会責 1、二．、う概念について詳しく教えていた

だきたいのですが。特に先生が研究された方法では、それをどのように運j.1」されるのでし」二うか？ 

ソムサ・チュンハラ氏：これまでお話をされた方々が提起された事柄についてお話いたします，グッド・

ガバナンスのレベルが高いほどその影響が大きいことは、ガバナンスの視点からも明らかだと思います, 

インドネシアの話題が出ましたが、社会資本の概念は、グッド・ガバナンスの概念を補足するものと見

るべきです。グッド・ガバナンスを上からだけでなく下のレベルからも見ているのですン社会資本は、良し、 

政府によって達成されるわけではありません‘それは、人々の姿勢、文化、生活様式の蓄積なのですc 

経済学者は、経済的な成果を評価するにあたっては「実態のあるインプット」だけでなく、人々の感じ方

や互いとの接し方も非常に重要であることに気づきはじめたため、社会資本に大変興味を持っていま

す。 

ここでよく引き合いに出されるのが、いわゆる「取引費用」です。優れた社会資本があると、取引費月」 

が低減します。信用のほうが契約よりも重要になるため、契約書の作成や損害賠償の訴訟に費やす時

間を減らすことができるのです二 

健康に関しても、信用は非常に重要な要素です,アメリカでは、損害賠償保険が医療経費の増加iニ

おける重要な要素となっています。社会資本の運用については、人々はよく健康を含めた市民社会の

改善という観点からこれを考えがちです。ェイズの抑制におけるタイの成功は、かつては（優れた監視・

調査制度、コンドームの 100％普及といった）技術的な観点から説明されていましたが、さまざまなコミュ

ニティー・グループや NGO 間の良好な協力や組織化が重要な要素だったのではないかと私たちは気

づくようになりました。 

よって概念がいかに抽象的であろうとも、行為の当事者に目を向けることが必要でーIーり市民社会で活

発に活動している彼らを見出すために、NGO や地方自治体といった既存のグループの枠を超え、政治

の変革に役割を演じるインフオーマル・グループに目を向けなければなりません。タイでは、家族や地域

社会のレベルでセーフティーネットが存在したため、経済危機の後も予想されていたほど状況は悪化し

なかったと言えます。 

Chay Wai Chuen 議員（シンガポール）： これに関連し、我々がシンガポールで行っている保健

医療サービスの活動について皆様にお話したし、と思います‘私たちは、人々が自分の健康に対してII貫

接個人的に責任を取るよう、保健医療に関する公共教育を改善しようとしています。グッド・ガバナンスを

弓は合いに出すよりも、ニちらのほうが重要ではないでしょうか。わが国では、責任を部分的に国民に課す

医療保険制度への移行も試みています。個人に医療費の一部を負担してもらう「共同出資」もこの新静」 

度の一環です。これは、「過剰利用」を回避し、雇用主をこの責任から解放することを風的とするもので

す。 
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ソムサ・チュンハラ氏： 国民の関与は、あらゆる保健関連の活動において重要です。医療従事者は、 

国民が自分で目分の健康を管理し、彼らを教育し、医療従事者の仕事量を減らすとし、う面から国民の

関与を考える傾向があります。経済学者は、自I」」市場制度や定額自己負担によって保健医療サービス

の費用をまかなうことを考えます。私たちは、国民に自らの健康の責任を負わせる制度を作るたびに、需

要側と供給側の双ノjニ存在する、いわゆる「モラル・ハザード」や「過剰利用」を最小限に抑えようとしま 

シンガポールには、定額自己負担、準備基金、医療費貯蓄口座といった興味深い実例がありますに

れらはすべて個人の意識を高め、自分の健康に対する責任を負わせることによって医療支出を抑える

ことを目的としていますc 職場環境の中にグループを作ることはできます‘シンガポールなどのように、 

人々が村から職場へ移動しているところでは、生活様式を変え、それに伴って生活環境のコミュニティ 

ーを離れる際の課題は、職場環境のコミュニティーをいかに利用するかということです。これに関し、職場

における健康増進計画とし、う新しい概念も生まれていますY 

能勢和子議員（日本）： 日本では平均寿命が男性で76 歳、女性で 84 歳となっており、深刻な高

齢化が進んでいます。私たちが国会議員として直面している問題は、1.38 とし、う女性の極めて低い出生

率ですー 

ソムサ・チュンハラ氏： 世界の人口政策は今後大きな課題に直面するかもしれません二移民労働者

や人口構造と取り組むための政策がかなり重要になると思います。 

Anne ToHey 議員（ニュージーランド）：先生の示された表では、死亡率の低下に関して、所得よりも

女性の教育のほうが重要だと指摘されました。これは、女性の教育に重点を置くべきであるとし、うニとを

意味しているのではないですか？ 

ソムサ・チュンハラ氏：教育が非常に重要であることに間違いはありませんが、それだけでは十分で

はありません、知識やその利用といった多くの要因があり、女性のエンパワーメントはその中でも重要で

す。 

Luvsanvandan Bold 議員（モンゴル）：ーつ問題を提起したいと思います。冷戦の終結とソビエト連

邦の崩壊の後、いくつかの新しい途上国が中央アジアに誕生しました。本日の講演でも述べられたよう

に、ニれらアジアの新しいメンバーには、東南アジア諸国とは異なるいくつかの特徴があります。かつて、 

．つのブコックは医療制度に関して競争していました。この時代にはそうした閣々にも十分な医療制度

が存在し、当時のプロパガンダによれば一人あたりのベッド数や医師の数の面で一部の先進国を上回

っていましたシ市場経済への移行によって資金が不足し、かつてのように資金を調達することが不可能

になり、現在私たちが取り組んでいる仕事の多くがそれに起因しているのです。 
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ソムサ・チュンハラ氏：市場経済へ移行すると医療制度に関して政府がやらなければならないことが減

り、それが政府の役割の減少と民間部門の役割の増加を意味すると多くの国が考えました二その後、政

府が積極的な役割を果たさなければならなしにとに多くの政府が気づきました理論上は、公共医療サ 

ービスの面で政府がどれだけのことを行わなければならないかをめぐっては、まだ意見の・致を見るこ

とができない状況です‘政府は、一方では「社会的に良い結果」の擁護者と見られているものの、もう 

方では「官僚主義的で非効率なシステム」という見方もあります、私としては、その中間ーつまり政II二fは

公共医療サービスを自ら提供しないものの、それについての決定に積極的な影響を及ぼす一ー良いの

ではないかと考えています。 

国によって政治制度、歴史的背景、技術や新しいアィデアを吸収する能力に差があるため、それぞれ

の国が自分の進む道を見田す必要がありますこ 

Ranan Shaekin 議員（カザフスタン）： ベッド数、医師や病院の数、保険資金などを含むタイのシ

ステムについて教えていただけませんかンそうすれば、貴国の統計を我々の統計と比較することができる

と思います．それから、貴国では公共医療御リ変のためにどのくらしソン予算が毎年使われているのかにつ

いても教えてください。 

ソムサ・チュンハラ氏： タイでは、依然として政府が公共医療サービス制度において重要な役劇を

果たしています与病院の 70A）が政府系の病院であり、残りの 30%が民間の病院です。経済危機の影半F 

もあり、民間の比率は低くなっています。それぞれの支出については既にご紹介いたしました。タイの国

民が支払う医療費は一人あたり年間 126ドルであり、これは政府が支払う金額（一人あたり年間 30ドル） 

の約4 倍となっています。この予算の99％は保健省のものです。県ごとに200から600のベッド数を持つ

公立の総合病院が少なくともーーーつあります一。14の大きな県では600からL000のベッド数を持ち、約I.000 

人のスタッフが働く「地域病院功法）ります。地区病院のベッド数は 10 から 90 の間で、30,000 人から 

100,000 人の人口に対して平均3 人の医師が配置されています。スタッフ数は 30 人から200 人の問とな

ってし、まり二保健所は小地区レベルで機能し、医師は配置されていません。平均すると、3 人の補助職員

が 5,000 人を担当しています。民間病院の 50％がバンコクにあります,予算の 35％というかなり多くの金

額が薬代に使われていますc公共医療制度においては、人口の20％が支払いを免除されています， 
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セッション皿 

HIV/AIDSの衝撃 

議長】プラソップ・ラタナコーン上院議員（タイ） 

講師】スティーブン・J・クラウス 

国連ェイズ合同計画プログラム（UNAIDS）渉外アドバイザー 
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セッション皿 

HI V/AIDS の衝撃 

議長：プラソップ・ラタナコーン上院議員（タイ） 

講師：スティーブン・J・クラウス 

国連ェイズ合同計画プログラム（UNAIDS) 渉外アドバイザー 

プラソップ・ラタナコーン議長 

スティーブン・クラウスさんは、HIV/AIDS 問題に対する国会議員の関与をスタートさせた人ですうそ

れがきっかけとなり、UN FPA と IMPOの協力のもと AFPPD が主催した HI V/AIDS 性行為感染症に

関する国会議員の国家間会議が 1999 年~ 1 月にパンコクで初めて開催されました 彼は真のコミュニ

ケーターであり、HIV/AIDS 防止の分野におけるし、くつかのイニシアチブに貢献してきています 

スティープン・クラウス氏 

まず、HIV/AIDS に関する私の偏見についてお話したいと思います。それは、皆さんと直接に関わり

があることです。私の偏見、私の仮説とは、良い人たちに良い情報を提供すれば、それらの良い人た

ちは良い決断をするということです。皆様に良い情報を提供することによって、皆様がこれからも 

HIV/AIDSに関して良し、決断をし、それを普及させてゆくことを可能にし、それを奨励していきたいと私

は考えています。皆様の机の上には 3 種類の資料があると思います。まず、IHI V/AIDS、法律、人権

に関する立法者のためのハンドブック」という、これらの問題に関わる国会議員や立法者のためのもの

ですぐこれは、特に皆様のような方々のために書かれたもので、その内容のすべてについてお話する

ことはできませんカ‘、時間を割いて読んでいただき、最善と思われる形で利用していただければ幸し、 

です。二つ目は、「エイズ流行最新情報：1999 年 12 月」と題された 20 ページの文書です。これには本

日 OHPでお見せする情報がすべて含まれていますので、よほどのニとがない限りメモはおとりにならな

くても結構だと思いまり二ですからリラックスして耳を傾けていただき、いろいろとアイデアを出していた

だきたいと思います二 

後ろにある表はお自由にお使いください。三つ目の文書は、UN FPA を含む国連の 7 つの組織がど

のように協力し、エイズに対してより効果的で、より活発で、より適切で、より広範な対応を行うことを目

指しているかについて説明する、UNAIDS についての非常に短いパンフレットです。 

まもなく、オーストラリア政府が製作した 10分の有益なビデオをお見せします。数年前のものですが、 

HIV/AIDS のイロハについて論じるのにとても良い作品です。内容も明確かつ正確であり、いくつか例

外はあるものの最新の情報を含んでいます。このビデオをお見せすることによって、ここアジアで

印V/AIDS の問題について良い議論と対話を行うことに役立てば幸いです。 
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まず、いくつかお伝えしておきたい情報があります。皆様の多くが自らの選挙区で HIV/AIDS の問

題に関してすでに活動されているニとは、私も存じ上げていますそれらの方々には、ディスカッション

の際に各自の体験についてお話いただければ幸いでーすー,HIV/AIDSにまだ確信を持たれていない、ま

たは HIV/AIDSやその他のリフロダクティブ・ヘルス問題にまだ関与されていないそれ以外の方々は、 

今日のディスカッションが勇敢な政治家となり、人問の行動についての寛大さと誠夫きジH加’昌者 ら：る

きっかけとなることを希望します二 

アジア太平洋地域における最大の問題は、現状に目をつぶり、自由な意見交換や話し合いが行わ

れていないことです。現状に目をつぶるとし、うのは危険なことです。それは単に中立なのではなく、危険

なのです‘「私は同性愛者でもなく、性労働者でもなく、麻薬も注射しないから HIV の心配をする必要

はない」と言う方もいらつしゃるかもしれません二しかし、このような見方をしていただくことはできなし、で

しょうか？ 

つまり「優れた保健医療サービスを必要とすることが決してないのであれば、HIV の心配をする必要

はない」と。輸血を必要としたり、病院に行って清潔で殺菌された処巌を必要とすることが決してなかっ

たり、性的活動をしていない人たちも心配はいりません。しかし、性的に活動している場合は問題です

そして現在性的活動をしている、または将来的に性的活動をする可能性がある子供、配偶者、孫が‘、 

るのであれば、H IV/A1 DS の心配をしなければなりません。 

ここで私が提案しているのは、国会議員として自らの行動に目を向けなければならないというニとで

す二そして、自分の目先のことだけを考えるのではなく、地域社会、私たちを選んでくれた人たちのニと

を考えなければなりません清佳もがあなたと私、そしてあなたの隣に座っている人と同じライフスタイルを

持っているわけではありません。だからこそ力を合わせることが大切なのです。 

現在の HW の状況はどのようになっているのでしょうか？ およその数宇ですが、2000 年には約 

5,000 万人が HIVに感染し、その3分の 1近くが死亡しています二にの病気の蔓延は拡大を続けていま

す‘事実、1998 年には6 百万人が感染し、1999年にはそれより多くの人が感染しています。現在、感染

のおよそ7割がアフリカで発生しており、成人人口の 3割から4割が HIVに感染している国が 12カ国

を超えていますっアフリカの多くの国では、軍人や警察官の6割から7割が HIVポジティブと言われて

いますcつまり、ニの病気はアフリカに定着しているのです。アジアには 1999 年末の時点で700 万人が 

HIV/AIDSを患っていると推定されています。ここアジアは世界でも最も増加率が高い地域のーつにな

っています。 

アジアの現状は、I0年前のアフリカに似ています。例えば、タイでは成人人口の2.59もが HIVポジテ

ィブであり、カンボジアではこれが 3％から4％となっており、ミャンマーや中国にも大きな影響を受けて

いる地域が数多くあります。世界で最も症例数が多いのはインドです。ベトナム、マレーシア、パプアニ

ューギニアなどでも数が増えており、バングラデシュやパキスタンなどでも心配な兆候が見られます。ア

ジアでは、その影響を受ける国の数が増え、その影響を受ける人たちの比率が高くなってきているの

ですっ 

国会議員として何ができるでしょうか？ 
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政治指導者として世論に影響を及ぼし、関連する問題についての一般の知識を高めることができ

まり二皆様が何も言わなければ、それは他の人もfillも言わないことを意味するだけではなく、変化

を生む絶好の機会を逃したことを意味します。 

皆様は立法者として国会で法案に票を投じ、法律が人権を保護し、効果的な予防策や介護策が

確実に講じられるようにすることができます二この会議に参加している国の中には、若い来婚のカノ

プルが自分たちのリプロダクティブ・ヘルスに関係する情報を入 Fしたりサービスを受たりすること

を禁止する法律ができた国があります。若い人たちは良い情報と良いサービスを手に入れる権利

があります。 

代弁者として政府、民間'I十i民の関与を引き出して、この病気に対して適切な対応をすることにお

ける自らの社会責任を発揮しますっ 

資源を動員し、人権の原則と合致した効果的な HI V/AIDS プログラムを支援するため（ニ貝オ源を割

り当てることができます。これにはお金と人の資源が含まれますc 我々の国の多くは、依然として閣

家が対応するにあたって海外からの支援に依存しすぎています“この感染症が発生して 20 年が

経ちますが、必要な資源を人間に投資しなければならないことを理解していない国がまだ多く残

っています．‘ 

1 分ほどの短いアニメーションをお見せして話を終わりたいと思います。 

メッセージは明確であると私は思います。今日のための行動は今日起こさなければなりません,与党

の一員であれ、野党の一員であれ、行動を起こさなければなりません。世界はじつとしていません。だ

からこそ、私たちは人々のために力を合わせる方法を見出さなければならないのですし 
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ディスカッション 

Lakshman Singh 議員（インド）： クラウス氏のプレゼンテーションに感謝します。次の点を指摘し

たいと思います：わが国インドはニの問題について非常によく発言してきました。そして5年かけて来端

レベルまでエイズを予防するための法律を可決したのです。ただ、私が騎に落ちない点が・・一ーつありま

すc デリーの UNAIDS に連絡を取ろうとしたのですが、何の返事ももらうことができませんでした 恐れ

入りますが、この 1I 題を解決していただけないでしょ・5;/) \、． 

スティーブン・クラウス氏： UNAIDS の事務局がお役に立てないでいることをお詫びいたします， 

昼食のときにでもお話をして、解決法についてお話できればと思います。インドの場合、UNICEF が議

長を務めており、インドネシアでは UNICEFからUN FPA へとそれが移されています＝ 

Paturungi Parawansa 議員（インドネシア）: 1999年に南アジアおよび東南アジアで 130 万人

の人が新たに HIVに感染し、その数が合計で560 万人に達したという推計にとてもショックを受けてし、 

ますしそして 1994 年から 1997 年にかけてインドネシアにおける HIV 羅患率が 1OO曳）増加したというこ

とも大きな懸念事項です二我々国会議員は、クラウス氏が述べられた四つの分野において重要な役割

を果たし、HI V/AIDS に関する新しい法律について考えなければなりません。そうした新法の例を挙げ

ていただき、ニの分野で国家間の協力をどうすれば改善できるか教えていただけないでしょうか。 

Luwaihati R. Antonino 議員（フイリピン）： フィリピンの国会が HIV/AIDSに関して可決した法

律についてお話したし、と思います。条項のーつに、HIV!A1DS 感染者への差別に対する罰則がありま

す。そして、公立学校でこれらの問題について教える指令もありますン私の選挙区では、HIV/AIDS に

ついての意識を高めるための学刈．グループを結成し、市民団体にスポンサーになってもらっていますン

自治体も、わが国ではカトリック勢力が強いにもかかわらず無料コンドームの配布を当初行いました。そ

の後、ホテルや歓楽街に自動販売機が設置されるようになりました。 

スティーブン・クラウス氏： それは喜ばしく有り難い実例です。事実、お配りした本の 20 ページに、 

ツィリピンでのすばらしい実績について述べられています。それは、人々の権利を支え、情報を共有し

て人々が情報に基づく決断を確実に下すことができるようにするため、国とその政治指導者が団結す

るすばらしい例；ゼと思います。重要なのは、それが HIVを持つ人たちへの差別と戦うものだというニとで

り一 ,38ページには、世界規模におけるベスト・プラクティスとして私たちが普及を図るフィリピンの法律の

概要が記載されています。 

Doan Hong議員（ベトナム）： 三つの問題を提起し、情報や経験の共有をお願いしたいと思いま

す。ェイズへの恐れから予防注射を怖がる人が増えています。ベトナムでは感染者が診察をなかなか 
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受けることができません。HIwMDS 感染者の結婚も、病気が広まる危険があるとし、うことで論議を呼ん

でいます。 

Ermekkali Bialiev 議員（カザフスタン）： クラウス氏のパーフエクトなプレゼンテーションに感謝

します‘あなたの情報では、3,400 万人近くの人がHwに感染しているとのことでした、ニの危険な病気

を予防するワクチンとか科学者の発見とかはまだないのでしj：うか？ 

スティーブン・クラウス氏： 最後の質間からお答えすると、ワクチンの開発に関しては、答えは依然

として明白です HIV のワクチンはなく、HIV/AIDS の治療法もありませんし研究は前進しており、第 3 

フェーズの試験が現在タイとアメリカで行われていますが、ワクチンの開発には運が良くてもあと5年か

ら 7 年は最低でもかかり、10 年以上かかるだろうというのが大勢の見方です 肝心なのは、依然として 

「予防」です‘近し、うちにワクチンが手に入るということはありません。現在治療にiiIいられている三者

併用療法はーーノ、あたり1年に 15,000ドルかかり、一生服用を続けなければなりません。また、薬を受け

付けない人たちも一部にいます。それは治療ではなく、感染を安定させるだけのものですン私たちが

予防に力を入れることを各国に促しているのは、このようなわけがあるのです。 

予防に関して私たちができること最善のことは、差別を防ぐということです。HIV 感染者に対する差

別は、HIV をさらに伝染させる非常に強力なツールとなります。例えば、私があなたに友達になっても

らいたいと思えぱ、あなたの顔を殴るよりも手を差し出したほうがはるかに効果的です そのほうが、あ

なたからの協力を得たり、あなたから良い反応を引き出したりできる可能性がずっと高くなります“よっ

てベトナムなどでの状況では、差別によって彼らの顔を殴るのではなく、彼らと友達になることによって

予防するほうが効果的なのです。人権の観点だけでなく、公衆衛生政策の観点からも、HIV 感染者の

差別はよく思われません。私たちは、解決策のーつとして HIV/AIDS 感染者を見ることを人々に勧め

ていますし彼らを尊重してこそ、彼らに手を差し伸べることができるのです。 
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セッション'V 

人口と社会開発 

世界社会開発サミットから 5 年 

議長】ラクシュマン・シン議員（インド） 

講師：ヴィェンビニド・ローラ 

アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP ）社会開発局長代行 
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セッション］V 

人ロと社会開発 

世界社会開発サミットから 5 年 

議長】ラクシュマン・シン議員（インド） 

講師】ヴィェンヴェニド・ローラ 

アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP ）社会開発局長代行 

ラクシュマン・シン議長（インド） 

ローラ氏は 1940 年、フィリピンで生まれ、ニューョーク州立大学で経済開発の博士号を取得していま

すし彼は、ロスパニョスにあるフィリピン大学で教鞭をとった後、70 年代に入ってからは国連で顧間とし

て働き、1978 年にはエチオピアのアジスアベバでアフリカ経済委員会に加わってからは常勤となり、そ

の後 ESCAP に加わるためバンコクに移りました。1980 年から 1989 年にかけては、多国籍企業や海外

投資の分野で働き、1989 年以降は生活の質、麻薬需要の低減、HI V/AIDS の予防、少年犯罪などの

社会政策問題ならびに貧困層、子供、高齢者、障害者、女性を含む立場の弱い恵まれない人たちの

社会集団に関連する社会問題と取り組む社会開発部門で働いています。彼は、アジア太平洋地域に

おける社会開発に関する行動計画ならびにマカオ行動計画の策定に全面的に関わってきました。 

I．はじめに 

今回、第 16回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議において皆様にお話ができるニとは、 

私にとってきても名誉なことです‘皆様の貴重なお時間を少し頂戴し、世界社会開発サミットから5年後

のアジア太平洋地域における社会開発に関する情報や見解をご紹介したいと思いますシ見解と言えば、 

私のプレゼンテーションの情報は、公表されているものとそうでないものを含めてほとんどすべて 

ESCAP 事務局の文書や資料からのものですが、私が申し上げます見解はESCAP または国連の見解

を必ずしも反映するものではないことを申し上げておく必要がありますく． 

この会議は、私たち全員、そして私たちが所属する各組織がこの新しいミレニアムに直面す

る現在および将来の社会的課題を念頭に置きながら、アジア太平洋地域における現在の社会情

勢に寄与したこれまでの業績や失敗について振り返る絶好の機会であると考えます。さらに重

要なのは、この会議がオープンで広い視野に立って将来を見通し、これからの計画を立てる貴

重な機会であるということです七 

アジア太平洋地域全体としては、ここ数 I一年の間に社会経済開発のほとんどりべぐの領域に

おいて大きな進歩を遂げ、地球規模で自由化が進む世界の他の地域と足並みをそろえてき支し

戸二所得、教育、健康、平均寿命、生活の質に関わるその他の要素に関する ,, It的な指標は明 
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らかな改善を見せています。女性を取り巻く状況もさらに良くなりました‘i！・供たちのニーズ

や権利にも目が向けられるようになっています。民主主義や国民参加の面で‘,多くの国で心弘i 

い進展がありました‘これらの進歩には、ほとんどの場合技術の進歩や革新、高い貯蓄率、投

資、生fi、加川」、貿易と経済の成長、社会開発の戦略敵領域への乏しい公的資源の割り嚇てが

伴っています 

しかし、この地域では国によって成長率はまちまちで、進歩が平等に割り当てられることはありませ

んでした‘小地域、閣、特定の地域、国内の人口グルーフv）間で所得の伸びや分配に大きな差が存

在してきましたにの地域には、世界の中でも指折りの富の集中が存在すると同時に、世界の中でも最

大級の貧困の集中が存在するのです。この地域には、世界有数の経済大国があります。そして、後発

開発途上国や進歩から最も取り残された国もあり、特に前者の数は 1971 年には 7 カ闇だったのが 

1991 年には 13 カ国に増えています。また、一部の国で達成された高い経済成長は、それに見合ノっプと

社会の進歩をそれらの国の人たちにほとんどもたらしませんでした。大きな躍進を遂げた国や地域もあ

りましたが、状況が停滞したり悪化したりした国や地域もありました。 

ー部の国で最近起きた経済危機は、多くの人たちーとりわけ貧しい人たち、そして子供、高齢者、 

障害者、少数民族、出稼ぎ労働者を含む、立場が弱く恵まれない社会集団――の状況を悪化させま

した。残念なことに、人災とも言える経済危機の影響を大きく受けているこれらの人たちの中には、天災

にも不意に見舞われた人たちもいます。こうして、大半の国では、教育と雇用、健康と環境、所得と社

会保障に関連する伝統的な問題に加え、災害に対する準備、犯罪と公衆安全、麻薬濫用、少年犯罪

などが発生するようになっています。 

1995年の世界社会開発サミットは、この分野における初めての高官会議でしたが、社会分野におけ

る行動の要求は 1995 年よりもはるか前から出ていました。アジア太平洋地域はニうした要求に対して早

くから対応してきましたシ1991 年には第 4 回アジア太平洋社会開発閣僚会議が地域（4ih Asia and 

Pacific ministerial Conference on Social development）の 2000 年以降の社会開発戦略を採択しました

その後、1994 年にはマニラで世界社会開発サミットの準備として ESCAP 地域における社会開発のた

めの行動計画 (Agenda for Action on Social Development in the ESCAP region) が採択されています

ニの地域の国たは、地域の具体的な社会開発月標を明らかにすることによって貧困の緩和、雇用の

拡大、社会の統合と取り組み、その達成のために歩調をそろえることを求めた地域の社会開発アジェ

ンダを携えてコヘンハーゲンに赴きました（付録を参照）。このアジェンダの中で、社会の一般的な基準

に従い、利用可能な資源の範囲内ですべての人を社会的に保護することを優先する全体的な政策の

枠組みを作ることで地域内の政府が合意しましたしこの枠組みには、失業、病気、身体障害、高齢をカ

バーする社会的保護のための実現可能な方策が盛り込まれています。6月にはこれらの政府が世界の

他の国々とー堂に会して目標達成の成果を報告します。 

H. ESCAP 地域における社会開発アジェンダ実施における前進と制約の検討 

すでに 2 度の検討が 1997 年と 1999 年に行われています。1997 年 lI 月、ESCA P は第 5 回アジ

ア太平洋社会開発閣僚会議をマニラで開催しました。この会議では、世界社会開発サミットの1」動計 
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画の内容に沿ノ）ーぐ地域の社会開発アジェンダの目標がどれだけ達成されたかが評価されました そこ

では、貧困の緩和、雇用の創出、社会の統合における地域内の多くの国々による成果と継続的努ji 

が認められると同時に、取り組まなければならない社会的課題についての懸念が表明されています

この会議では、国際経済の不安定さが社会開発に与える影響が認識され、現在の金融危機が地域

内の・一・部で人々に及ぼす影響をモニターし、実施および言」亜iされている経済対策によって社会開発

の目標が悪影響を受けることが絶対にないようにする必要があることが同意されました＝会議は、 

ESCAP 地域における社会開発行動計画の実施促進に関するマニラ宣言（Manila Declaration on 

Accelerated Implementation of the Agenda for Action on social Development in the ESCAP Region) を

採択しています。 

昨年 11月の高官会議に提出した報告書の中で、ESCAP 事務局はESCAP 地域における社会開発

アジェンダにおける進展やそれを実施するにあたって遭遇している制約について検討を行いましたー 

その内容については後述しますが、世界社会開発サミット（WSSD）の行動計画で明示された3つの重

要課題である貧困の緩和、雇用の創出、社会の統合の観点からニのアジェンダを評価しています。3つ

の重要課題における進展について検討した後、目標を達成するための手段一すなわち政策立案

および法律・制度上の段取り、ターゲティング、ガバナンス、資源動員一についてさらに吟味が加え

られました,これに続き、地域的視点の進化や今後の行動についての勧告に関する協議が行われて

し、ますシ 

ESCAP 地域における社会開発の最も注目すべき特徴は、その空間的不均・・…さと時間的不規則さ

です。貧困、雇用機会の欠乏、社会の摩擦などから生まれる問題が深く広い範囲に及んでいる国もあ

れば、それがはるかに少ない国もありますcアジア太平洋地域の社会開発アジェンダが採択された 

1990 年代の初めから中ごろにかけて、問題の克服はかなりの進展を見せたものの、ニこ2 年でその速

度が低下しており、国によっては逆行しているところもありますc 

地域内の途ヒ国では、依然として貧困が現実の阻害要因となっています、貧困の範囲と深さはさま

ざまで、人口の 40％以上が貧困に苦しむ国ちあれば、その比率が 20%を下回っている国もあります

貧困層の多くの人たちは、最低生活必需品を手に入れることができない状況にあります一 

ほとんどすべての国で貧困の撲滅に関する大きな進展がありました。これは、1994 年から 1997 年の 

3 年間に貧困が I 09も近くも減少した南アジアと東南アジアの一部の国々（バングラデシュ、ブータン、 

イラン・イスラム共和国、パキスタン）について特に言えることです。しかし、1997 年以降、ー部の国では

状況が明らかに逆行しており、東南アジアの大半（インドネシア、タイ、ベトナム）では、最近の金融危

機によって長年にわたる苦心の末に達成された進歩が少なくとも一時的に失われています： 

雇用の創日」と拡大は、いずれの国でもゆっくりとしか進みませんでした。大半の閣では農業が衰退

部門となり、それゆえに労働力を吸収することができなかったのに対し、工業もそれを補うだけの規模

に達していませんシその結果、サービス部門（特に低生産性と低収入を特徴とするインフオーマル部

門）への移行が見られました。つまり、雇用機会の創出が遅かったことに加え、労働条件も不適切な状

況が続いたのですJ 

政府は、社会的統合の最終目標である「すべての人のための社会」（社会のメンバー全員の人権が 
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1」プt、政治、経済、社会の重要なフロセスへの参加に最大限の自由裁量が与えられるようた序I 会） 

ソり創出における主な行為者となってきました‘政府の透明性を高め、差別を排除し、多様刊くJ 社会」」三

義や恵まれない人たちのニーズへの対応の促進、そして犯罪や暴力や違法医薬品といった問題への

取り組みにおいて目に見える進歩が見られました。しかし、差別、政治的暴力、麻薬取引が地域の多く

の個所で続きましたこ 

アジア太平洋地域の政府は、自らの社会開発能力の増進に関する計画や目標をはるかに L回る

成果をあげていますc 大半の政lI;fがそれを可能にする法律の制定と適リJな制度 Lの整備をほぼ確立

してし、るものの、ガバナンス、制度上の権限、財源などの限界といまだに取り組んでいるところもまだ数

多くあります。 

地域内の多くの国では、国内の問題に加え、国外からの影響が社会開発に悪影響を及ぼしていま

すニニうした影響の中で最もひどかったのが、1997 年の中ごろから北アジア、東北アジア、東南アジア

などの小地域を襲った金融危機です二この現象が社会に及ぼした悪影響については他で詳しく論じら

れているので、ここではそれに言及しませんうここでは、この危機が、世界に開かれた国々の貨幣の価i 

値を大幅に下落させ、数百社にのぼる企業を倒産に追いやり、数千人の職を奪い、仕事のあるないに

かかわらず多くの人たちの収入を減少させてそれらの国々の弱体化をもたらし、その過程で貧困を悪

化させ、国民の福祉水準を低下させ、社会分野におけるさまざまな進歩を妨げたとだけ申し上げてお

きます。特に南アジアや東南アジアでは世界に開かれていない国のほうが受けた影響は少なかったも

のの、先進国からの資本の流れや危機の影響を受けた国々による輸入の減少によってニそうした国々

ですら国々も足を引っ張られたことは事実です。 

こうして、大きな進歩が遂げられたにもかかわらず、新しいミレニアムの幕開けと共に地域内には社会

開発面の課題が山積しています。貧困は根深く、特定の地域に限定されており、地域内の何百万人も

の人たちが貧困から抜け幽すことができず、医療、教育、その他の基本的な社会福祉を受けられなし、 

状況にあります二失業も依然として深刻な問題です。社会的統合の目標はほとんど達成されておらず、 

問題を克服するための手段は適切とは程遠い状況にありますり 

A．前進と制約 

1． 目標とターゲット 

a．貧困撲滅 

今回は、UNDP の人間貧困指数（HPI）およびその土台となっている数値を用いて域内の貧

困撲滅の進捗状況を評価しています。UNDPは貧困を「人間の貧困」、すなわち、「寿命、知識、 

そしてある程度の生活水準を確保する手段としての所得とし、う、人間の生活に不可欠な 3 要素

が人間から剥奪されること」と定義しています。寿命の剥奪は、比較的若くして死亡するニとであ

り、その指標は40歳未満で死亡することが予測される人の比率（%）です。知識の剥奪は、読書

やコミュニケーションの世界からの排除であり、成人の非識字率（%）がその指標ですソまた、所

得の剥算は、ある程度の生活水準が保てないことであり、医療サービスの利用や安全な水の確 
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保ができない人の比率（%）および )歳未満の栄養失調児の比率（‘拓）が指標になります HP! 

は、3 種類の指標を合わせて算出します 

1993 年、1995 年、1997年のESCAP 地域数力国の HP!を表 1にまとめました 国によっては

明らかに断続的な統計しか出ていなかったり、必要な統計を全く出していない国が多かったりな

どI、統計は国や年を通じて完全なものではありません。単年の諸国間の貧困程度が均等でな

いこと、そして“国でも経時的な流れが不規則であることは見るからに明らかです；一部諸閣 

（バングラデシュ、ブータン、カンボジア、ラオス、ネパール、パキスタン）では、深くかつ広範囲

に貧困が蔓延し、HPlが 4O-50％にも上っています。HP!が 28％から 36％と貧困の程度がこ

れよりもややード回る国（インド、ミヤンマー、ベトナム）もありますv 残りの諸国の HP!は 250も米満

でした。 

時間の経過に伴う前進にも規則性は見られませんでした。この点については、南・西南アジ

アのほとんどすべての諸国で歴然としていました。この準地域（南・西南アジア）の一部諸国（バ

ングラデシュ、ブータン、パキスタン）では、1993 年から1997年の期問に貧困が約 I 0(3も減り、中

程度になっています。その他諸国（インド、イラン、スリラン力）の貧困削減率はニれほどではあり

ませんぐ東・北東・東南アジアの場合は事情が異なりますC この地域では、1990年代中頃まで貧

困撲滅が目に見えて改善されていましたが、1997 年までに、少なくとも一時的に後退しました、 

インドネシアでは後退がさらにひどく（約 33%)、モンゴルはインドネシアほどではありませんでし

た（約 20%).ラオスとフィリピンは例外で、1997 年に入っても改善が持続しましたc 

表1は、準地域における実際の HP!の内容です。この表の医療サービスのデータは 1995 年

までのもので、金融危機の影響を反映していないことを申し添えます。東・北東アジアでは、参

考になるデータは中国とモンゴルのものしかありません。中国では、寿命と識字率に明らかに改

善が見られましたが、安全な水の確保や 5 歳未満児の栄養状態には変化は見られません。 

東南アジア：シンガポールとブルネイには、識字率に問題がある可能性以外問題は認識され

ていません。タイでは、識字率と子供の栄養状態の改善、安全な水と医療サービスの確保に明

らかな悪化が見られました。インドネシアでは、医療サービスの確保以外の全分野で改善が見

られましたニカンボジア、ラオス、ベトナムでは、それぞれ安全な水の確保（カンボジア）、識字奉 

（ラオス）、子供の栄養状態（ベトナム）を除くすぺての分野で改善が見られました。ミヤンマーで

は、医療サービスの確保を除く全分野で改善が見られました 1997 年に勃発した金融危機は、 

東南アジアの開発の痛手となっていますり東南アジア地域はこの危機の影響が最も大きく、危

機以後社会状況が悪化したものと考えられます二 

南・西南アジア：ブータンとパキスタンは、社会全体に改善が見られました。インド、イラン、ス

リランカでは、医療サービスの確保を除く全分野で進歩が見られましたし 

太平洋地域のパプアニューギニアでは、HP!の 3 分野全てが改善されました。北および中央 

i1993年のHP!（第 2列）は「1997年人材育成報告書（Human Development Report)」から引用したもので、参

考にしている統計は 1990年から96年のさまざまな年の数値に基づいています。今回は、比較のため、数値をそ 
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アジア諸国についてはデータがありませんでした。 

要約すると、貧困撲滅に関する記録はあいまいです。貧困撲滅に改善は見られたものの地

域は南・西南アジアに限られ、その程度もきわめて低いものですc 東南アジアでは、大半の諸

国で貧困改善の逆行現象が見られ、1997 年までには、1995 年以前の状態に比べて明らかに

悪化してし、ます‘一また、同地域では、年率約2.3%の割合で人口が増え、実際の貧困層人口は、 

1990 年代前半よりも後半の方が多くなっているものと思われます。 

b．雇用の拡大1 

域内諸閣のうち、1990年代中頃までに完全雇用をほぼ達成したと言えるのは、香港、日本、 

マレーシア、韓国、シンガポールのみでした。これら諸国は」990 年代初頭（日本はそれよりも

はるかに前）から明らかに労働力輸入国になっていましたが、後半になるにつれ雇用増加の鈍

化が始まりました。日本では、生産費（人件費）の高騰などが対外投資の引き金となり、産業活

動と雇用拡大の減速が生じましたぐ韓国では、アジア金融危機がきわめて大きな負担となり、そ

れまでの雇用増加の多くが相殺されました。（これ以外の諸国については、後述の東南アジア

の項を参照） 

南・西南アジアでは、緩慢ながらも 1990 年代のほぼ全般を通じて均等に雇用創出が進ん

でいますが、労働力を吸収し切れるほどではなく、その結果大量の労働者は有償の仕事を求め

て海外に出ざるをえませんC 入手できる数値から、パキスタンから約 100 万人（労働力の 2%以

上）、バングラデシュから、スリランカから 50 万人（労働力の約 6%）が一時的に出稼ぎに出てい

ると想定されます。 

南・西南アジア地域の最大の問題は、あからさまな失業ではなく、不完全雇用でした この

地域では、正規賃金を支払われる雇用は、雇用全体の 1 0/o未満で、残りは、（農業の季節州二

自営や臨時雇いの需要の変動などにより）不完全雇用の規定に相当する農業、自営、臨時雇

いでした＝統計からも問題の深刻さが分かります‘ンすなわち、雇用されている人の中で、週の労

働時間が 35時間米満を切る人の割合が、バングラデシュでは約35%、ネパールでは 4T拓に上

り、インドでは雇用されているとみなされている人の約 25％が1年のー時期しか働かず、スリラン

カでは週の労働時間が 40 時間を切る人の割合が雇用ノ、Iコの 36％以上を占めています。 

経済が過渡期にある諸国では、不完全雇用が広範囲に及んでいても当然でしょうc こうした

諸国は農業国であり、経済における農業雇用の割合が高いのが・般的です（中国の 53％な

ど）農業部門では、労働者の 35.-40％が、ー農業部門以外に流出しても生産量は減らない化 

の中間の 1993 年のものとしています。したがって、1993 年に相当するものとして示されている数値の中には、実

際には 1990 年から 1996 年までの 1993 年以外の年のものである場合もあります。 

2 この項は、ILO の「完全雇用を目指してアジア太平洋地域の問題と見通し（ 

Towards full employment: problems and prospects in Asia and the Pacific)J(1999 年 1 L i ンコク)、同

じく ILO の「世界社会開発サミットのフオローアップ．アジア地域会議報告書（Follow・up to the World Summit 

on Social Development: Repm on the Asian Regional Consultation)J( 1999 年 1 月、バンコク）を基にして

います。 
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いう意味で「余剰」と考えられる状態でした。国有部門では、従業員の多くが余剰で、一部は仕

事をせず正規の賃金を支払われていないと報告されていました。 

東南アジア諸国はアジア金融危機の打撃を受けました 1990 年代中期までは早いペース

で雇月］創出が進みましたが、1997 年までに状況は逆転しています‘雇用創出が好調だった香 

港やマレーシア、シンガポールでも職がなくなり、経済の急転に伴い外国人労働者の送還を求

める圧力が感じられるようになりました、タイでは、1997 年 2 月から翌 98 年同月にかけて、雇用

全体が 3％圧縮され、2.2％だった顕在失業率は 4.8％に悪化し、雇用全体で自営の占める割

合は53.8％から54.4 %に上昇しました。インドネシアの政府機関は、1997年中期に4.7％だった

同国の顕在失業率は、1998 年末までに約 l8--20A〕に達すると予測していましたc すなわち、 

1997年中期から翌98年宋にかけて、顕在失業者数が 430 万人から L800-2,000 万人に膨れ

上がるということです。1990 年代初頭に緩慢に進行した雇用拡大が 1990 年代中頃に人って初

めて弾みがついたフィリピンでは、危機によって状況が悪化しましたc1997 年 4 月から翌 98 年

同月にかけて、労働力が 2.4％増えたのに対し、雇用全体は1％減りました。1998年末までに顕

在失業率は II％に達すると予測されていました。また、1998 年の実質賃金は平均 3％下がりま

した（ 

太平洋準地域でもやはり雇用状況が懸念されていました。オーストラリアとニュージーランド

では、1980 年代中頃までにはすでに高失業率が労働市場の特徴になってし、ました 1980 年代

中頃から 1990 年中頃にかけて、雇用の増加が労働力の増加に追いつかず、失業は増加傾向

にありました亡 1985 年から95 年の平均失業率はオーストラリアが 8.59も、ニュージーランドが 7% 

でした。島喚諸国では、失業が典型的な問題となっていました。 

結論として、地域における失業の状況は完全雇用から程遠いと言わざるをえないでしょう 

C．社会的統合 

地域の各国政府は、次に挙げる広く多彩な分野で社会的統合プログラムを実施しました、 

(i）人権と基本的自由の推進、（ h ）人々が自分の関連する仕事に全面参加することを後押し

すること、(iii）多様性に対する差別の撤廃および寛容と相万尊重、(iv）法と社会正義おける平

等の推進、(v）弱者集団（女性、青少年、障害者、高齢者、HIV/AIDS 感染者、少数民族、 

避難民、出稼ぎ労働者など）の福祉と権利の拡充、（血）さまざまな社会悪（家庭崩壊、児童虐

待、麻薬中毒、少年犯罪、暴力、犯罪など）の防止、または社会悪にえHーる救済の提供 

政府の対応は、政策決定／実施における透明性の導入、政府官庁における説明能力（ア

カウンタビリティ）の強化、規則の簡素化、わ胆「材料にできる正確なデータの普及、国家フログ

ラムの立案・実施へのNGO.ら参加奨励、H 会的セーフティネットの整備、武器の違法売買や暴

力、女性に対する暴力、犯罪、違法‘にJ4l、薬の生産、使用、売買、女性や子供の売買を無くす闘

いの強化など、幅広い行動となって現れました。 

確かな統計資料は入手困難で、努力の成否についての結論は意見の域を出ません‘しか

し、社会の分極化や分断化、国家間および国内における所得・貧富の格差や不平等の拡大、 
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無秩序な都市開発、環境悪化、人々、家族、社会集団、コミュニティ、さらには国家全体の周辺

化、個人、家族、コミュニティ、組織に対する制約など、WSSDの首脳が述べた社会統合に対す

る脅威はいまだにはっきりと目に見えますーこうした社会的統合を脅かす国内レベルおよび国際

レベルの要素は減っているとはいえ、減少は微々たるものです。 

2．手段と制約 

地域諸国が設定した社会開発の目標とターゲットを達成りるには、適リjな手続きの策定、関

連丁段り確立・強化、人材および人材以外の資源の制約を克服することなどが必要でした 次に、 

域内各国政府がこうした作業で行った努力の結果を評価します 

a．ターゲット設定 

1990 年代末までには、各国とも余裕を持ってターゲット設定の駿階を越えました各国は、 

1995 年 WSSDおよび 1997年マニラ宣言で貧困撲滅の全体目標を設定した後、数年で設定目

標を部門レベルに合わせて微調整しました。各閣政府か採旧した丁社ミは多彩で、貧困全体を

重視した国、特定の地域の貧困層を重視した国、部門別の集団（貧しい漁民、農民など）を重

視した国などがありました。また、「最貧」の州やコミュニティを重視する地域的な取り組みを採」1・I 

した国も少数ながらありましたc 

その経緯が示すように、どの手法じも長所と短所がありますこ貧困全体を重視する手法では、 

貧困層の中の特定集団や特定地方に偏らず、不平等の発生、また不平等がすでに存在してい

る場合には不平等が悪化しないようになっていましたが、概して「開発J問題の取り組みと大差

ありませんでした。つまり、予算の社会配分の増加、投資率の拡大、労働集約型政策の採用な

ど、問r」を広く取り、さまざまな対策に着手し、ほとんどあらゆる開発政策を推し進めたのです＜ 

他方、特定の地域や特定の部門集団の貧困層を重視する手法では、明確なターゲットを集

中攻撃でき、簡単に数値に現れる結果を残しましたが、規模のメリットを活かすことができない上

に、不平等が発生する傾向がありました。最後に、地域的な取り組みでは、規模のメリットが最

大限活かされましたが、ターゲット地域の貧困層もそれ以外の層も同じように扱われ、 -jzp に有

利になるということがありませんでした‘ 

ターゲット設定の取り組みは様々ですが、ターゲット集団の特定が改善され、ターゲット集団

に対する社会サービスの提供が推進されました。 

b．政策立案と法律・制度の整備 

政府が社会開発促進のために行った政策については、1990 年代に開催されたさまざまな

会議で説「りはれていますが、その中でも、社会開発プログラムの策定と実施、成長で得られる

利益を社会集団の間で平等に配分すること、効率と社会開発につながる I I場要因の奨励、民

主主義、開発およびあらゆる人権や基本的自由の関係の相 r.強化推進に向けた政治的・法的 
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枠組みの整備、多元主義や多様性を尊重し排除を回避する政治的・社会的プロセスの強Iヒ（ニ

おける市民社会の幅広い参加推進を呼びかける政策が重要ですc 

政策決定と政策の実施の成否は、最終的に政策目標が実現されているか否かによります

が、政策が進行中の問題については、任意の時点で政策が運用内容に与えた程度を調べて

判断をドすことができると思われます。次に挙げる質問の答えは、政府が公約した政策をがど

の程度まで実施したかを知る材料になりま」ー‘, (i）政策推進の実現に向lナーこ議会で関連法・

法規が可決され、行政が正式に遂行しているか？(h）所轄機関が設置され、運営できる状態

になっているか？ (iii）社会開発のプロジェクトや活動（ニ貝オ源が割り当てられているか？ 財源

は対応してきた社会的課題に対して充分か？ 

現在、大半の政府で、社会開発の推進に必要な関連法・法規および対策が整備されてt 、 

ますじプログラム実施が進むにつれ、必要に応じてさらに法律が可決されたり機関が設置され

ていくことと思われます。また、大半の政府で、社会開発プロジェクトへの資金配分が制度化さ

れていますが、多くの場合、利用できる資金は必要額を大幅に下回っています‘ 

ニこで進捗状況を公正に評価した場合、域内諸国の大半の政府に、委任統治の欠如や実

施スタッフの不足といった制約はありませんが、今でも手順の不備や財源不足に苦しんでいる

のはご推察の通りです。 

C．ガバナンス 

ガパナンスについては、WSSD. ESCAP 地域双方の政策とも、透明性（公的事業について

一般市民が自由に調べられること）、説明責任（公務員に関する判断を国民の判断に委ねるこ 

と）、費用効果（受益者負担金の徴収、収賄防止）、地方分権（地方行政への中央政府機能の

移転）、幅広い参加（政府に対する国民の支持を強化することを目的とした、社会プログラムの

立案・実施への市民団体の参加が中心）の必要性への注目を呼びかけています． 

透明性（どれくらい透明であれば透明であると言えるのか？）、説明責任（公務員が不正行

為を犯したのか？無実なのか？）、さらには費用効果（収賄は最小限になったか？ 一掃された

か？）に関して簡単に判断を下すことはできませんが、社会開発プログラムの成功率を上げる

手段として、政府が分権と幅広い参加で大きな前進を遂げたことはほぼ間違いありません二ほと

んど全ての諸国で、程度力差ニそあれ分権が実施されています、過去の実績を記録した研究

はありませんが、「分権；り、実施されたためにターゲット設定のlE確化、社会4 ーービスの提供の迅

速化が進み、より適切に調整されるようになった」というのが国民のー致した見方のようです 変

わらないトップダウン意識、政府下部機能の能力不足、プログラムの規模と資金配分の格差な

ど問題は当然ありますが、こうした問題は対処されていました。 

ほぼ全ての国でNGOの協議参加が増え、その結果マクロ・プログラムを普通の目線で調べ

ることが日常的に行われ、計画や実施プログラムに現実主義と具体性が導人されるようになりま

したし先にも述べたように、これは、社会サービスのターゲット設定の改善および社会サービス

提供の迅速化に貢献しています。しかし、 部のNGOの専1.11」能力が不足しているという事情が 
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あり、NGO の参加によって得られる利益を活かしリ」っているとはまだ言えません。この点で、諸

政府は、研修や能力開発などNGOに対する支援を拡充しています。 

「ガバナンス」には、関連法の可決、所轄部局・機関の設置、手続きの合理化、大衆の支持

の集結以外にも、大規模な能力開発、すなわち、特にH 会開発などの国内開発の概念化、立

案、実施、モニター、評価を行う官僚の能力を高める必愛いあります,'997 年マニラ宣言では

能力開発が主要な問題のーつに挙げられています。域内の大半の諸国は、この目標に向けて、 

大学のiE規課程の他に、国家公務員／地方公務員向けの研修プログラムを作成していま司

ニうした諸国では、ニの数年で大勢の公務員がこうした研修プログラムを受講しています 

結論として、「諸政府は、優れたガバナンスに向けた官僚の能力開発を怠っていない」と言

うことができますc 当然ながら教育や研修に終わりはなく、これから数年続くと考えられますり 

d．資源の動員 

域内政策の「資源の動員」では、分権と地方行政への課税権の付与、民間セクターの社会

開発事業への参加、営利企業、企業のリーダー、商業組合からの慈善寄付の増加、NGO 資金

の流動化の奨励など、数々の施策を実施し、社会開発に対する国内資金の配分を増やすこと

と同時に、不利な立場の弱者集団から租税、受益者負担金、その他初等教育や基本的医療な

どのモノやサービスの料金を徴収しないことを求めています。 

域内諸国の資源の動員が著しく改善されているニとは、分権化の一環として徴税権を行政

のド部組織に渡し、その部局が固定資産税、事業税などから新たに収入を得て予算を増やせ

るようにしている国が数力国あるとし、う事実からも伺えますニニこれにより、地方行政部局(LGU）の

社会開発予算が大幅に増えました。また、高齢者に対し、租税免除、医薬品や食料、遊興用の

チケットその他の大幅割引を実施する法律を可決した政府も多数あります。 

現在、社会開発に向けた官民のチームワークの可能性がいくつか実現に向けて踏み日・Iし

ています。次々と政府力月丁ち出している国営企業（SOE）の民営化政策は、社会開発に投じら

れる可能性がある資金が民営化の過程で出るだけではなく、企業に割り当てられた資金が自由

に社会開発の目的に投じられるということから、社会開発に向けた民間セクターの間接的流動

化とみt酎てとができます‘ン政府が資源を公共事業ではなく社会開発に投じることができるという

意味で、BOT（ビルド・オペレート小ランスフアー）方式についても同じことが言えます。しかし、 

民間企業の流動化を社会開発プロジェクトに向ける経験はまだ多くはありませんっ民間セクター 

が、貧困層向けの低価格注宅および教育や保健サービスに参入する動機付けになるような、信

用上の優遇措識や優遇税制措織といった刺激策は‘iI能性のままで、まだ充ラテ【ニ実現している

とは言えません。 

NGO の資金流動化推進の結果には心強いものがあります。ここでは、成功の背景には、 

NGO が代表するセクターの資金力と富、そして NGO が関係するセクターが社会に関心を持っ

ていることがあります。その結果、NGOによって資金の流動化の成否に差が生じました‘,いずれ

にせよ、NGOの尽力と献身を背景に、NGOの資金流動化による影響は、 ・般的にその物理的 
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価値で示される以上のものがありましたが、社会開発資金全体から見るとかなり微小でした。 

全体として、資源の動員で前述のような努力をし、随所で成功は見られましたが、域内の経

済的制約には相変わらず厳しいものがありました。国家予算は大体が赤字、そして地方自治体

も大半が赤宇であり、当座の運営要件を満たすのがやっとでした。 

B．域内の展望と提言 

ESCAP は、2000 年 6 月の特別総会（ジュネーブ）で開催が予定されている世界社会サミットの

成果のグローパノいレビューに向けた域内の意見を取りまとめるため、FESCAP 地域における社会開

発に関する行動の課題に関する高官会議」を開催することを委任されました。そして、ESCAP は、liIi~ 

会議の準備のため、1999 年 5 月 25 日から27 日にかけて「ESCAP 地域における社会開発に関する

行動の課題に関する専門家グループ会議」をバンコクで開催し、専門家グループは、地域が直面し

ている社会開発の問題を明らかにしました‘問題の根源は、成功に不可欠なプロセスや手段の欠如

ではなく、そうしたプロセスや手段が不完全であることにありました。大半の諸国でそうしたブロセスや

手段の強化・拡大がまだ進行:Fでした。専門家グループ会議で、問題の内容として次のことが指摘さ

れました。 （ 1）社会開発、さらに具体的に言うと貧困撲滅は政府だけの責任ではなく、社会のあら

ゆるセクターの責任であるという認識の不足、 （ 11 ）政府とコミュニティのつながり（政府と民間企業、 

NGO、大学／研究機関、貧困層自体との協力など）を築くペースが遅い、 （遺）政府の上部から下

部への法律、行政、財務の権限の委譲がなかなか進まない、 (iv）各種社会開発プロジェクト／プロ

グラムについて、政策介入のためのモニターおよび評価する効率的なシステムの欠如。 

専門家グループ会議は、「域内で社会開発を成功させるには、不可欠なブロセスや手段を即刻

完備する必要がある」と強く提案し、高官会議で討議することとして以下の事項その他を提案しまし

た。 

(i） 貧困撲滅の仕事は政府だけのものではなく、社会の全てのセクターで共有するものであ

るという認識の強化 

(ii）民間セクター、NGO、大学／研究機関、その他社会開発における利害関係者の流動化

のスピードアップ 

（血） 地方行政の部課への法律、行政、財務機能の委譲など、委譲プロセスの加速 

(iv）特に必要な統計や指標の収集や系統的編集など、社会開発作業の文書化の改善 

(v） ターゲット受益者自身がサーベイランスを実施できるシステムなど、あらゆる政策介人の

ためのモニタリングや評価システムの設定 

( \,i ） グローバリゼーションが到来し、諸国に活性化だけでなく負の影響も表れる状況下で、国 

内および国際レベルの20/20 誓約の遵守など、資源流動化の適切性のレビュー 

(vii) 緊急事態で、貧困のー層の深刻化を防ぐために貧困層に所得支援をする浄上会基金 

の設立 

価II）危機の際の貧困層に対する社会的保護の確保を目的とする、非公式セクターへの失業

保険などの支援拡大 
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1ESCAP 地域における社会開発に関する行動の課題に関する高官会議」liI. 1999 1I1 II 月 I 

日から 5 日にかけてバンコクで開催され、メンバーおよび1(iiメンパーが、世界社会開発サミットのコヘ

ンハーゲン行動綱領の内容に準じた域内社会開発政策の実施で見られた進捗状況および制約、開

発の傾向および域内社会開発政策の完全実施で生じている課題について検討し、上述の専門家グ

ループ会議の報告書および提言を承認しました。また、この会議では、2000 年 6 月の特別総会によ

る世界社会開発サミットのフオローアップのグローバル・レビューに向けた域内展望と提言も採択しま

した（（寸録を参照）。最後に、この会議では、チャネルを通じて展望と提言を総会に伝えるようiニー・I一るニ

と、両面で 20/20のイニシアティブの遵守状況を詳しくモニターすること、そして~995 年に諸国が設

定Lたl:I 標期限内に国内における社会開発開発政策の完全実施に寄与するこれ以外のイニシアア

ィブを追求することをESCAP に要請しました。 

皿．開発の傾向と問題 

以上、この 5 年で各国が社会分野で実施した内容の概観を述べました。ここで、関係者全てにとって

どのような傾向と問題があるのかという点から検討するのも価値があるのではないでし」：うかc1998 年 4 

月 22 iにはアジア太平洋経済社会委員会（ESCAP) の第 54 回会議が行われ、121 世紀に向けたアジ

ア太平洋：1998 年社会開発の展望（ST/ESCAP!l 997) 」に掲載されているテーマ研究を要約した事務

局文書が準備されました。委員会は、域内をはじめ世界で発生しつつある傾向と問題について触れ、 

「傾向と問題は多くかつ複雑だが、いずれも政策およびプログラムのレベルで適切に対処しないと社会

開発に悪影響を及ぼす可能性がある」との意見を述べていますし以下、会議で委員会が審議した問題

およびその結論の慨略を述べます‘ 

A．社会開発の現状 

前述のように、地域全体として社会開発はほぼ全分野で目覚しい前進を遂げています。この数

十年で、社会の安寧状況を示すあらゆる指標｛ニブぐ幅な改善が見られました。しかし全体としては大幅

であっても、極端な偏りが見られます◇多くの闇が大きく前進を続ける傍らで、停滞どころか後退にあ

えいでいる国も数力閣ある状況です。 

近年、進歩に減速が見られ、社会開発プログラムでずっと黙殺同然の状態にある問題に新たに

関心を向けたければならなくなっていることが伺えます。地域の推移を見ると、社会開発への公約は

公言していながら、状況が必要とするほど強力な対策が取られてし、なし、ことが分かります。社会開発

の加速に向iナ t.il r能な環境の創出、能力開発、パートナーシップの強化、優れたガバナンスに対一」一

る集中度が足りないのです。国際協力の潜在的’II丁能性が完全に実現されているとは言えません 

域内諸~目が、社会開発プログラムの改善・強化に向けて社会開発の 21 世紀展望を討畑Hる場

合、過去の経験から得られた教訓を活かすばかりでなく、域内をはじめ世界の人口、経済、政治の変

化を考慮する必要がありますし 
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B．人口構成の動向 

出生率と死亡率のいずれも減少すーオtば、人口に占める高齢者の比率も絶対数も増えます その

ため、社会には新たな要求が生じ、早くから準備をしておかないとその要望に応えることはできませ

ん．しかし、他の関連分野のように、地域の畠生率が低下しても、高齢者比率が依然として高いシい・う 

ー部諸国の現実は覆うノぐくもありません。こうした諸閣では、貧困の悪化および貧困以外の社会的iニ

不健全な状況が永続ィヒすーる傾向が見られるようになるでしょう‘ 

このように推移すれば、家族自体のストレスは高まります。高齢者の世話や若者が社会性を身に

付ける機会の提供など、家族がそれまで担ってきた役割を果たすことがますます難しくなり、再び本

来の力を発揮するには支援が必要になります。また、不利な立場の社会集団の社会的保護を求める

強し、‘狙『F巾」象，ニ 1 せられることになるでしょう。 

C．経済の動向 

自由化とグローバリゼーションの波は続くでしょう。経済競争がさらに織烈になるにつれ、成績を

上げようとする勤労者の緊張も高まりますゾグローバリゼーションが進むにつれ、仕事をする全員の効

率を上げる必要性が高まります。こうした新しい流れが勤労者やその家族の精神や心、お互いおよ

び社会の他の人々との関係にどのような影響を及ぼすかは、現段階で予測することはできませんが、 

個人や家族の心身の状態や安定性に変化が生じる可能性があることは明らかです‘」 

もうーつの現象、すなわち、すでに述べた一時的な出稼ぎ労働が、自由化とグローバリゼーショ

ンの進行の結果増長する可能性がありますく,国家間の経済交流の広域化および政策障壁の解体が

人々を大いに刺激し、チャンスの多寡に呼応して閣境を越えて移動するようになるでしょう。 

D．政治の動向 

国際関係では、冷戦終結に伴い、直接関係する国民だけにとどまらず、世界のあらゆる国の

人々に直接民主主義を広げることができるようになりました。また、平和到来による新たな分け前を社二

会開発の国的のために利用する歴史的機会がついに生まれました。こうした推移を受け、ESCAP 地

域では、万人のための社会正義と平等そして人間としての普遍の権利、人々が個人または集団で自

分たちの生活に関わる政策決定に参加する権利と義務、自分の判断に従って幸福や安寧を追求りー 

る自由の重要性について域内の人々の意識を啓発できるようになりました。また、平和到来による新

たな分け前を活かした、社会開発政策実施の前倒しの可能性に対する期待が生まれるかもしれませ

ん 

Iv．社会開発政策の実施 

これまでに述べた社会開発政策の動向と問題は、安心材料であるとともに不安材料でもあります。な

ぜならば、こうした動向は、人類に計り知れない利益をもたらす可能性を秘めている反面、社会の状況 
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や制度を揺るがす可能性も秘めているからです, 慎重に対応・管理すれば全人類の福利をレベルアッ

プすることができますが、ただ目に見えない圧力として放置しておけば、社会開発における意味のある

進展が大幅に減速する可能性もあります。 

社会政策で（ II、域内社会開発政策および世界社会開発サミットで指摘された 3 大重大問題、すなわ 

l/tt困撲りく、騒 H油l、Jく、社会的統合に引き続き取り組まなければなりません‘しかし、いずれの場合も、 

前述のように域内をはじめ世界で人々が努力してし、るさまざまな分野における将来の展開を見据え、そ

れらが個々の国および地域全体にもたらす意味合いを考え、何らかの対応をしなければなりません、 

人口動態の変化は、社会の基本単位としての家族、住宅、教育・保健、既存の基盤構造、輸送・通信

手段、都市の内部構造その他と密接な関わりがあります；社会政策はこれら全てに真剣に取り組まなけ

ればなりません 

経済の変化は、勤労者の教育・研修、家族の支援、輸送・通信、都市の計画・開発、その他と密接な

関わりがあり、ニれらもまた社会政策として認識されなければなりません。 

政治の動向は、国民のさまざまな部門の政治的和解、政治の流れの中で彼らの中に存在し、対立す

ることすらある多様な見解の許容、国民と政府のコミュニケーションのスピード、社会において文化的【ニ

男女の心身に押し付けられる制約の存在と密接な関わりがあり、こうした課題に対する対応も社会政策

に組み込まなlナAl.ばなりません。 

こうした動向や問題と、若者や高齢者、女性、r章書者・といった社会で不利な条件に置かれた集団との

関才一）りについては、現時点ではまだ明確ではなく、利会政策 J)中で適切に扱われるか否かによって、こ

うした集団の福利推進の成否が決まります。 

A．若者の展望 

若者は域内人口の 5 分の 1 ですが、祖国の将来が彼らの指導プJ【ニ大きく依存することから、若者

の重要性には人口比率が示す数値以ヒのものがあります、若者には、教育、雇用、社会参加の機会

が必要です。また、中でも少女は、近親相姦やレイプ、人身売買、ポルノグラフィ、売春といった社会

悪の被害者となりがちです。 

若者の社会条件を改善し、将来指導力を発揮できる能力を仲ばすには、さまざまな社会サービ

スを求める彼らのニーズに応えなければなりません‘，全般的に、女性や少女に対する違法行為は止

めさせプに【ナればなりません、そして、これまでにも述べたように、人間が努力するさまざまな面で、将

来のプラス面の変化を加速し、若者の福利の改善に良い影響が出るようにしなければなりません‘, 

B．高齢者の展望 

これまでにも述べたように、域内の多くの圏で高齢化が急速に進んでいますが、こうした高齢化

現象に対応する準備ができていない国が多く、高齢者の社会的地位の低下を招いています また、 

高齢者の社会的孤立が進み、高齢者の自尊心が低下しています】高齢者関連では、介護の問題が

鍵となります‘すでに多くの閣で健康維持が法外な仕事になっており、高齢化のニーズが膨らめばそ

の仕事はさらに過酷になります 
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そこで、高齢化問題に取り組む包括的なプログラム策定が必要になるでしょう。また、グローバル

な環境で人口動態、経済、政治の変化がもたらすプラスの影響が最大になるようし、その多くを高齢

者に還元するようにする必要があるでしょうc 

C．女性の展望 

この数十年の女性の地位向上には目覚しいものがありますが、教育、雇用、保健、法的地位その

他における著しい男女格差など、まだ多くの分野で問題が残っています。また、女性の晩婚化、妻が

夫よりも長生きをするという事実、夫と死別したり別れたりした後に一人で子供と暮らすなど、女性が

世帯主の世帯が増えています‘；現在の社会状況では、男性が世帯主の世帯と比べて女性が世帯主

の世帯の方が貧しいのが通例で、あらゆる社会的変化の負の影響を被りやすくなっています。 

そこで、状況を是正するために始まった女性に有利なあらゆるイニシアティブを強化する必要が

大いにあります。また、誕生しつつある各種女性活動分野の動向は、女性が成長し、自分が生活して

いるコミュニティに寄与できるように、男性と同じ機会を与えられるような、女性に有利なものである必

要があります． 

D．障害者の展望 

21 世紀に向けて障害者は増える兆しがあります一先天性の障害者の生存率が L昇し、現代生活

で生じる厳しいストレスや事故が障害を誘発する他、高齢者や戦争・紛争の被害者が障害者の数を

押し上げるのです。障害者の介護環境の整備（適切な技術、建築物、都市計画など）はさまざまな国

で多くが完了していますが、まだ目標には達していません。 

障害者の福利向上には、まず障害者の置かれている状況を知って理解し、その人についてプラ

スのブテ向で考え、最後にその人が生活を全面的に享受できるような社会変革を実施することです。こ

の点では、障害者に有利な現行の構想を推進しなければなりません。また、これまでに述べたさまざ

まな人間の活動分野の動向が障害者の福利にプラスに作用するよう努力しなければなりません 

V．政策全体の意味合い 

政府は、社会開発を実行する中心として、域外の世界で現在生じている動きや問題の意味合いを

考慮しつつ、部門レベルおよび不利な立場に置かれた集団のレベルにおける社会開発の目的の迅

速な実現に役立つイニシアティブや手段に政策を絞り込む必要があります。また、こうした政策は、適

切なすべてのレベルにおける社会開発という嵐標達成を加速する手段として、環境整備の推進、能

力開発、パートナーシップの推進、適切なガバナンスの推進、域内支援の流動化を目指すものでな

ければなりません。 

A．環境整備 

政府は、不利な立場に置かれた集団が、自らの殻（自然発生的なものであるか外部の制度や慣行 
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によっ劃叩しつれられたものであるかを問わない）を打ち破る機会を与え、自分たちのコミュニティの

発展から思恵をこうむると同時にそのコミュニティの役に立つような能力を開発する環境を推進しなけ

ればなりません つまり、若者には、教育や技能育成、心身ともに大人として成長できるよ・〕ノ，川会的

交流が必要ですシまた、女性には、男性と間等の処遇をうける機会をりえ、社会の成長に向IIてジェ

ンダー：「Ii 存の寄与ができるようにする必要がありますJ 高齢者の場合‘ I 、iで族や友人に囲まれて安

定しぐIE活するだけでなく、地域生活のIiiI I::にさらに寄与する機会が必要、j 障害者‘iI、自分た

ちの障害が受け入れられ、理解され、適応できる環境、そして社会に対して最大限生産的に寄与で

きる環境を必要としています． 

この他、政府は、さまざまな関係者が、市民社会びン中で社会開発の複雑なプロセスにおいて自分

の仕事や責任を果たすことができる環境を推進しなけれぱなりません。また、こうした環境は、民間セ

クターが拡大・繁栄する機会、NGO が人々のニーズを把握して社会サービスを提供する能力を伸ば

す機会、市民社会の他の構成員が周囲の人々の福利向上に寄与する機会を広げるものでなければ

なりませんい 

また、こうした環境整備は、とりわけ人々が自分自身の生活に関係する決断の形成や実施に参力日

する間口を広げるものでなければなりません。 

B．能力開発 

社会開発の目標達成の迅速化に向けて、基本的に社会のあらゆる層で能力開発が重要である

ことは政府も認めています。もっとも単純なレベルの能力開発では、社会のニーズを把握する能力を

開発した上で、こうしたニーズに準じた一貫したプログラムを策定し、そのプログラムをモニターおよび

強化する能力を形成することが必要です。能力開発プログラムは、地方行政の官僚機構を含む官僚、 

NGO、そして最終的に市民自身が取り組まなければなりません。 

同様に、能力開発ではコミュニティ・レベルで社会の基本的ニーズを掘り出し、それに対応する

能力を形成‘確立することも必要です。つまり、自助団体による社会的準備を奨励し、資金調達や信

用といった面でサポートし、メンバーを援助するということですc この場合、技術面や管理面の職責の

研修が含まれる場合もあります。政府け’、過夫に関連セクターで普手・実施したさまざまな能力開発

プログラムを強化すると同時に、これから数自三きらに活発にこうしたプログラムを実行しなければなりま

せん, 

C．パートナーシップ 

政It二fは、社会開発プログラムの円滑な実施には、非政府組織、実業界、労働組合、専門職団体、 

地域に根ざした団体など、市民社会の各界の積極的参加が不uJ 欠であることを実感しており、その

員的のためにこうした団体を流動化しなければなりませんし政府が外郭団体を通じて政策決定、立案、 

戦略設定で継続的にリーダーシップを発揮する一方で、こうした団体は資源を流動化し、ターゲット

集団に対する社会サービスを実際に準備・提供するといった重要な貢献をすることができます。 

また、諸国の社会開発政策を円滑に実施するためにメディアも貢献することができますc すなわ 
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ち、情報の伝達、社会開発という仕事のさまざまな側面に関する認識の強化、ひいては人々の間に

自分たちの生活や牛活状況の改善で自分たちに「」I来ることをしようという意識啓発と動機付けをする

のです。最終的には、この意識啓発と動機付けがあってこそ、人々は社会開発の対象であることに安

穏とせず、みずから社会開発の実現に乗り出すのです 

社会開発開発を実施し、成功させるために、政II二fはメディアを含む市民社会のさまざまな部門を

流動化しなければなりません。 

D．グッド・ガバナンス（優れた統治） 

諸国の政府は、社会β嗣ど事業全体で政府のリーダーとしての役割を改善・拡大することが重要

であり、必須であるニとを認識していますく」これまでに述べたように、政府は、公務員の効率・効果を

上げるだけでなく、全ての政府事業への透明性の導入と維持、公務員のアカウンタビリティの強化、 

重要な政策決定における一般参加の奨励などを実施し、政府の実績レベル全体を上げなければな

りません J こうした行動規範について、政府はこれまでも遵守してきましたが、これからもさらに厳格に

遵‘了fしなけわばなりません。 

E．地域支援 

域内各国政府は、自己依存・自助の原則を貰いてネに串嗣老政策を策定・実施してきましたが、閣

際社会から寄せられる援助や支援が中心かつ重要であることを認識し、域内各国政府間の協力、そ

して域内各国政府と同様に途上国のために働いている国際機関の支援から得られる利益を最大限

活用することを決意しています二 

域内各国政府は、社会開発の嵐標実現において、ESCAP の重要性を強調したい意向です‘. 

ESCAP は、長年アジア太平洋地域の社会開発に向けた国際協力推進のけん引役を果たしており、 

開発の社会的側面をしっかりと域内開発政策に位置付けています。ESCAP の後援で、各国が抱える

深刻な社会悪の解決方法に関して域内合意を形成する地域会議が開催されてきました‘．そうした会

議の先駆けが 1991 年にマニラで開催された「第 4 回アジア太平洋社会福祉弔溺邑閣僚会議」です

ニの会議から12000 年以降に向けた ESCAP 地域社会開発戦略」が開始されましたマ 2回目は、'994 

年にーマーニラで開催された「アジア太平洋世界社会開発サミット閣僚準備会議」です この会議では、 

現在、域内社会開発政策として知られる~!IIi期的な「ESCAP 地域社会開発行動政策掃、採択されまし

た。最近では、'997 年（ニーマニラで「第 D 回アジア太巨11にな開発閣僚会議」が開催され、域内社会

開発政策の早期実現が求められましブこ．」 

ESCAP は、当地域における国連の拠点として、国連の他の組織や専門機関、およびアジア開発

銀行（ADB)、東南アジア諸国連合(ASEAN) 、経済協力機構（ECO)、南アジア地域協力連合 

(SAARC) 、新太平洋共同体とし、った政府間機関と協力し、域内の社会的問題やそれに関連する問

題の分析やこうした問題に取り組む行動綱領の策定を行っています。また、社会開発の進捗状況や

問題に関すろ情報を広めるとともに、域内の社会的問題のさまざまな分野で諮間サービスや技術援

助を提供してき主した、j 
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21 世紀を目前にして、域内各国政府はESCAP のこうした貢献の真価を正しく理解し、ESCAPな

らではの機能を活用し、域内社会開発政策の迅速な実施に向けて国際社会からの支援を確保しな

ければなり安せん 

まとめ 

今回の会議は世界社会サミットの成果に関するグローバル‘レビューーの前に開催されています したが

って、ご出席の多くの方々が、ニの会議で学んだニと、決定されたことを各閣に持ち帰り、関係者や関係

機関に伝えることでしょう。また、法律を甘iI」定するか否か、どの法律を制定するか、どのような実施規則

／規制を策定するか、どの予算案を承認するかを判断できる場合もあるかもしれません。 

私は、皆様のそれぞれのお国で、社会開発の問題と動「II］および「国内の状況」に照らし、私たち全員

にさらに（iij が求められているかを是非皆様から教えていだきたいと考えております また、国家間の多

様性を認識しつつ共通の問題に協力して取り組めば、皆様ー人ー人の努力は、皆様のお国、私たちの

地域、そして老若を問わず全世界の人々にとって社会の生活の質が最大限向上される形となって実を

結ぶと信じています。 

最後に、今回の会議にお招きくださり、ニのような誇らしい機会をお与えくださった「人口と開発に関す

るアジア議員フォーラム（AFPPD) 」ならびに「アジア人口開発協会(APDA)」に感謝申し上げまり 
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表 l 	ESCAP 地域の人間貧困指数（HP!) 
	

I9 /.) 年、1995 年、 1997 年 

―人当たり 比率 

の実質 

GDP 
(I'PP US$) 

1994 1993 1995 1997 

東‘北東アジア 

香港、中国 22,310 

日本 21,581 

大韓民国 10,656 

北朝鮮 -,, r,,-.) 	/o 

モンゴル 3.766 15.5 

中国 2.604 17.5 

南東アジア 

ブルネイ 
30,447 

シンガポール 20,982 6.6 6.5 

マレ一シア 8,865 14.2 

タイ 7,104 11.7 

インドネシア 3,740 20.8 20.2 27,7 

フイリピン 2,681 17.7 17.7 16.3 

ラオス 2,484 40.1 39.4 38.9 

ヴエトナム 1,208 26.2 26.1 28.7 

力ンボジア 1.084 52.5 39.9 

ミャンマ― 1,051 31.2 27.5 323 

南・南西アジア 

イラン 
5.766 22.6 22.2 20.4 

トルコ 5.193 

スリラン力 3.277 20.7 20.6 20.4 

モルジブ 2,200 25.4 

パキスタン 2,154 46.8 46.0 42.1 

インド L" A 0I ..)'+O 36.7 35.9 35.9 

バングラデシュ 48.3 46.5 44.4 

ブータン L289 46.3 44.9 41.8 

ネパール 51.9 
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―入当たり 比率 
の実質 

GDP 

(PPP US$) 

1994 1993 1995 1997 

北・中央アジア 

口シア 
4.828 

トルクメニスタン 3,469 

力ザフスタン 3,284 

ウズべキスタン _,, I-,
L ' 	) 

キルギスタン I ,)30 

アルメニア 1737 

アゼルバイジャン 1,670 

タジキスタン 
1.117 

太平洋 

オーストラリア 
19,285 

二ュ一ジーランド 16.851 

フイジー 5,763 8.6 

パプアニュ一ギニア 2.821 

サモア 2.729 

バヌアッ 2,276 

ソ口モン諸島 2.118 

（資料） 

I 列・2 列目． 

3 列目， 

4 列目】 

Human Development Report (HDR) 1997, Table 1, pp. 146-148 

and Table l.l,p.2l 

HDR 1998, Table 7, pp. 146-147 

IIDR 1999, Table 4, pp. 146-148 

（注） 1993 年の HPI（第2 列）は【 1997 年人間開発戦 n」いら引用したもので、参考にし

てし、る勲汁は 1990 午、ら 96 年 嫌な,な -（ょ JFの数I.i'I に基づいています ノ汁れ十、比較の 

ため、‘ IHをその中間 D 1993 、 1- つ中 J し -7-いま 	従って、I I /)「にi'.i'1 るも

のとし ］でれている数（!'iの中には、実際には】990 年いら 1996 年よでの 1993 年以

外の年のものである場上」もあります 
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付録 A 

2000 年総会による世界社会開発サミットのフオローアップのグローバル・レビューに向けた域

内展望と提言 

I．域内展望 

I. 第 3 千年紀を日前にしこ、ESCAP 地域の各国政府は、コヘンハーゲン宣言および 1995年世界社

会開発サミット行動綱領で行った公約、すなわち、各国内における貧困撲滅、雇用拡大、社会的統

合の推進を完全実施する決意を再確認した．これら諸国では、1997 年までは貧困層の貧困からめ

救出に著しい前進が見られ、雇用機会の提供、コミュニティ内での社会的排除の度合いの低減な

どが実現していたcしかし、まだ大勢の人々が貧困にあえぎ、失業が依然として重要な問題であり、 

社会的統合という目標がほとんど達成されていないという国内状況であり、残務が山積しているニと

を政府は充分承知している‘ 

2. 諸国政府は、国際情勢の動向が自国の開発作業の規模と速度に影響したことを指摘している 

1997年1.1:1頃からアジア太平洋地域の多くの諸国を襲った金融危機により、とりわけ東および東南ア

ジアの社会開発が後退し、多数の失業者が生まれ、所得が減少し、貧困が悪化するとともに、危機

の悪影響の対処に政府が投じられる資源の量も大幅に減った。域内全ての諸国が等しく影響を受

けたわけではないが、直接の影響を受けなかった国も、資本の流れの不安定化が不況に直結し痛

手を被った‘また、グローバリゼーションの速度が速まり、関係諸国の経済は引き続き搬烈な国際競

争にさらされ、業界全体の再編を余儀なくされ、その結果必然的に諸国の雇用パターンに変化が

生じた。ニうした動，の中で新しい雇用も創ll」されたが、競争力l(j 上のため業界で労働者の解雇が

実施され、既イfSJ) )i 用がなくなることにもなった‘．影響を受けた諸国では、このような事情を背景に

失業問題がさらに深刻化したっまた、地域では、保健、教育、環境、災害管理など、社会開発のフ“ 

ログラムやプロジェクトの進行も減速した 

3． 域内諸国の政府は、こうした流れで生じた問題に取り組み、将来閣際情勢次第で生じることも考え

られるその他の課題を社会開発政策に組み入れることを固く決心しているc また、政府は、目の前

にある社会開発の仕事に取り組む決意を新たにしており、これまで以上の決意と追力をもって迅速

に自国の社会開発を実施する覚悟である。 

n．提言 

4. 諸国政府は、自らが設定二、国外で人々が努力するさまざまな分野の将来的な動向に合わせて調

整した社会開発の目標達成に向けて、自らの資源を流動化し、国際社会からの協力・支援を模索

しなければならないことを認識している したがって、諸国政府は、自国の国内レベルおよび国際レ

ベルで行動を実施する必要がある‘ 
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A．国内レベル 

とりわけ政策決定の透明性の向上、公務員のアカウンタビリティの確立、国家官僚の収賄・汚職の撲

滅など、引き続きガバナンスを強化しなければならない。 

司法や財務機能の管理を政府の最下位の部局に分権化するなど、分権化を加速しなlナオーtばならな

し、 

政府と民間セクターや非政府組織、地域組織、大学／研究所、その他利害関係機関などの市民社会

ンのバートナーシップを引き続き強化し、社会開発の目的達成に最大限寄与できるようにしなければな 

貧困撲械のiI 串，】、」投I自・単独の責任ではなく、経済および社会のあらゆる部門で分担するちのであろ

という認識を深めなに1に】．了かゾ二、い 

制度面の支援、人材fi成、知識と情報、巾業育成サービス、結合やネットワーキング、バートナーシッ

プによる中小企業D集lHによる効糾り追求などにより、技術のアップグレードによる改革と競争力の向

上の点で、中小企業や零細企業、篤ミ~’ョ企業、協~司組合における雇用創出のための支援を強化しな【ナ

ればならないc 

業界と農業の関係強化および農業生産性I))向上を通じ、貧困層をはじめとする（女性を含む）農山村

の大部分の所得を創出し、社会的統合を刺激し、食糧安全保障／安全を確保しなければならない‘ 

政府高官から地方公務員、非政府組織から地域組織、労働組合から専門職集団まであらゆる層で能

力開発を迅速に実施し、社会開発を自立したプロセスにしなければならない、 

社会は、情報通信技術の利点を最大限に弓は出し、人権や自由を損なわずに情報通信技術の副作 

用の害から自らを守る付葺別を作らなければならない「 

社会開発に関する情報の作成、普及、使用において、さらに積極的な役割を果たすようメディアを奨 

励しなければならない“ 

社会サービスは、家庭環境の変化、男女平等および男女の責任の変化、大蛍移住や強制退去、高 

齢者化といった人口の年齢構成の変化を考慮し、慎慮に立案・実施されなければならない一 

男女の公平・平等の実現に向けて、引き続きジェンダーを主流化する活動を強化しな（ナオーしばならな 

し、 

必要な社会統計資料や指標の収集や体系的編集をはじめ、社会開発の仕事の文書化を改善しな【ナ 

ればならない。 

受益者自身がモニタリングや評価の作業の実施を補助するシステムなど、あらゆる政策介入にノx、て

モニタリングや評価システムを確立しなければならない二 

グローバリゼーションの台頭とともに、諸国はそのプラスの影響だけではなくマイナスの影響も被ってい

る。こうした状況で、貧困層の貧困が過渡期や非常時にさらに深刻化しないように、貧困層の所得補助

をする社会基金を設立しなければならなし、 

危機勃発時における貧困層の社会的保護の確保をn的として、マイクロクレジッi、（少額融資）や公共

事業といった失業扶助および教育・訓練など、非公式部門に対する支援を拡大しな【ナオしばならない 

．一
 （
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B．国際レベル 

金融危機の社会的会影響に関する理解を深め、金融危機に対応する適切な社会的政策やブログラ 

ムを明確にすることを目指した技術援助を提供しなければならない。 

国際金融のアーキテクチュアを改善する関連対策を実施し、国際機関が新しい社会的課題により効 

果的に適応できるようにし、金融危機の再発を防止するようにしなければならない、 

非公式部門の失業扶助、教育・訓練、保護対策など、社会的保護の確立、運営、強化のための技術 

援助を提供しなければならないじ 

ヒト免疫不全ウィルス／後天性免疫不全症候群（H tv/AIDS）その他感染症の蔓延と闘う諸国に対りー 

る医療支援および財政支援を拡大しなければならない与 

ESCAP 地域社会開発行動政策および世界社会開発サミットで諸国がさまざまな社会分野について設 

定した数値目標達成の進捗状況を継続的にモニターしなければならないりまた、貸付や構造調整フロ 

グラムに社会的問題を組み入れるなど社会的月標と経済的目標が同時に達成されるよう、社会政策と 

経済政策の関連（；」甘において社会的評価を行う際の技術援助を提供しなければならない。 

公式および非公式の業界および農業において、生産的経済分野の能力強化の政策的助言を行い、 

社会開発に寄与しなければならない。 

独立した非政府組織の参加や成長を奨励する手続きなど、社会的対話の手続きや制度を強化する 

技術援助を提供しなければならない。 

社会開発指標を作成し、標準化しなければならない。 

出稼ぎ労働者の雇用で、送り畠し国と受入国の協力を強化し、送り出し国、受入国双方が最大限利益 

を得、臨時出稼ぎ労働者個人が適切な社会的保護を受けられるようにしなければならない。 

公的開発援助が減少している現状を変え、公的開発援助について国際的合意目標に到達するよう重 

ねて努力しなけれげならない。 

重債務低所得幽の債務を大幅に削減し、資源を社会開発の目的に投じなlナオ1ばならないC- 

麻薬の不法売貿、女性や子供の人身売買、難民や避難民、越境組織犯罪、環境問題の取り組みで、 

域内および国際的協力・調整を強化しなければならないL 

社会開発フロジェクトの金利を優遇金利にしなければならない。 

公的開発援助のブログラム策定および評価で、社会開発の問題を主流化しなければならない。 

東南アジア諸国連合（ASEAN)、南アジア地域協力連合（SAARC) などによる尽力など、地域／準 

地域の努力を後押し、強化し、社会開発の目標を目指さなければならない。 
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ディスカッション 

Marimuthu 議員（マレーシア）： 世界社会開発サミットから5年が経ち、目標を達成することがで

きたかどうかについてははっきりとしたことはわかりませんが、ローラ先生がお話になっていることから半リ

断して、貧困に関する成果が金融危機によって減じられてしまったニとは確かなようです私の質問は、 

I wio が提案する貿易障壁の撤廃が社会開発にどのような影響を及ぼすか」とい〕ことでーす一。それは目

標にどのような影響を及ぼすのでしょうか？ これが貧しい国の足を引っ張り、裕福な国に恩恵をもたら

すと言われていますが。 

ヴィェンピニド・ローラ氏： この実に的を射た質問は、ここバンコクで最近開催された UNCTAD め

会議でも取り上げられました。私に言えるのは、それがどのような影響を及ぼすか明らかではないという

ことだけです＝途上l目にとってよくないと言う人もいれば、長期的に見ればその反対だと言う人もいま・I 

先進国によって課されている課題のーつとして、自由化の推進によって資本が規制を受けることなく川

たり入ったりできるようにするとし、うことがあります。その反面、先進国は労働者が自国を出たり人ったり

することは許i年していません。したがって、これはすべての人のための自由化ではないのです,貿易障

壁や移動に対する障壁がすべての資本と労働者の移動に対するものであるならぱ、長期的に見れば

それは途 L国の役に立つでしょう‘しかし、労働者の移動にたいする障壁が残ごれ,たままではそうし、・う

わけにはいきません。交渉は続いており、それが重要なニとです。途上国が足がIシ、りを得ることができる

のであれば、良いのではないかというのが私の意見です。健康上の懸念がある遺伝子組み替え製品

の厳重な検査など、何らかの規制は設ける必要があるでしょう。 

Jamgyrbek Bokoshov 議員（キルギスタン）： 社会開発、人口、教育、医療などに関する中央ア

ジア諸国の状況について詳しくお話いただけないでしょうか。わが国は I0 年前に独立しましたが、まだ

移行期から抜け出すことができないでいますc わが国の問題はニの移行期と関連する特有の性質のも

のであるとし、う私の意見に同意されますか ? ESCAP はこれに関する調査は行っているのでしょ・〕か？私

が知る限りでは、中央アジア諸国に関する関心はあまり高くないように思えるのですが、私が間違ってし、 

るのかもしれません。ご意見をお聞かせ願えればと思います，J 

ヴィェンビニド・ローラ氏：この論文を発表するために、過渡期にある中央アジア諸閣経済の社会開

発についても調査を試みましたが、データが存在しないという大きな「lII題に直面しました」一般的な問題

に関しては ESCAP のほうでも過渡期にある経済への特別な検討を行っていますら既に当該諸国との協

議も開始されていますが、問題なのはこれらの国々が依然として輸送、投資、貿易といった経済開発分

野に甑点を織いていることにあります。社会開発の優先順I、Ici『、然として低いのです経済分野と比‘ぐ

て社会開発の優先順位が低くなることが多いということは」くIlJJ径験からわかっていることなので、特に

驚かされることでll．ありません。あなたの地域で近い将来ニうした状況が変わることを望んでいます 
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P.D. Elangocan 議員（インド）： 私の関心事は、女性に対する制限および雇用にホ5lナる社会的地位

に基づいたその他の制限ですにれは社会開発にどのような影響を及ぼしますか？ 

ヴィェンビニド・ローラ氏： 今日の午後、「女性と開発」の部でおそらく話題になると思いますが、社

会的地位の面ですべての人に平等な機会が与えられない限り、当然のことながら社会開発に何らかの

形で支障をきたすことになるでし上う二 

ESCAI の役割は、社会、経済、その他の分野で社会のメンバー全員に平等の機会を提供することが

社会開発ならびに効率の推進につながるこ』を示す比較調査を提出することにあります。ESCAP はこの

分野で内政干渉をすることはできません。私たちにできるのは、他の国々の実例を示すことだけです。 

問題は一通りではないと思います。例えば、wT0や UNCTAD の交渉で最近注目されている児童労

働に関連する分野にもいろいろ共通点があるのではないでしょうか。最低賃金以下で児童を雇っている

途上国の産業の効率と国際競争力に関しても同じことが言えます。子供を学校に行かせずに働かせるこ

とには社会的な意味合いもありますり高齢化がかなり進む国もあるので、この分野で別の問題が生まれ

るかもしれません」納税者が減る結果、退職年齢がりはI二げられたり、労働人「」を増やすために投票年

齢や就業年齢がりはドげられたりする'Ii.能tI協くあります一 

各国とも、自国の事情や文化・宗教の伝統を利用して、国民が状況に適応する手助けをします 

ESCAP にできるのは、開発へのアプローチの長所や短所、そしてどこに落とし穴があるかを指摘するこ

とだけで、国内での実施や国家目標について干渉することはできないのです二 

Paturungi Parawansa 議員（インドネシア）： 金融危機が東アジアを襲った時、社会、経済、政治

の面でインドネシアは巌も大きな打撃を受けました。インドネシアにおけるこうした多次元的な危機を克

服するにはどのような政策または計画が有効だとお考えですか？ 

ヴィェンビニド・ローラ氏： IMF、アジア開発銀行、世界銀行は、いずれも自らが解決策を持ってし、 

ると考えていました凡また、町の人たちも何らかの解決策を持っていましたこ秩序が必要とされていました

が、危機を回避することはできませんでした。この危機の主な原因に真正面から取り組むことが極めて困

難であることは、私も認めざるを得ません。 

この危機が発生した時、だれもが「僕のせいではないよ」と言って他の方向を指差していたことは注目

に値します。社会分野の多くの人たちは、「だから言ったじゃないか」と言っていましたが、社会計画を策

定している人たちに鱗 Iミ耳ミ、h探索に実際には関わっていませんでした。安全ネットを提供し、危機の痛

みを和らげるニLが彼．二I ー求められていたのです。 

今後の危機を回避 Iる・lf（ニ関しては、依然としてその大半が経済学者や国の経済計画者の仕事で

す二だれもがそれに関与しなければならないことについての対話や認識が少しずつながら生まれてきて

し、ます。関与度の大きい公共部門ですら、自らの行為が仕事に及ぼす影響を考えると好き勝手なことは

できないことに少しずつ気づき始めています。私から解決策を提ノiミすーることはできません‘多部門による

取り組みは非常に重要ですが、最終的に決定を下すのは・握りの人たちです大きな集団が決断をト 
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すとなると、問題はすでに全員に及んでいますこそのため、信頼をおける少人数の政策立案者グループ

が取り組む事柄と、住民投票によって決定する事柄との「IIlに何らかの線引きを行う必要があると私は考

えます,危機を回避または予強l」することは非常に重要です。III場経済は、予測のう訊、人に報い、そうで

ない人を罰します二罰されすぎた人は、最後には r測することをやめてしまいま一」一。この責任と権限の組

み合わせは常に存在しますシ 

解決策は、「あまりリスクを負うことはやめて、少し規制をかけるようにしよう」という観点から、最終的に

は保守的傾向を強めます。その後、みんなが危機のことを忘れたころになるとまた変化を求める声が上

がるのです。この会場には、国のイニシアチプの邪魔にならない程度に何らかの規制を確実に残す立

場にある国会議員の方々が大勢いらつしゃると思います。 
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セッションV 

第 4 回世界女性会議から 5 年 

ーアジアの女性問題、その進展と制約ー 

議長：張懐西議員（中国） 

講師：口ライン・コーナー 

国連婦人開発基金（UN! FEM) 地域プログラムーアドバイザー 

105 



セッションV 

第 4回世界女性会議から5 年 

ーアジアの女性問題、その進展と制約一 

議長：張懐西議員（中国） 

講師：口ライン・コーナー 

国連婦人開発基金（UNIFEM) 地域プログラム・アドバイザー 

このセッションのタイトルに異議があります（翻訳の誤りかもしれませんが、私としては女性の問題につ

いて話すつもりは毛頭ありませんて；私たちは解決策d)ー・部であり、問題ではないのです。 

本日は、中国の北京で5年ほど前に開催された第4回国際女性会議の評価ブロセスについてお話す

ることになっています。これからアジア太平洋地域における進展、いまだに残る制約や溝、そしてニの地

域で生まれている課題についてお話していきたいと思います。 

皆さんの主な関心事が人口問題であるため、まず北京会議が女性と人口についてどのようなことを言

っているかについてO)',次に、どのような進歩があったかについて（2)。その後、その進展を妨げてきた

制約について話しますー（3)。そして、北京行動綱領について検討するためにアジア太平洋地域における

経過を振り返ると同時に（4)、婦人の地位向上のためのナイロビ将来戦略の実施というより長い期間に

おける進展について考えます。北京の 10 年前にナイロビで会議が開催されたことを私たちは忘れがち

です。最後に、このアジアのプロセスから発生していると思われる新たな人口問題（5）についてお話いた

します。 

1． 女性と人口 

北京会議は、女性と人口に関して女性のエンパワーメントに焦点を当てました，国際人口開発会議の

中心議題として取り上げられた課題のーつが女性のエンパワーメントだったのですく北京では、開発に

おける女性の役割とエンパワーメントによる取り組みの重要性に対して極めて明確に焦点が当てられ、 

これが追認されました。 

女性の権利について話をしなければならない理由について困惑する人も時折います。まるで女性が

人間ではないかのように女性の権利について話し、子供が人間ではないかのように子供の権利につし、 

て話をしてし、るとし、うのがそうした困惑の原因です‘,もちろん、女性も、子供も、男性もみな人間であり、 

人権には男性の権利も、女性の権利も、子供の権利も含まれます。にもかかわらず、人権が初めて世界

規模で議論されるようになった時、意思決定のプロセスは男性の独壇場でした。そこには女性の姿がほ

とんど見られず、重要な人権とは何かについての決定を下したのは男性でした‘彼らは、男性にとって

はさほど重要ではないものの女性にとっては本当に重要な権利についてはあまり考えませんでした”そ 
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北京、女性と人口 

■ 女性のエンパワーメントに焦点をあてる 

■ 再確認 

◆ 出生率をコントロールするための女性の権利 

◆ 開発と権利の相互依存 

◆ 女性のリフロダクティブ・ライツと人権 

◆ 性行動及び人口再生産に関わる健康のための女性の権利 

● 性行動及び再生産に関わるサービスにおける思春期の女

性の特別なニーズを認識 
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の結果、人格 に関する初期の議論は、男性にとって非常に重要である拷問、投獄政治的権利などにつ

いてのものだったのです 

女性にとって常に重要な権利であるリプロダクティブ・ライツは、言及されることすらありませんでした。 

子供にも権利があるなどとし、う考えが議題として取り上げられる可能性も皆無でした。そこで、人権に関

する初期の議論が男性にとって重要な権利についてのものがほとんどであり、女性や子供にとって重要

な権利が見過ごされてきた経緯を踏まえ、バランスを取るためにも女性の権利や子供の権利について

話をする必要があると考えますこカイロと北京、そしてウィーンの会議において女性の権利や人権が重

視されました。これは、皆様の国のだれもが肝に銘じておく必要のある事ですが、人権委員会というもの

がありながら、女性の権利が人権であり、人権機関によって扱われなければならない問題であることを認

識していない状況を目にすることがあります。 

ニューョークで現在も長々と協議が続けられているもうーつの問題は、性行動およぴリプロダクティ

ブ・ヘルスに関する女性の権利です。これは、北京でも大きな論議を呼んだ議題であり、今でもそのこと

に変わりはありません。リプロダクティブ・ライツはそれほどでもありませんが、性行動に関する権利が隊］ 

題となっています。これはニューョークの準備委員会で継続中の協議のーー部です。 

非常に重要な問題となっているのが、性行動及びリプロダクティブヘルス・サービス（人口再生産に関

わる健康サービス）における思春期の女性の特別なニーズです。これは、当然のニとながら子供の権利

に関する協議とも関連しています。 

2． 進展 

アジア地域全般における人口面での進展に目を向けると、過去 5 年だけでなく、前世紀の 50 年間に

かなりの成果が見られます。ESCAP のアジア太平洋人口ジャーナル最新号（第 40 巻 4 号、1999 年 12 

月）は、人口分野におけるこの地域の成功を大きく取り上げています 巻頭記・甘fは「アジアの奇跡」と題

され、「アジアの人口統計学的奇跡：50 年にわたる前例のない変化」という記事蛾それに続きます。その 
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感》 北京＋ 5 ーギャップと制約 

a 増え続ける人口 

a 経済危機の衝撃 

U 高い十代の女性の妊娠 

. 高い妊産婦死亡率 

U 低水準のリプロダクティブ・ヘルス 

U 南東アジアでの高い男児選好 

U 人口の高齢化一貧弱なサービス 

. 不適切なリプロダクティブ・ヘルスサービス 
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後が「多くの人の健康jに関する記事です。このように、人ロに関しては多くの進展がありましたーしかし、 

人口と比べて女性問題に関する進展はあったのでしょうか？ これに関しては事情が少し違うようです 

3． 制約 

アジア地域における検討作業から明らかになった制約や溝を見ると、ジェンダー問題に目を向けない

限り、少なくとも女性に関してはたいした進展がないことを示すものがいくつかあります。 

出生率は下がっているものの、人口は依然として増えていますり急速に増える人口に起囚する問題

は、都市部の過密化や住宅の不足など、特に女性が直面する問題です。アジアの経済危機が人口問

題そのものに影響を及ぼしかねない国もいくつかあり、かつては政府によってその大半が提供されてし、 

た家族計画サービスが利用できなくなっているケースもあります。家族が自らの出生を管理してインセン

ティブを変えることに対する圧力が減ることにより、特に学校に行かせることがより困難になっている農村

部において子供が多いほうが良いという考えが強まる可能性があります。これらの問題は、女性に大き

な影響を及ぼします。 

経済危機の中で生まれ、構造調整を目指す国ですでに議論されているもうー・ーノ)の重要な問題が、調

整プロセスにおける負担の多くが女性にのしかかっているとし、う事実です。女性は男性よりも保健、教育、 

社会福祉などへの公費支出からの恩恵を受ける傾向があるため、これが削減されたときに大きな影響を

受けたのです“ 

この社会分野にたいする支出の抑制は、物価および国家予算の問題のいずれにもかかわりのある問

題であり、IMFと世界銀行が公共部門の予算の削減を強調していた初期の段階では特にこれが顕著で

した。無論、こうした決定を下しているのはほとんどが男性で、彼らは女性への影響など考えていません

マクロの視点から見ると、とりわけ経済危機の影響を最も受けた国々の女性にとって最近ポジティブな展

開がいくつかありました。意思決定者の大半が男性であり、その人たちが女性に大きく関わる事柄に関

する決定を下すとどうし、うことになろかというインドネシアの興味深い実例があります一経済危機が始まっ 
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たばかりの頃、女性たちのグループがミルクの価格上昇に抗議するため町に繰り出し（デモを行いまし

たが、これは当時ィンドネシアでは前代未聞のことでした。ィンドネシアでは、食料品など価格が保護さ

れている商品のリストがあります ニのリストは、おそらく全員が男性である政策」’案者によって作成され

たものです。リストが作成された時、インドネシアではほとんどの人が母乳こ」’供を青こていたと思われ

ますーかつて新生児や乳児には通常緑乳が与えられていましたが、もはや経済危機の時には事態はす

でに変わってし、ました 都市部に限らず、農村部でも母乳だけで育てられている乳児はほとんどいなか

ったのです 

ニれらの乳児たちはミルクに依存していましたが、ミルクの価格は保護されぐいなかったために高騰し、 

その反面収入は前と変わらなかったり、失業によって減少したりしていたのです これは、意思決定ツロ

セスに女性が加わっていないことが原因で偶然に遭遇する問題の・例で」，女性がいれば、ミルクが

非常に重要な製品であることに直ちに気づいたでしょうー 

アジア地域におけるそれ以外の人口統計上あまり好ましくない側面に目を向けると、そこにも女性に

とって特に懸念される状況があります。残念なことに、私たちの国々の多くでは十代の妊娠が痛ましい

ほど高い状況にあります。これは女性にとって大きな問題であり、十代の少女の性行動及び再生産に関

わる健康に関する情報とサービスへのアクセスと大きく関連しています。 

アジア地域の大半の国では、妊産婦死亡率も極めて高い状況にあり、経済危機の打撃を受けている

インドネシアのような国ではこれが確実に上昇しています、これは、ジェンダーの問題というよりも保健の

問題として扱われることが多いため、とても扱いにくい問題となっていますJ それはェンパワーメントの問

題であり、保健の問題ではありません。インドネシアの例を用いて説明すると、私の言いたいことが明確

になるかもしれません。I0 年ほど前、私はアチェの農村地域で妊産婦死亡率の調査を行っていました。 

出産が長引いたことが原因で死亡した若い女性の調査をしたのですが、赤ん坊は助かりました 保健

所の話では、アチェのその地域の女性は、診療所で資格を持つ助産婦による出産の必要性を理解して

いないということでした「必要なのは保健教育を増やすこと」ということです‘』しかし、その亡くなった女性

の村の友人や隣人の話はニれとまったく違うものでした。女性はこの出産をとても恐れていたというので

一,二女性はそれから2年ほど前に出産しており、その時も分娩が長引いたため、出産を恐れていました，」 

彼女は診療所での出rlを強く望んでいたのですが、彼女の義理の母と夫がその必要はないと言ったの

です。村で陣痛が始まり、彼女が恐れていた通り、分娩は非常に長く困難なものとなりました。丸ー日が

過ぎ、近所の人たちは診療所に連れて行かないと彼女が死んでしまうと言い出しました。それに対し夫

は、「彼女が死ぬのであれば、村の中で死ぬべきだ 彼女を診療所で死なせたくない」と答えたのです

そして彼女は村で息を引き取りました 母親のための保健教育ではその問題がまったく扱われていま

せんl．夫や義理の母が何を考えようと彼女が診療所に自らの意思で行くことができていたら、彼女はお

そらく助かっていたでしょう。夫や義理の母への保健教育も大切でしょうが、何よりも大事なのは母親の

エンパワーメントです。従って、高い妊産婦死亡率の問題において私が見た問題のーつは、それが多く

の意味で保健の問題ではなく、エンパワーメントの問題であるということです。 

それと関連して、アジア全域、とりわけ農村部におけるリプロダクティブ・ヘルスの水準がひどく低いニ

とが挙げられま・土性行為感染症の感染率は男女とも高く、特にセクシャル・ヘルスやリプロダクティブ・ 
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ヘルスについての知識を持たない女性の間でその率が高くなっていますじ 

もうーつ問題となっているのは、南アジアと東南アジアのいくつかの国において男児選好が非常【ニ強ミ

く、その結果出産時の性比に大きな不均衡が生まれてし、ます‘】母なる自然は、男性のほうが女性よりも

強いなどとは考えていません。実際はその反対で、男性のほうが弱く、生後数ケ月で死亡する男児の土ヒ

率が高いがゆえに男性の出生数は自然状態であれば、女性の出生 100 人あたり 106 人から 107 人とな

っているのです, 

しかし、胎児が女の子とわかると家族が中絶するために性比が 119から120というかなり歪められた数

字になっている国もあります。また故意または怠慢によって女児殺しが行われているのではないかとい・〕 

懸念もあります。男児と同じくらいの世話や栄養を受けていないため、女児の死亡率が本来よりも高くな

っている国もあります。 

これらはすべてジェンダーの問題であり、ここではとても人口問題のような進展を見ることができませ

ん 

人口問題で大きな成功をあげていることもあって議題に上っているもうーつの問題として、急速な高

齢化が挙げられますc 中国がー人っ子政策やその実施の見直しを行おうとしていることを最近どこかで

読みました。その理由のーつとして、高齢化の進展、そしてどの国においても高齢者の大半が女性であ

ることの認識があるものと思われます。これ自体、多くの問題を生みます。私たちの社会で子供、障害者、 

お年寄りの世話をしているのはほとんどが女性です。アジア地域では男女の役割分担が変化しているも

のの、その速度は非常にゆっくりとしていますこ高齢者に対する社会の姿勢も変化しており、それは必

ずしも私たちが望む方向に進んでいません。ほとんどの国では、重要なジェンダーの側面を持つ高齢

化問題の進展とどのように取り組んだら良いのかわからない状況にあるのではないでしょうかC 

こうした問題の中には、女性、十代の若者、そして男性に対してすら優れたリプロダクティブ・ヘルスを

提供していないという事実と関連しているものがあります。男性のリプロダクティブ・ヘルスは、この後お

話するように今後議論されることになるであろう問題であり、男性だけでなく女性にとっても大きな意味を

持つようになります。 

4． アジア太平洋地域による北京＋5の検討 

まず、この地域ですでに起きた事を簡単に振り返り、婦人の地位向上のためのナイロビ将来戦略なら

びに北京行動綱領の実施における進展について考えてみたいと思います。それは、ニューョークの国

連事務局にある婦人の地位向上部（DAW）からの依頼によって始まりましたc 同部門は、世界のすべ

ての政府に対し、婦人の地位向上のためのナイロビ将来戦略ならびに北京行動綱領の実施における

進展について報告することを求めましたく二報告書の最初の締め切りは 1999 年の初めでしたが、その年

の終オ）り（ニなっても提lI」していない国が当然のことながらありました， 

ただし、その多くが提出され、一部は DAW のウェブサイトに掲載されています。いつもの事ながら、 

NGOは深刻な財政難にもかかわらず組織がしっかりしていました。昨年の 9 月、私たちはパンコクの近

くでアジア太平洋地域における北京行動綱領の検討を行う地域 NGO フオーラムを開催しました。それ

は、地域内で開催された初めての NGO 活動では決してありませんでした。この会議で、国家および小 

一
 
」
 

111 



北京＋ 5 明らかとなる問題 

■意思決定プロセスに女性を含むこと 

■経済政策の中にジェンダーの視点を取り入れること 

■女性のエンパワーメントのエンパワーメントに対する権利に

基づいた取り組み 

●女性と子供に対する暴力 

■女性と子供の人身売買、密出入国 

■女性と平和 

繊》 

地域レヘルのすべての NGO が進展に関する国レベルの報告書を既に作成しており、小地域レベルの

報告書も D つn 成されていることを知り、とても感心しました。報告書の多くは、かなりの量がありました。 

このフォーラムの結果もウェブサイトから入手可能で、コピーは ESCAP から手に入れることもできます, 

NGOフオーラムの後の 10月、ここESCAP で進展の検討を行う政府間協議を開催しています。この会

議もまた大きな成功を収めました。 

世界レベルでも、これに関連する展開があります。2000 年 6 月【ニ向lナた準備委貰会の第~回会合が

婦人の地位委員会（csw）におい(Ih費 (7) 3 月に開催されました。今年の会合はニューョークで終 fし

たばかりですJ ニうして、「北京＋5.j 「女性 2000J. 12000 年 6 月」などと呼ばれている2000 年 6 月の会

議の準備は順調に進んでいます」 

5． 新たな問題 

二つの地域会議で明らかになった、アジアで新たに発生してし、るし、くつかの問題を浮き彫りにするた

め、ここアジアで行われた検討に話を戻したいと思いますc 

女性のメインストリーミングの問題は、非常に大きな問題となっています メインストリーミングにはニつ

のレベルがあり、これを区別する必要があります‘ニー一つは意思決定機関に女性と男性の双方が確実に

含まれるようにすることで、この部屋にいらっしゃるよりも高い比率の女性が必要となります。女性が少な

くとも 3 分の 1を占めるようになれば、もう少数派ではなくなり、主要グループの議題に従う必要はなくな

りますて，それどころか、自ら議題を提出することができるようになりますv ニの地域では、女性を意思決定

に参加させるのは依然として非常に困難です。ここタイでは上院の選挙が行われたばかりですが、夫の

代理として当選した女性が一部にいたにもかかわらず、当選者に占める女性の比率は 10%ほどにとど

まり、残念な結果に終わりました．,政治への女性の参加に関しては進歩が見られています。例えばフィ

ジーでは女性グループによるキャンベーンによって8 人の女性が当選を果たし、そのうちの 5 人が閣僚

に加わり、一人は副首相に任命されています。しかし、これは地域全般に見られる現象ぐはありません。 

I 12 



メインストリーミング（女性の主流化）の二つ目の要素は、女性だけに限られた問題ではなく、意思決

定プロセスにジェンダーまたはジェンダーの視点を取り入れるということです。意思決定に加わっている

女性が男性よりもジェンダーの問題に敏感とは限りません。そして男性がジェンダーの問題に非常に敏

感である場合もあるのですーそのため、意思決定者が誰であれ、彼らの決定が男性に及ぼす影響と女

性に及ぼす影響が異なる場合があることを理解してもらい、そうした違いを分析して女性と男性への影

響が同じようになるように適切な政策決定を行ってもらわなければなりませんっこの「ジェンダーのメイン

ストリーミング」が世界規模で進行していないことは明らかであり、経済政策とも関連した経済危機に直

面したこの地域ではとりわけ傾向が強いようです。 

私はここバンコクでUNCTADの会議に最近参加しました,UNClAD自らが昨年の6月にジュネーブ

で「ジェンダーと貿易とグローバリゼーション」に関するすばらしいセミナーを開催しているにもかかわら

ず、グローバリゼーションや貿易自由化といった熱い論損が繰り広げられている問題がジェンダーの視

点からまったく見られていないことにだれも言及していないことにはがっかりさせられました。ここバンコク

では代表全員に本が配られたものの、その問題についての議論はほとんど行われませんでした。前に

も申しヒげたように、女性と男性に異なる影響を及ぼす経済政策には数多くの側面があります。 

特に ESCAP の高官レベル会議では、この女性のエンパワーメントに対する権利に基づいた取り組み

の重要性という新たな問題が取り上げられ、女性が交渉のテーブルにつくのはその方がより良い決定が

下されるからだけではないことが認識されました。女性は、意思決定の場に参加する権利があります そ

の効率や効果について論じる必要はありません。それは権利なのです。あらゆるレベルにおける代表が、 

半数ずつの男性と女性によって構成されていなければ、そこに民主主義は存在しません。これが議論

を要する問題ではなく、権利であることが認識されたことは、大きな進展と言えます。 

そして、通常はそのように見えなくても、人口と密接に関連している問題があります。女性や子供に対

する暴力は、残念なことに例外なくすべての社会に蔓延しています。それは、先進国や途上国に限定さ

れることはなく、貧しい家庭にも裕福な家庭にも見られる現象ですし首相以下、あらゆるレベルの女性が

暴力に苦しんでおり、皆様の中に実例をご存知の方もいらつしゃるとことでしょう。暴力は、ェンパワーメ

ントと明らかに相容れない問題です。肉体的暴力や精神的暴力は、最もエンパワーメントに逆行する体

験です。生命の危機を感じたり、正気を保つことが難しくなったり、子供が脅かされるということは、ェン

パワーメントとは程遠い状況であり、意思決定に加わることなどできませんc これは生活のあらゆる側面

に影響を及ぼすことに加え、生殖に関する意思決定も左右します。 

意外にも人口会議の議題として取り上げていないのが、人身売買および密出入国の問題です‘,残念

ながら、アジア地域のほとんどの国が女性や子供の人身売買の出身地または行き先となっており、何ら

かの形でこれに関わっています。人身売買されるのは女性と子供だけではありませんが、その比率は圧

倒的に高く、その無力さや弱さゆえにひどい扱いを受けるのもやはり女性や子供です。密出入国は国

境で人身売買と・体化する問題であり、これにも男性だけでなく女性や子供が関わっています

スリランカ、インドネシア、フィリピンなど、公式な移動が特に女性を対象としているとニろもあります こ

れらはアジアだけでなく、世界中で重要性を増している問題であり、グローバリゼーションを議論する場

で取り上げられなければならない議題です。大半の国は商品市場の自由化について話し合うことはいと 
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わず、サービス市場の自由化について話し合うことは少しためらい、いわゆる人間の市場の自由化につ

いて話し合うことはとても嫌がりますぐ人間の流れの自由化は、経済的意味合いを持つだけでなく、扱い

が極めて難しい社会的および政治的意味合いを持ちます。しかし、そ1一し【ニついて論じようと論じまいと、 

それは実際に起ニっているので寸 人口の分野ではパラダイム・シフトが起きて、、ま・・J一 21 世紀の人~ 1 

問題は、人nめ数やそれが増える速度よりもそのうMiー一それがどこから来てどこ・、行くのかーーが国

際レベルでも国内レベルでも問題となるでしよう。アジア地域には国内の膨大な入日移動に取り組んで

いる国が多くあり、国内難民の数も増加の一途をたどっていますジ 

こうした人口分布の問題は重要性を増していると思います。私たちのように人Fl問題に長年取り組ん

できた人階“ま、過去を振り返り、人口移動はかつてよく話し合ったものの他の人に対応を任せて脇・、押

しやってしまった問題であるニとを思い出す必要がありますc これは21 世紀の人口論議に再び加えられ

なければならない問題であると私は考えます。 

そして今、「女性と平和」、もしくは「ジェンダーと平和」という問題が新たに生まれています．，ナイロビ

会議のテーマは「平等と開発と平和」でした。北京会議のテーマも「平等と開発と平和」でした しかし、 

実施や議論を見ると、ほとんどが平等と開発に関するものです。平和についてはあまり話し合われてし、 

ないというのが現状であり、そろそろこれを始めても良い頃だと思いますh 

今年は［目連感謝年でもあり、まさにふさわしい年と言えるでしょう二私は、紛争が起きないと平和に関

する話し合いが行われないことがずっと気になっていました,私たちは、ボスニア、コソボ、東チモール、 

ミンダナオでの平和について話し合うだけですc しかし、平和はそれよりももっと根本的なところで始まる

のです。 

平和は、家庭、幼年時代、地域社会から始まります。弟をぶちのめすことで問題を解決しようとする子

供がいたり、いらいらして妻を殴る夫がいる家族があったり、怒って子供を殴る母親がいたり、怒って犬

を蹴る子供がいれば、平和な社会は存在しません◇平和は私たちから始まるのであり、それゆえに平和

における女性の役割は私たちが考えているよりもはるかに大きいのです。男性は他のことで忙しいため、 

子供を社会に順応させるのは主に母親の仕事になっています。父親も同じようにこれをしなければなら

ないのですが、現状はそうではありません。暴力に頼るニとなく意見の違いを解決することができる穏や

かな子供が欲しければ、女性の役割は大きいと言えます。男性と女性は、家庭で平和に暮らし、肉体、 

感情、精神を問わずいかなる暴力にも頼ることなく意見の違いを解決していかなければなりません。した

がって女性は解決策の一部であり、家庭の平和においてはおそらく女性のほうが役割は大きいでしょう。 

地域社会においても、男性と女性は力を合わせ、地域社会を女性や子供にとって安全なとニろにしてし、 

かなければなりませんこ地域社会が平和でないと、開発によって必然的に引き起ニされる緊張から暴力

が生まれ、その実例はアジア地域内にも見ることができます【そうした紛争が国境を越えると、それは戦

争となりますc 

こうした中印におけるジェンダーの側面について調べるため、東ティモールのウェブサイトを調べてみ

ました二国連は平和におけるジェンダーについて少し言及してし、ました。私は、国連東ティモール暫定

行政機構ならびに暫定行政機構ができる前に活躍したUNClAD の平和維持軍のウェプサイトを調べま

した。写真の中にほとんど女性を見つけることができませんでした。オーストラリアから来た2人の文民警 

『
、
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察の写真を見つけ、そのー人が女性でした。ここタイでも、平和維持軍に女性がー・人加わるとし、うことで

大きな論議を呼んでいましたc あまり繊細ではない男性が直ちに「彼女を送り出すわ（ナ【ーは行かない。 

彼女を守るために 5 人の兵隊が必要になるのだから」と言いました。これに対し彼女の上官は「何を言う

のだ。彼女は私を守るために行くのだ」と言ったそうです。このように、私たちは平和に女性が関与するこ

とに慣れでいないのです 

3 月 8 日は国際婦人デーでしたが、ここバンコクの国際会議場でUNIFEM やその他の国連機関がプぐ

掛かりな展示を行いますうそのーつに、私のアシスタントの一人が企画した「平和活動に従事する女性一

というテーマがありました。彼女は、そのテーマの写真を見つけるのに大変苦労しました。考えあぐんだ

宋、彼女は世界各地で平和交渉に従事している数少ない女性たちに焦点を当てたパネルを中央に置

きました 

その周りに関係者の写真を置いたのですが、当然のことながらそれらはウィラント氏やハビビ氏をはじ

めとする男性の写真ばかりでした．ソ「古株」の写真を飾った理由を尋ねられた時、私はとっさに考え、平

和協議の席に女性が何人かいれば現在のインドネシアで起きているような紛争は起きないだろうと答え

ましたりこれは、女性が関与してこなかったことを強調しています。 

国連においてすら、平和維持軍に女性はほとんどいません,私は女性もこれ【ニ加わるべきだと思いま

す。それによって他の女性の環境を安全にすることに役立つはずでー’一。 

では、北京-1-)における人口問題に焦点を当ててみましょう。 

人口再生産に関する意思決定はーつの課題です。人口学と社会政策の分野で私たちが直面しなけ

ればならない政策課題のーつに、私たちが新たなパラダイム・シフトを経たという事実があります。50 年

の月日をかけて私たちが成し遂げ、出生率と死亡率に大きな影響を与えた成功は、主に公的な家族計

画プログラムによって達成されたものです。私たちは今、民主主義と選択の自由に裏付けられた自由な

社会の時代へと移行しているため、そのような公的なブログラムは 21・世：紀にはそぐわないかもしれませ

ん。需要に対応した顧客志向のやり方で個人にサービスを提供する方法を模索する必要があります,ま

だ道のりは長いのです。 

人々は正しい決断を下すために情報を必要とし、提供する側も適切なサービスを提供するために正

しし、情報を必要とします＝ 

家族の生殖に関する意思決定における男性の役割は、まだまだ改善の余地があります。決定は共同

でドされていないことが多く、私たちはまだ意思決定プロセス自体にどのように取り組んだらよいのかを

学んでいる幼年期にいると言うことができますにう訪う、討画の手法が女性主体であるか男性主体であるか

によって誰が決断を下したかを分析している人をたまに見かけます。これは非常に単純化された見方で

あることは間違いありません。自分自身のケースを見ても、我が家では女性主体の避妊法を利用してき

ましたが、私の夫は常に密接に関与していました。我が家の場合は、女性主体の避妊法が理にかなっ

ていると判断したのですし私たちは、どのように決断が下され、それについて私たちがどう思い、それを

どうモニターすろかについてもっと進歩する必要があるのです。 

UN FPA 【ニ「ョを向lナると、リプロダクティブ・ヘルスはこの機関が世界中で展開している大きな仕事であ

り、ブログラム重視から対象者重視へと方針転換したこのバラダイム・シフトを反映しています‘二そこでは、 
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特に途 E国や農村部人口におけるサービスの質に重点が置かれるようになっています。 

技術開発に関しては、女性になじみやすい避妊法はあまり存在せず、特に HIV/AIDS に関してはそ

の傾向が強いと言えます。女性用コンドームやマイクロバイサイドなどは登場しつつありますが、女性に

なじみやすい避妊法を商業生産するためのインセンティブが男性向けのそれと比べて弱いのかもしれ

ませんc 

男性のリフ’ロダクティブ・ヘルスに取り組む部門は存在しませんしさまざまな種類の医療専"Ii家がし、ま

すが、この分野の専門家はいません.〕生殖器の感染症にかかる女性のほとんどは男性から感染し、そ

の逆も同様であるため、男性のリプロダクティブ・ヘルスは女性の問題であり、ジェンダーの問題でもある

のです。自分や自分の妻のリプロダクティブ・ヘルスに関する決断（とりわけ HI V/AIDS との関連におけ

るリプロダクティブ・ヘルス）に対する男性の認識を高め、それに関与させる必要があります亭立派に結

婚をしていながら、夫に対して（illも言えないためにェイズのリスクに晒されることに対して何もすることが

できない女性がアジア地域には数多くいます。そうした女性の多くが夫からエイズに感染し、感染源で

ある夫とすらそのことについて話し合うことを社会が許さない状況の中で命を落としていますー 

UN FPA が最近出した北京十5 の検討プロセスに対する同機関の見解【ニノ）いての出版物では、女性

のリプロダクティブ・ヘルスに対するライフサイクルをI'.」心とした取り組みが大きく取り」二げられていました、 

つまり、これまで女性のリプロダクティブ・ヘルスは、13 歳から49歳ぐらいまでの再生産年齢に焦点を当

てていましたが、女性のリプロダクティブ・ヘルスというのは老年を含めて生涯を通じた問題なのです さ

らに言えば、男性のリプロダクティブ・ヘルスについても同じことが言えるのです。 

最後になりますが、人口問題というのは二つのレベルから考える必要があると思います。大局としては

社会や経済の変化があり、人口問題はその中に位置しています。女性のエンパワーメントを促すには実

際どうしたらよいのでしI：うか？最終的には各自でやらなければなりませんが、それを可能にしたり、非

常に困難にしたりする外的要因というものが存在します― 

ニれまで多くの国が女性と男性のジェンダー・ロール（性別による役割分担）を変えることに失敗してき

ました。女性のジェンダー・ロールについての話をしながら、男と女のパートナーシップが認識されてい

ませんでした。女性のジェンダー・ロールが変われば、男性のジェンダー・ロールも自ずと変わります さ

もなければ私たちは平和な社会に暮らすことはできません。 

高齢化は私たち全員が直面しなければならない問題であり、人口とジェンダーという二つの側面を持

っています。暴力と平和については既にお話しました。 

リプロダクティブ・ヘルス、そして人口の規模から分布への主眼点の移行についてもお話しました、人

身売買と密出入国、難民、そして国内の難民は、2l 世紀に入ってアジア地域でさらに大きな問題となる

でしょう。 
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ディスカッション 

Ranan M. Shaekin 議員（カザフスタン）：非常に興味深いレポートをありがとつこざいました。今の

世の中で女性の権利の侵害という政策はちょっと時代遅れだとは思いませんか？今の状況は変わって

いると思います‘例えば、服役者やアルコール中毒患者の男女比率を見ると、そのほとんどが男性ですぐ

寿命の面でも女性のほうが有利です。男性は家族を養っており、そのために仕事でストレスにさらされて

年を取ります。今日ここにいる方々を見ると、遠くから来ているにもかかわらず女性が男性よりも少ないと

し、うニとはありません。女性のほうがストレスを受け，ニくく、家で暮らし、子供の教育に携わっています j避

妊に関しても、男性の権利は侵されているので、本日この問題について話をする必要があるでしょ・〕ニ

のような考えについてどう思われますか？ 

ロライン・コーナー女史： まず、あなたの主張には、この問題に対する男性の考え方が表明されて

いるという点で、まったくその通りです。しかし、二つの考え方があることを認識しなければならず、あな

たが自分の視点に基づいて言っているのは、女性が保護されていて、家に残って子供の面倒を見るこ

とができ、仕事に行かなくてもよいということだと思いますン私もそれに同意します。多くの男性が責任を

負し、、それを負い切れないために苦しんでいますニアジア地域では、夫婦の片方だけが働いても十分

な収入が得られないため、ほとんどの家族が共働きをしています。にもかかわらず、収入を得るのは男

性の責任であり、家に残って子供の世話をするのは女性の責任であろと信じ込まされている社会に私た

ちは暮らしています。 

実際には、どちらもこうした役割を果たり二とができないでいます‘ー種の怠慢とも言えるこの姿勢は

男性も女性も非難されるべきでしょうc ジェンダー的に平等な世界とは、男女の双方に選択肢を与えるも

のであり、その選択によって男性汁土現在の負担からー部解放されると私は考えますc 

私自身の例をご紹介しましょう‘私の夫は 20 年余り軍隊に勤務した後、引退して大学院で学ぶことを

選択しました。とし、うのも、私に結構良い収入があり、家族を支えることができたからです、私が仕事をし

ていなIナオ1ば、彼はとてもやる気を失った上級士官になっていたでしょう。彼は、そのような道を選ぶこと

なく、ここバンコクでウェブサィト作りをはじめとするいろいろな面白いことをしています。つまり、男性も女

性も得るものがあるのです：これは、ゼロサムのゲームではないのです。 

暴力に関しては、私の意見は異なります。私どものところにあるすべての証拠が、女性に対する暴力

が増えているニとを示しています。これは実際の暴力が増えたことに加えて、報告される件数が増えたニ

ととも関係していると思います。また、裁判所における女性と男性の扱いが間等でないという例もあります‘ 

同等であーソプ二ならば、服役している男性の数はもっと増えるでし」：う 大抵の国では男性と同数の女性が

投獄されることはなく、男性の服役者数が減少するニとでもない限り、服役者の数で男女平等が実現し

て欲しし、とは思いません 

女性のほうが楽な暮らしをしているというあなたの意見には大半の女性が異議を唱えるでし」、う なぜ

ならば、それは選ぶことのできない暮らしだからです そして多くの男性も選択肢がないために不満をも 
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穴
 

、ます、ジニンダーーの平等が実現すれば、男も女もより良い選択肢を得るニとができるのです 

Datin Rahmah Osmanオプザーバー（マレーシア）： あなたのプレゼンテーションに賛成でり一

そして本日それらの指摘をしていただいたことをとてもうれしく思います。女性は概して社会での役割を

きちんと果たしていると思います, 男性がそれに目を向けようとしていないのです“今の社会で女性の権

利を否定ー；~ーることはできませんー教育や消費などと関連のある省庁に女性の大臣や次官を就（丁：させる

ため、女性の NGO はもつと活動をすべきではないでしょうか，この会議でも、本日の議題が末さに女刊

に関するものであったにもかかわらず、主催者は女性の人場を促していません。 

ロライン・コーナー女史： 男性の問題ではない問題は存在しないのと同じ意味で、女性の問題では

ない問題は存在しないというのが私の意見です。つまり、すべての問題において女性が必要であり、男

性が必要であるとし、うのが理にかなった結論です。私たちが何かを達成できるのは、それぞれの役割が

違うからです これを政治レベルにもあてはめて、割り当てを政府に求めるのは非常に困難な作業です

人口機関で働く女性の数の少なさにはいつも驚かされてきましたこすべて女性が関与する問題である

にもかかわらず、人じ1機関は男性に支配されているのです あなたは、真剣に考えなければならない課

題を APDA に突きつけたのかもしれません。 

Paturungi Parawansa議員（インドネシア）：インドネシアについて多くの実例を提示いただいたこと

に感謝します一現在、インドネンアには 35歳の女性が大臣を務める女性のエンパワーメント省があり、次

官も女性です 軍隊や公益事業をはじめとする多くの分野で女性が活躍しています1ジェンダーの平等

は課題となっていますが、特に農村部における女性に対する社会・文化的な見方など、多くの問題があ

ることも事実です。それ以外の課題として、固定概念や経済危機があります、 

Imdadul Haque 議員（バングラデシュ）:っが国の首相は女性であり、野党の党首も女性です。バ

ングラデシコには、女性抑圧禁止法という女性の権利を守るための法律があります“この法律により、女

性によって訴えられた男性は60 日間保釈されません。わが国の宗教では、生活の中では男性も女性も

同等の扱いを受けていますが、伝統的には男性支配の社会です。識字率の低さが抑圧につながったこ

ともありましたが、状況は改善されています。私が申し上げたいのは、これらの問題がわが国では女性（ニ

よって誤解されたり悪用されたりしており、家族の崩壊を弓は起こしているとし、うことですむ女性は誰でも

国会議員に立候補することができるほか、女性のために30議席が確保されています 各社会において、 

女性の権利が其体的にどのようにあるべきかについての解釈を行うことを提案します‘ 
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セッションVI 

グローバリゼーションと人口 

議長：T．マリムトウ議員（マレーシア） 

講師】ビパン・プラチュアモ肩ルッフオ口

チュラロンコーン大学人口学部長 
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セッションVT 

グローバリゼーションと人口 

議長・ F．マリムトウ議員（マレーシア） 

講師．ビパン・プラチュアモ・ルッフオ口 

チユラロンコーン大学人口学部長 

マリムトウ議長： 

今朝のトピックは、「グローバリゼーションと人口」という非常に興味深いものです そしてこのトビックに

ついてお話いただく著名な講師の方をお呼びしております。前世紀に誕生した『グローバリゼーション」 

のおかげで、新しいミレニアムは非常にエキサイティングな段階に突入したと私は考えます,20 世紀に

は多くの偉業が達成されました。その中でも特に重要なものとして、ペニシリンの発見、ジェット機による

旅行、衛星通信、（コカ・コーラ文化とも呼ばれる）文化の国際化、貿易障壁の減少などがありますが、と

りわけ重要だったのは国境を越えた人々の移動ではないでしょうか。その規模は膨大であり、2050 年ま

でにアメリカの人口の 50%以上が白人以外の人種になると言われているほどです。これらはすべて、言

語や文化のみならず生活のあらゆる側面に影響を及ぼすことになります。 

ビパン・プラチュアモ・ルッフオロ教授は、チュラロンコーン大学の人口学部長であり、同大学の政治

学部を首席で卒業した後、シカゴ大学で 1989年に社会学の修士号、1991年に社会学の博士号を取得

しています。彼女の大学院における研究は、最初はシカゴ大学が支援し、その後ニューョークの人口委

員会が支援しましたぐ彼女は 1991 年にチュラロンコーン大学の人口研究所に戻り、1998 年には理事に

就任して人口学部への移行を指揮しました‘彼女は、母親の雇用と育児、女性の地位と出生率、国際

移動、人材開発、リプロダクティブ・ヘルスのユーザーやサービスに対する経済危機の影響などを題材

としたフィールドワークを含む研究に携わっています。 

ルッフオロ教授： 

グローバリゼーションと人口問題 

ここ 10 年、「グローバリゼーション」は世界の主要な言語において流行語になりました。しかし、ニの言

葉に対する合意された定義は存在しないようです‘最も普及している定義は、「品物、資本、金融、労働

市場における国家間の相互関係の増大」（ヘリン、1999 年）という経済学の視点からのものです。 

私は、グローバリゼーションをー連の複雑なプロセスと見る必要があると考えますc ヘルド（1999 年）た

ちは、政iti、経済、環境、テクノロジー、文化を含む現在の社会生活のあらゆる側面における地球規模 

(I片日白一接続か増大するパターンとしてグローバリゼーションを定義しています。グローバリゼーションが 
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及ぼす影響はプラスのものとーマ‘ィナスのものがあり、影響の度合いは社会によってまち書ちでり グITI ーーー 

バル化された経済の悪影響の明らかな例として挙げられるのが、タイからアジア全域に飛じく火し、Ill:.界

経済に深刻な影響を与えた経済危機です。 

ニこでは、グローバリゼーションのいくつかの側面と人l】問題との相互関係について取り上げます、,人

口問題には、とりわけアジアにおける人口プロセスや人材開発が含まれます‘ン 

グローバリゼーションと国際移動 

グローパリゼーションと人口フロセスの問の巌も明らかな関係を見る了とができるのが国際移動ぐ」 

UN F PA の最近のデータ（1999 年）によれば、II!:界の人口の 2%に相当する約 1 億 2,500 万人が 1990 

年代の半ばに母国以外の国に住んでいたことを示しています。移動の流れには、労働移動、家族の再

会、難民、不法移動という四つの主な種類があります、 

現在、国外からの移民に関して各国とも割り当て制限や何らかの基準を設けているため、国際移動

は容易でないことが多くなっています。そのため移動する人は一定の障害を乗り越え、し、くらかのリスク

を負わなければなりません。よく持ち上がる疑問のーつに、人々がなぜ国から国へと移動し、どのようプに

要素がそうしたブロセスに貢献しているかというものがあります。 

グローバリゼーションは、国際移動における最近の傾向を助長している主要要素と見られています。 

技術の進歩、すなわち近代的な輸送手段とコミュニケーションの側面におけるグローバリゼーションは、 

空間と時間の障害を減じることができます。人々は、乎ごろな値段で、より遠くへより速く行くことができま

す 例えば、空の旅の普及は、ある国から別の国への移動を容易にします、情報技術の発展は、外国

における雇用機会や暮らしに関する情報といった情報の普及などに貢献します：.情報の増加は、移動

の意思決定プロセスに役立っているようで、外国での将来の生活に対する不安を少なくすることができ

ます。また、コミュニケーション技術の進展は、移動者の社会的なネットワーキングの促進に役立ちます

例えば、移動者はさまざまなコミュニケーション経路を利用して母国の家族に連絡をとるニとができます

ニれは、故郷から遠く離れて暮らさなければならない国際移動者の精神的な影響を和らげるよケです

同時に、そうしたコミュニケーションは親戚や友人が同じ場所へ移動するお膳立てをするのに役立つ可

能性もあり訂」ー 

貿易、投資、サービス、資本、労働力の規制緩和と自由化におけるグローバリゼーションと地域化は、 

経済開発に関連するだけでなく、国内および閣家間の富の格差を生みます（ウオングブーシン、1999 

什・りここうした格差は、国境を越えた移動の根底にある重要な要素であり、移動を受け入れている国のほ

うが送り「Ilしている国よりも経済的、社会的、政治的に良い状況にある傾向があります 

最近では、国際移動がアジア諸国の政府にとってI奪要な政策課題になっています 移動と開発の「町

に相互関係があり、つながりが複雑であることを考えると、国際移動はアジア地域の最も顕著な問題に

なったと言えるでしょうし 

アジアは国際移動の多様かつダイナミックな流れを経験している発展中の地域です“過去 l0 年にお

ける国際環境の変化は、アジアの人口移動の流れに変化をもたらしました 出稼ぎ労働者が受けた影

響は最も大きく、A SEAN の場合など加盟国間の経済格差が原因となって地域内に大量の非熟練労働 
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者の不法移動が4 まれましノオ二（リーJノンダら、1997 年およびウォングブーシン、1998 年）J 非熟練労働者

の移動は、受け入れ国側に社会的な負担をかけます。例えば、チュラローンコン大学人口学部では、タ

イ国会の支援を得て「国際移動が出稼ぎ労働者の状況や人材開発に及ぼす影響」に関する調査を最

近実施しました この調査を行った背景として、タイがASEAN の中で国際移動の受け入れ閣であると同

時に送り出し国である閣のーつであることがあります。この調査の初期の結果として、タイではだいぶ昔

に根絶したマラリアや象皮病O)it1生菌などの伝染病が移動者と共に戻ってきているニとが判明していま

す。アジア地域におけるHI V/AIDS の急速な広がりが近年明らか（ニプぐっており、漁師などの特定の移動

者グループにおいて HIV の推患率が非常に高くなっていますじまた、移動者と土地の人たちとの間の

文化的な摩擦や、政治・社会・経済状況の違いもまた懸念される問題となっています, 

国際移動の状況はアジア地域内でも国によってそれぞれ異なるため、移動に関する政策が相反する

こともあります。労働者を送り出す国の政策措議は、外貨獲得のために労働力の移住の奨励および経

済危機によってもたらされた失業の緩和、国外移住者の権利の保護、不法就労の阻止という三つの問

題に取り組んでいます。これに対し、労働者を受け入れる側の国は合法的な移動を制限し、密入国を

阻止しようとします：,これらの国は外閣人労働者に対して厳しし、政策措置を講じており、j議用に関しては 

I 自国民優先」の政策を実施しています。しかし、とりわけ非熟練外国人労働者の需要が存在する事態

が多くの受け入れ国に存在し、それが経済危機によってさらに拡大しています, 

閣際移動に関する政策は、主権国家が自国の領土Pョ（ニ誰がどのような状況で住むことができるかを

決める権利を有するという前提に基づいているように思われます。しかし、地域協力や多国間協力のた

めには、現実的な移動政策や効果的な移動管理が早急に求められています。 

移動管理の有効性は、国際移動の原因、性質、流れのプロセスについての良い情報の有無や理解

の度合いにかかっていますc 移動の流れを維持したり生み出したりしているネットワークの重要な役割を 

解明する必要があります。また、政策考慮事項と、国家レベルだけでなく、移動者およびその家族や地

域社会のレベルで発生する移動の費用と便益とを天秤にかける必要もありますc これは、移動が社会経

済的開発および人材開発にも影響を与えると同時にそれから影響を受けていることに起因しています 

死亡率と出生率に関するグローバリゼーション 

第二次世界大戦以降、西洋の医療および保健衛生技術が大量に入ってきたニとにより、多くの途上

国で死亡率が急速に低下しました。アジアでは乳児死亡率も改善されています」1950年から1955 年｛ニ

かけて、出生 1,000 人あたりの乳児死亡率は 150 人でしたが、1985 年から1990 年にはニれが 100 人を

下回っています‘.平均寿命も40 年から70 年へと増加しています。1950 年から 1970 年にかけては、死

亡率の低下が依然としてかなり高い水準にあった出生率と相まって人口増加率を大幅に引き上げ、’ノ、 

口爆発」と呼ばれる現象を生み山しています。 

もうーつ重要な傾向が出生率です。高出生率から低幽生率ヘク）日・Iノ~軸筆命は前世紀の後’「了二】，; 

る世界的な傾向であったと言うことができると思います。途上国の出」 辛lは、TFR（合計特殊出1 中 i 

なわち現在の田生率水準で女性が生涯に生む子供の平均数）が1人当たり2.6 から 1.57 にi」ミ、 i ”ー二

とからもわかるように、非常に低い水準にまで下がっています。現在、途上国の出生率は人口の置さ換 
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え」可以この水準が長く続けば人口が増えも減りもしない出生水準のニと）、をド回っています‘ニ現在、 

先進国では、今の親の世代を子供によって完全に補うために女性が生涯に産まな【ナ; 1.ばならない子供

の数に、2 人を少し上回っています（再生産可能年齢に達する前に死亡する子・供を補うため） 

出生辛一，i途上国でも低下してし、ます。合計特殊田生率は中進国と比べて少し高いものの、合計特殊

出生率の減少率は中進国よりも高くなっていますr 

アジアの場合、各地域のTFRは、1960 年から 1965 年の期間と比べると1995 年から2000 年の期間

に急激な減少を見せています TFR の減少率が最も大きかったのは東アジアと東南アジアです，また、 

東アジアの大半の国において出生率が先進国と同様に人Ii c') f;?雄換え水準を下回っています‘.タイは、 

アジアの新興 I 業経済群（NI ES）以外の国の中で最も大幅な出ノ~ 1'I)減少を達成した国のーつである

ニとは注目に値します タイの合計特殊出生率は、1960 年～1965 Il り 6.4 .'ら、1985 年～1990 年の 

1.9 まで減少しています。 

死亡率と出生率が非常に高いレベルから普通またはかなり低いレベルへと移行する原因はIii'でしょう

か？この移行に直接的および間接的に影響を及ぼした要素としてグローバリゼーションがあります

例えば医療や知識のグコーバリゼーションは、とりわけ途上国における死亡率の減少に貢献いてし、る

ように思われ女」ーこれは、第二次Iii:界大戦の後に西洋の医療技術が大量に入ってきた後、ほとんどの

途上国で乳幼児死亡率が下がったことからも見て取るニとができます,，同時に、経済の自由イヒ【ニおける

グローパリゼーションは、消費者の噌好の変化や物質的欲求の増大へとつながるようです 人々はより

良い保健医療を求めるようになり、社会経済の発展は予防および治療を目的とした保健医療をより身近

なものにします 

また、経済のグローバリゼーションは、出生率の減少にも間接的に影響しているようです‘世界経済

が急激に変化した結果、社会に根本的な変化が起きましたc 夫婦は、子供の数が多いというニとは必要

なく、負担であると考えるようになってきたのです。つまり、子供を産む決断は、家族や子供への関心で

はなく、親（または個人）自身の充足感に基づいて下される傾向が強まっているのです（ファン・デ・力ー、 

1987 年）。 

イ スターリンo975 年）は、そのような移行は社会的関心から個人的関心への変ィトーである」一説明して

います、それと同時に、医学の進歩、とり才フ【ナ近代的避妊法の進歩によって、夫婦は家族の規模を思し、 

通りに管理するニとができるようになりました。さらに市場とマスコミの浸透は、品物が手に人るニとにつし、 

ての知識や商品全般に対する親と子供の願望に影響を及ぼす消費者の価値観の普及に貢献していま

す（クノーデル、チャムラティティロング、デバヴァラヤ、1987 年）。これらの要素により、子供を養うためと

夫婦のその他のニーズや願望を満たすためのお金がもっと必要になり、それがひいては子供の数を減

らしたいという願望へとつながるのです。 

さらに、現代社会では人的資本への投資（とりオフiナ教ii】が物質的欲求を達成するための重要な手段

となっています 高い教育を受けた人ほど、より良！，、I織業、ー“t、、より多くの給料をもらい、社会的に認

められる可能性が高くなりますC 現代の教育は子供たちの価値観にも変化をもたらしています。教育の

広範な普及は、未成年労働の利用を減らすものであり、親は教育の量よりも質に目を向けるようになりま

すc 
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同時にそれは人々（特に女性）の出生に関する選択に変化をもたらしました。教育を受ける機会が増

えたことにより、女性はフオーマルな経済部門への労働力としての参加といったこれまでなかった選択

肢を手に入れることができるようになります そのようなこともあって女性の間に子供の数を減らす傾山贈く

生まれたのです。 

つまり、子供の死亡率の減少と経済のグローバリゼーションの結果が結合し、家族の規模が制限され

るようになったのです〔．夫婦は、子供が早死にした時のために余計に子供を産んでおく必要性を感じな

くなりましたC 教育の広範な普及のおかげもあって、子供の労働力を目当てに多くの子供を産む経済的

な必要性もなくなりました。夫婦は子供の数よりも質に目を向けるようになり、それは子供の教育をとても

重視するアジア社会にも見ることができます．特に女性の教育水準が上がったことは、伝統的な姿勢か

らの転換をもたらし、避妊における革新を含む新しいアイデアや情報を受け入れる方向へと彼らを導く

要素であるとも見なされています。 

グローバリゼーションと人口の年齢構造の変化 

急速な出生率の低下と平均寿命の改善の必然的かつ主要な結果のーつとして、人口の高齢化と高

齢者人口の増加があります。これは20世紀に入ってから発生した現象であり、21世紀に入ってからも困

難な問題であり続けるでしょう。世界の人口の約 10%が 60歳以上であるとし、うのは興味深い事実ですっ 

2050年にはこの比率が 20％にまで増加しますこ国連データによる予測 (1998年）によれば、後期高齢

者または 80 歳以上の高齢者の比率が 1950 年から2050 年の間に8倍から~0倍増えると指摘していま

す。 

年齢構造が変化するのは途上国だけではなく、先進国でもそうした変化が起こり始めています。国連 

O998 年）によオー！ノば、全人口に占める高齢者の割合は約 20％です。タイのように低い出生率と低い死亡

率への人口転換を通過した途上国は、高齢イヒ（ニ向けた人口の年齢構造の変化と言う課題にも直面して

いますく；また、高齢人口の増加は先進国よりも途上国においてのほうがはるかに早い傾向があります， 

これは、20世紀の終わりに出生率が急激に低下したことによるものです。アジアの場合、高齢者人口は 

2025 年には 8.8％から 14.9%へと倍近く増えると見られています。 

人口の高齢化はアジア諸国の保健政策と人口政策の成功を意味するものの、増加する高齢者人「」 

のニーズに対応するケアとサポートの提供という意味で、個人、家族、地域社会、政府に新たな課題を

投げかけます。他のアジア諸国と同様、タイの場合も家族や子供は親戚の高齢者の面倒を見ることを期

待されています。タイにおける高齢者の家族のための扶助制度は、1人または1人以」二の成人した子供

との同居です。 

多くのアジア諸国が経験している急速な社会経済の変化を考えると、家族の扶助制度が崩壊する可

能性について大きな懸念が存在する一・ーブテ、大半の国では国家による支援が比較的低い水準にあります。 

グローバリゼーションによって人々の間に個人主義という現代的なものの考え方が浸透し、伝統的な家

族の緯が弱まる恐れがあります。また、最近のアジア地域における経済危機が家族扶養制度に影響を

及ぼす可能性もあります。 

もうーつ注目しておく必要があるのが、高齢者の健康です。タイで繰り返し行われた調査では、高齢 
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者の間で経済問題と並んで健康が深刻な問題となっていることがわかりました。人口の寿命が延びたか

らといって、健康が改善されたとは限りません。データは、寿命が延びれば延びるほど、健康な期間が

減少することを示しているように思われます。今世紀には、高齢者の数と割合が着実に増加し、公衆衛 

‘1 や社会福祉tノ）制度に対する新たな需要が生まれることになります（ラッフオロとチャョヴ・ノ’ン、1998 

iiソ 

グローバリゼーションと人口と環境 

最近、地球環境と持続可能な開発が大きな関心を集めていますが、増すー力の環境悪化の根底【ニ

ある原因にノx、ては論争がまだ続いています。世界人口の急増は環境問題の主な原因なのでし」：う

か？それともそれは誤った政策や管理および消費パターンによるものなのでしょうか？ 

発生する環境問題の多くはーつの国や地域の境界内に限定されたものではなく、地球規模の影響を

及ぼすものです。これらの問題には、大気汚染、地球温暖化、淡水の枯渇などが含まれます。 

人口とグローバリゼーションと環境の間の関係はかなり複雑です‘ン先進国にとっては、人口増加が非

常に低く抑えられており、先進国の中には人口が減少する国も出てきているものの、ニれらの国の消費

需要は依然として非常に高い水準にあります。世界人口の約 17％を占める先進国は、世界のエネルギ 

ーの半分以上を消費しています。さらに、これらの国の中にはいまだに輸入ェネルギーの供給に大きく

依存している国もあります。ー方、世界の人口の76％近くが暮らす途上国は世界のエネルギー消費の3 

分のlしか占めていません（ポピュレーション・リフアレンス・ビューロー、1999 年）。 

途上国の人口は先進国の人口と比べて消費するェネルギーが少ないものの、これまでの急激な人「」 

増加と近代的な産業部門とサービス部門に関する経済管理の失敗が相まって、天然資源の過度な開

発が行われてきました。さらに、グローバリゼーションによって途上国の人々の消費需要が増えているよ

うに思われます‘，環境悪化の原因としてこれらすべての要素を挙げることができますが、これがひいては

健康への害などといった生活の質の問題へとつながり、それが将来の世代を犠牲にした資源開発（す

なわち持続可能ではない開発）を引き起こす可能性があります。 

グローバリゼーションと人口政策 

グローバリゼーションの進展は、人口政策にも影響を及ぼしますっ個々の国の政策よりも地球規模ま

たは国際的な政策が重視される傾向があり末す。そうした傾向の証拠を世界人口会議に見るニとができ

ます。世界人口会議はこれまで合計 5 回開催されています。1954 I l.I: 1965 年に開催された最初の 2 

回の会議は、人口統計学の専門家を対象とした会議でした。1974 」 1 の第 3 Il.l会議以降、世界人口会

議は閣連の・1三催により 10 年おきに開催されています（デバヴァルヤ、1999 年）'.1974 年から 1994 年に

かけて、世界人口会議では政策立案者、政府代表、関連機関のその他の代表が・ー・ー堂に会し、グローバ

ルな人口政策のようなものを作ることを目標としてきたのです、 

1994 年にカイロで開催された国際人口開発会議は、人「」政策にグローバルな視点を盛り込む意図

を明確に反映していました。この会議では、参加国による決議に加え、提案、行動の詳和It 計画、違成

を評価するための人口指標などが出されました。また、5 年後の 1999 年には行動計画のフオローアッフ 
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を目的とした「にPD+5」という会議も開催されています。ICPD+5はにPD行動計画の実施における成功

や障害の検討と評価を行っただけでなく、3994 年の行動計画ではまだ漠然としていたいくつかの課題

の量的目標を明確にしたほか、今後 15 年間に実施する人口政策のためのガイドラインが追加されてい

ます 

'994 年のにPD で承認された行動計~d“は、人口と持続’iiI能な開発に関するグローバルで総合的な

視"5を示しています。自由化の政治情勢は、男女平等、人権、市民団体の役割、人材開発といった懸

念課題に対して大きな影響を及ぼすことは注目に値します二 

1994 年の lCPD 行動計画は、広範囲のテーーマを網羅しています。人口と開発に関する行動計画は 

16 章からなっており、I）人口，！景気拡大と持続可能な開発の関係、2）男女平等と女性のエンパワーメン

ト、3）家族、4）人口の増加と構造、5）リプロダクティブ・ライツとリプiコダクティブ・ヘルス、6)健康・疾病・死

亡率、7）人口分布・都市化・人口移動、8)国際移動'9）人口・開発・教育、10)テクノロジー・研究弔溺亡な

どのテーマが網羅されていますc 

1994 年のにPD は家族計画プログラムの性格を変え、家族計画は「リプロダクティブ・ライツとリプロダ

クティブ・ヘルス」というテーマのもとでの問題となりました。1994年のにPDは、リプロダクティブ・ヘルス・

サービスの質と散を重視し、対象者の要求や権利により大きな関心を払い、女性の権利や男性が家族

の中で積極的に模範を力刊ーことに重点を置いています。チャョヴァンとペレーカとラッフオロ（2000 年）は

次のように述‘くぐいます“「リフロダクティブ・ヘルスは、女性の健康を提唱する人たちがプライマリー・ヘ

ルス・ケアの構成要素、とりわけ家族計画と母子ケアの実施に対する懸念を表明したことに対応する意

味もあって誕生した概念です。これらの人たちは、多くのプログラムが個人の治療よりも目標の達成に重

点を置いていると主張しています。こうした批判は、避妊具を配るだけでは出生率のさらなる低下にはつ

ながらず、ケアの質を喧L」二させて避妊具が継続して使用されるようにする必要があるという意見とほぼ―

致していました‘」 

「リプロダクティブ・ヘルス」は、「肉体と精神と社会のすべての面において健康な状態であり、単に病

気や疾患が存在しないことだけでなく、生殖器官およびそれに関連する機能や生まれてから死ぬまで

のプロセスを含むすべての事柄」と定義されています。リプロダクティブ・ヘルスを提供する際の要素とし

ては、I）家族割亜1. 2）母子保健、3）不妊症の予防と治療、4）中絶合併症の予防と治療、5）性行為感染

症および HIV/AIDS の予防と治療、6）性教育の推進と提供、7）生殖管悪性腫蕩の予防と治療、8）若者

のリプロダクティブ・ヘルス・ケアのための情報とサービス、9）再生産年齢後の健康と高齢者のためのサ 

ービス、などがあります、 

いずれにせよ、好むと好まずにかかわらず、「リプロダクティブ・ヘルス」は国の人口政策に大きく影響

を及ぼす世界規模の問題のーつになってきています。国際機関も多額の投資を行ってこの問題に関す 

るプログラムや調査を実施しています。人口統計学者として、健康や人口と環境の間の相互作用以外

にも人口統計学的プロセスの傾向や低出1 辛ミ、国際移動、人材開発など、私たちが見逃してはいけな

い人口統計学的な側面がまだ他にもあると感じています亡 

国の人「1政策に影響を及ぼす世界人口会議の行動計画以外にも、国連やNGOなどの国際機関は

特に途上国において人「」政策の実施やその支援における役割を増しています。 
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結論 

第一番目の千年期に入り、グローバリゼーションは以前にも増して人ロや持続可能な開発の問題と

の相互関係を増しています グコーパリゼーションは、人口問題に良い影響●与え本ば悪い影響も与え

ます 

好むレ好まずにかかわらず、グローバル化されナー世界 7ではグローハルな人口政策い支配的《なリます

国の人口臓題は別の国にも影響を及ぼりーゾ）です こうした問題と耳ヌト〕組むブ二めには、私‘ちはも／一ー 

総台的な取り組みを行う必要かあり、国家間の協ブJf 、りト必要となります誠意いある援助馴協力か重

要です しヲnし、グローバルな政策をすべての国に適用してはいけませんし各国がグローハルな人「1目

標を共有することはできますが、他の国や国際機関の援助や支援を得ながらも自国の優先順位は自ら

決め、自フの方去によーてそうした目標を達成する必要があります 
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ディスカッション 

マリムトウ議長： プラチュアモ・ルッフオロ教授は、病気の感染、出生率と死亡率の低下、そして我々 

のだれもが直面することになる高齢化の問題、女性の問題と課題、環境の劣化、そして最後に人口政 

策について講演されました。皆様のコメントや提案をお聞かせ願えればと思います 

Lakshman Singh 議員（インド）： リプロダクティブ・ヘルス・ケア、高齢化の問題、二れて人口と関

連のあるその他の問題についてお話をされました。これらの問題と取り組むため、アジアにはありとあら

ゆろlip類の芽H‘戸‘が大量に生産されています。ホメオパシーも世界で認められている治療法のーつで

り一 、i、ら‘iJ'II 産を普及させ、薬草をもっと医療で使用し、これらの問題に取り組むためにホメオパシー 

の研究をもっと行ったらどうでしょうか？ 

ルッフオロ教授：現在、タイでは役に立つ方法のーつとして厚生省が伝統医療の普及に務めていま

すが、この分野では多くの研究がまだ必要！・さi1ています。タイにはバイアグラの効果をもつ伝統医療も

ありますがこれらの問題に取り組むために，i，、主ず倫理上の影響を調査する必要があります。これらの

薬の調合を明らかにすれば、特許の問題が起きる恐れもありまー,ー‘ 

Kelly Hoare 議員（オーストラリア）：グローバリゼーションと環境への影響に関する先生のコメントに

興味を持ちました、途 I:国に進出している多国籍企業がもたらす経済効果や利益に関する先生のコメ

ントに興味を覚えたのですが、経済的利益が環境破壊を弓は起ニすこともありますj 多国籍企業に対す

る国際的なガバナンスのようなものが必要ではないでしょうか？ 

ルッフオロ教授： 多国籍企業が利益をもたらすこともあるが、環境を破壊することもあるとし、うのは事

実です』この問題については、一国、特に途上国が十分な力を発揮できないので、国連やNGOなどの

国際組織カにれを行うのがよいでしょう。 

Zhu Xiangyuan 議員（中国）：これは非常に興味深いトピックです。グローパリゼーションは人口間

題と直に関連しています。先ほど国際移動が環境科学やテクノロジーに大きな影響を持つとおっしやい

ましたが、そのスピーチに私たちは大きな感銘を受けました．,ノ、口問題の解決は、各国の努力にかかっ

てし、ることを付け加えておきたいと思います，,先生は、タイが人口問題解決に大きな成功を収めたとお

っしゃりましたが、私は中国もかなりの大きな成果をあげたと考えておりますり 

中国は、経済を発展させ、社会開発を達成すると同時（ニノ、口関連の問題を解決するために多大な努

力を払ってきました。こニ 20 年から30 年の間に、我女の努ノ-J【ニよって出生率は 5.8 から2.8 へと減少し

ています。出産率や幼児死亡率も大きく下がりました。50 年前は、1000 人生まれた幼児の 200 人が死

亡していましたが、今ではその比率は非常に低くなっていますり平均余命は 35 年から70 年へと増えま 
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した中閣人「1が世界人口に占める比率も25‘拓から 20%まぐ減少し、今後さらに 6 分の I まで減少り

ると思われます‘日1日、ある専門家の方が来世期には中国の人口がI」：iめる割合は 10％までトがるだろ

うとおっしゃっ（いまし11，ン 

人口関連問題を解決するためには、私たちは環境に目を向け、こうした要素の間の組織的開発を促

進して持続可能な開発を津成Lなければかりません 私たちけゲローバルか視点を持っと同時に、国家

間相互の交流や協力を高めていく必要がありますにれらの活動は政府間レ,ノぐルおよび国会議貴間レ

ベルの交流や協力の推進に役立つでしよう。そのようなわけで、あなたのご意見にまったく同感です 

ルッフオロ教授： 確かに中国は出生率減少の実績を誇りに思ってよいと思います。 

Timothy Higham 国連環境計画（UNEP）地域情報担当官： ォーストラリアの Kelly Hoat・e 議貴

からの質問に対する回答に少し付け加えさせていただきたいと思います。UN EP は、環境問題に対する

組織的な対応を行うために設識された国連機関ですので、UN EP は環境問題に対する合意や政策対

応に関する情報に関心があれば喜んでそれを提供いたします。 

Luvsanvandan Bold 議員（モンゴル）： 人口構造が「ピラミッド型」から一弾丸型」へと形を変えたこ

とについて質問させていただきますて，人口が 240 万人のモンゴルの場合、政策のほとんどが人口を増や

すことに向けられていますJ わが国は I0 年前に中央計画経済から市場経済の移行を開始しました。子

供の数は減り、乳児死亡率が減少したことはよかったのですが、人口の増加は十分ではありません。わ

が国はとのよう牟政策を行ス．ばよいのでしよつか？世界の傾回に従えばよいのでしよっか？どっすれば良

し、とお考えですか？ 

ルッフオロ教授：モンゴルは特別なケースです。例えば、妊産婦死亡率は依然としてかなり高い水準

にありますー話の最後にも申し上げたように、ーつの処方笑をすべての国に適用するわけにはいかない 

U〕ぐ、どJ〕国も独自の目標を掲げる必要があります。人が多りざないという幸運な立場におられるわけ

ですから、国民のための人的資本にもっと投資することができるのではないでしょうか‘モンゴルは人材

開発の面でかなりの実績をあげられるのではないでしょうかこェイズ患者もまだ1人しかおらず、保健面

も良いでしょう、植物の生育環境が厳しく、植生に適さない地域が貴国には多いので、人口を増やすの

であれば、食料需給の問題を明確にしておく必要があります。 

Anne Tolley 議員（ニュージーランド）：非常に興味深く、示唆に富むスピーチをありがとうございま

した一人口移動について先生とお話したいと思います,ニュージーランドは人口が少なく、貿易国であり、 

輸出している・・一一一次産品を非常に効率良く生産していますc ニュージーランドは人口の流出と流人の双プJ 

の問題を抱えています。現在、一次産業に従事する人たちの数はどんどん減少しています。社会の教育

水準は非常に高いのですが、多くの高学歴の人たちが国外へ流出しています。ニュージーランドの経

済があまり強くないため、彼らは給料が高い英国、アメリカ、オーストラリアなどの先進国へ行ってしまう 
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のです。これは、大量のノ'.1コ流畠をわが国にもたらしていますく最も優秀な人たちのこうした流出もあっ

て、ニュージーランドの人口は減少していますc アジア諸国の中に同じような問題を抱えている臓はある

のでしょうか？同時に南太平洋の国々から見れば豊かな先進国で、多くの人々が移民を希望し、労働力

として入ってきます二しかしながらこの移民の大半は未熟練であるため、教育費用も二重にかかります：, 

この問題にはどのように取り組めぱよいのでしょう？ 

ルッフオロ教授： これは非常に困難な問題です“タイも、流入と流出の面で同じような問題を抱えて

し、まー仁,タイ人は（漁業など）特定の職業に就かないため、ビルマからの移民がこれを行ってい末す 人

材開発を改善する・つの方法として、アジア諸国の間で協力を行い、人間を国外に出す自永ニ各国で研

修のようなものを行ってはどうでしj：うか。タイでは、労働福祉省がそのようなことを行っています 私の調

査でも、移民自身も言葉や文化の面で苦しんでいるため、そうした研修を受けたがっているとし、う結果が

出ています。多くの国が国外からの労働力を必要としているため、それは重要かつ不uj避な問題です

国連などの機関の後押しを受けた国際的な協力が必要なのではないでしょうかY 

マリムトウ議長： 国際移動は非常に重要なトピックです。出稼ぎ労働者はここに集まっている国のほ

とんどすべての国に存在し、マレーシアには 160 万人がいます。これは短期的な政策でしかありえなし、 

ニとです、・ー定の期間が過ぎれば、彼らはより高い技能を身につけ、より多くの報酬を求めるようになり、 

非熟練労働者として働くことを拒むようになります。ニュージーランドでも同じようなことが起き、ルッフォロ

教授がおっしゃるように、国際的な観点から政策や解決策に目を向ける必要があるのではないでしょう

か。未熟練労働者を輸出できる国はあるに違いないと思いますが、短期的なものとなる可能性もありま

す ニれについて（1Jかご存知の方はいらっしR4、ませんか？ 

Princess Sisowath Santa 議員（カンボジア）： 国際移動に関する先生のコメントについて懸念を抱

いています。発表の中で、先生はそれが経済的なずれや未熟練の不法移民を生み、先進閣に多くの

問題、とりわけ HIWMDS の問題や社会的負担を生じるとおつしゃし、ました。しかし、途上国であるカン

ボジアの場合、特に経済、医療、国際文化の領域において国を閉塞状態に追いやるほど大量の国際

移動があります わが国はこれらをすべて吸収する準備ができていませんc 途上国に先進国からも含め

て大量の移民が流入するとし、う、逆の状況にはどのように取り組むべきだとお考えですか？ 

ルッフオロ教授： これを問題として見れば、アジアのどの国も同じような問題を抱えていると思います‘ 

先進国からの移民は大抵の場合ホワイトカラーであるため、移住する国の経済発展に貢献することがで

きます：ン先進国間の労曇者の移動について言えば、HIV/AIDS や麻薬の問題を含めてタイにも同じよう

な問題があります‘鎖国弓るニとはできないですし、グローパリゼーションの傾向というのは世界に向け

てもっと国を開いていz、なければならないことを意味しているので、今のところこうした問題を避けるニと

はできないと思います。ASEAN のような、地域内の協力に解決策を見出していかなければなりません‘ 
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マリムトウ議長： 途上国から来る人たちが熟練労働者であれば、それは知的資産となります一 

Princess Sisowath Santa 議員（カンボジア）： 技能や知識を持ったノ、プとちがやってくるのは利益

のためだと思います。私は、国外から来る人たちが社会開発に貫献する代わりにより多くの問題を持ち

込むことを心配していますり 

マリムトウ議長： 知的労働や熟練労働を提供するために人々が短期間やってくる場合は良い影響と

悪い影響があるでしょうが、良い影響が悪い影響をl二回ると思います。 

ルッフオロ教授： どの国も恩恵を受けてよいと思います。その人がどこから来たからといって、型には

めることはできません“先進国はどこも「途上国の人たちは収入を得ることだけを考えていて、援助してく

れる国に貢献しようとは思っていない」と考えているかもしれません。それは他の衝突を生む恐れがあり

ます。人口移動はただ人が移動するだけのこととして割り切り、それから互いに利益を得るようにすれぱ

よし、のではなし、でしょうか。 

Paturungi Parawansa 議員（インドネシア）： ルッフオロ先生に提供いただいた貴重な情報に感

謝いたします‘移動者、特に未熟練労働者の権利を守ることが困難な国がー部にあります。タイがニの

問題とどのように取り組んだか、特に女性労働者に関してどうしたかについて教えていただけますか？ 

ルッフ月口教授： わが国では、漁業や建設などに出稼ぎ労働者を必要としていたため、かなり柔軟

な政策を用いていました。しかし、金融危機以降は引き締めを行い、失業したタイの労働者を優先して

います。出稼ぎ労働者に対する需要は依然としてあり、これらの人たちの福祉と人材開発にもっと注意

を払う必要があります一 

J.R. Nereus Acosta 議員（フイリピン）： グロー・・バリゼ ンョンとノ、口構造の変（ヒ【ニ関する部分に・つ

し、て短し、コメントを述べさせていただきます。ルッフオロ先生は、1997年以降アジアを襲った経済危機が

家族制度に悪影響を及ぼしたとおっしゃいましたが、これはアジア文化全般の拡大家族のニとをおっし

ゃっているものと理解しました。 

ニれに対して少し異論があります。つまり、このような家族制度があったために経済危機の悪影響が

緩和されたのではないかということです。事実、拡大家族制度は紛れもない自己充足的な福祉制度とし

て機能しました‘タイやフィリピンなどの国では、拡大家族制度がなければ経済危機の影響はもっと大き

くなっていたでしょうぐ家族の蓄えを使うとか、大叔父や祖父母がいることによって家族が支えられ、失業

やその他の経済危機に関連した問題の影響を和らげることができました。それについてコメントをいただ

けますか？ 

ルッフオロ教授： 経済危機の影響に関しては、家族は短期的には人々の支えとなり、人々のつなが 
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りを強めました，，私が指摘したかったのは、長期的に高齢化などの問題によって福祉を必要とする人が

増えるとし、う問題があり、福祉制度の準備が間に合わないということです。家族だけでこれに取り組むこ

とはできず、特に経済危機によってそれは難しくなっています。誰が一番困っているかと尋ねると、I 子

供」という答えが返ってきます。「高齢者」と答える人はあまりいませんし 

J.R. Nereus Acosta 議員（フィリピン）： タイ社会では高齢者が比較的尊敬されぐいて、家族の義

務が存在するにもかかわらずですか？ 

ルッフオロ教授： はい、そうです。人々は、すべての人を養ってゆくだけのお金を持っていないので

す。今タイでは家族制度への支援を開始し、まず高齢者の責任を家族に持たせようとしています それ

でも政府は保健医療や何らかの福祉制度で手を差し伸べる必要があるでしょう 

失業した人は、子供を良い学校に行かせることもできないので、家計を切り詰めなければならず、そ

のしわ寄せが高齢者に行くのです、 

J.R. Nereus Acosta 議員（フイリピン）： タイの養老施設はどの程度普及しているのですか？ 

ルッフオロ教授： タイではあまり普及していません。大半の高齢者は子供と暮らすことを好みますっ

そのうち高齢者の教育水準が上がるとこれも変わるかもしれません。ライフスタイルの異なるこの世代は

まだその年齢に達していないのです。 

出生率の低下によって高齢化は世界規模の現象となっています 死亡率を上げたいと言う人はいな

いので、この新しい年齢構造を避けることはできませんり私たちにできるのはニの傾向を受け人れ、でき

る限り問題を解決してゆくというニとだけです‘.タイでは、出生率が人口の置き換え水準を大きくド圃って

いないかどうかの調査が行われています“タイのほとんどの人たちは、人口の蹴き換え水準に近い 2 人

の子供を欲しがっています。しかし、経済危機によってltl生率が人口の蹴き換え水準を大きくド回る恐

れがあります， 

辻井 博 教授（日本）： 拡大家族が経済危機の悪影響やグローバリゼーションの悪影響の収拾に

果たした役割にノフレ、て、1998 年にI」1版されたジョン・グレー氏の”Fallen Stone”と題された本をご紹介し

たいと思います，これは日本語にも翻訳されているので、非常に有名な本だと思いますっ彼は、グロー 

バリゼーションが家族の緯に及ぼした悪影響を指摘し、グローバリゼーションは両親が労働市場で働く

ニとをと余儀なくすることによつて家族の緯や人々を結びつける社会機能を破壊すると述べています‘． 

マリムトウ議長：国境を越えた子供の人身売買の問題を提起したいと思います、二）した違法取引はど

の程度行われていて、国内外にどのような経済的影響を与えているのでしょうか？ 

ルッフオロ教授：女性や子供の人身売買を罰する法律を各国が採択すべきです こうした法律は効果 
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的に施行する必要があり、監視には幽際機関も協力できると思いますG 

J.R. Nereus Acosta議員（フイリピン）： 現在、わが国では国会で人身売買禁止法について議論し

てし、ますニ罰則や整備される法制度などの面で画期的なものになると思います。フィリピンはこの種の取

引の大きな犠牲となっている貧しい国のーつです。「文通で決まった花嫁」や「ェンタテイメント」などの

名目で、彼女たちは強制売春に利用されます。わが閣は事態の掌握に多大な努力を払っていますが、 

状況の複雑さも理解しています。こうした人身売買は、グローバリゼーションの暗い側面です：二わが国は 

3 MOOフ丁ノ、いる労働者のうち600万人が海外で働いています。これは世界的に見ても最大の比率であり、 

悲しいことにその大半が女性です。 

香港やシンガポールや中東のメイド、サウジアラビアの建設労働者、その他の地域の専門職などがい

ます。医学部や法学部の1人あたりの卒業者数は最も高いのですが、その大半はフィリピンに残りませ

ん。わが国は、ブルーカラーとホワイトカラーの労働者を世界中に供給しており、女性や子供の違法な

売買が占める比率は高くなってきています． 

ラクシュマン・シン議員“ンド）： インドでも、子供の人身売買に関する法案があり、厳格にフオロ 

ーアップを行っぐいます。 

Amy Kimオブザーバー（韓国）： 違法移民の増加について触れておきたいと思います。多くの人

たちが北朝鮮から韓国、ロシア、中国へ脱黒していますが、当事国も国際社会もニれらの人たちに何も

策を講じていないように思われます。つい最近、国連カにの問題への対策に乗り出しました。この問題

に対するご意見をお聞かせ願えますか。 

マリムトウ議長： 私たちは他の国についてコメントする立場にないと思います。セミナーやワークショ

ップを通じて人々にこの問題について知ってもらい、それから私たちが政策に影響を思すことができる

でしよう。 

桜井新 議員（日本）： グローバリゼーションと家族の粋の弱体化について申し上げます 私たち

は、目標と手段を混同すべきではありません。私たちはー度しか生きないのですから、幸福な人生を目

指すべきです二私たちの努力や規則は幸福な人生に向けられなければならず、私たち自身が支配され

るほど厳しい経済規制を課すべきではありませんc これらすべての問題を包括的な視点から見ていく必

要があります。一つずつの問題に目を向けてゆくと、目標を達成することができなくなります。私たちの

討議もこれを全体としてトータルに見る必要があります。 

経済やお金、技術などは幸福な生活を送るための手段であって日的ではありません。しかし、現代の

社会ではお金を得ることが目標のように扱われています。このように現代社会において手段と目標が混 

~i了1されてし、ることが問題だと思いますに；世界中が競争上の優位性や自由競争といった問題に直面して

おり、それに支配されています。これは私たちの世界であり、私たちにはテクノロジー、科学、さまざまな 
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産業を持っていますが、破壊を弓は起こしているのは私たち自身です。状況を分析し、効果的かつ断固

とした規制を実施する必要があります』この種の研究にもっと力を入れることはできないでしょうか？ 

マリムトウ議長： 断片的な方J、でn．ノにく、問題と総合的に取り組まなければならプ熱、としら、桜井先 'I 

からご提案いただきました最後の非常に賢明なコメントをもちまして、このセッションを終 rさせていプ‘ニプご

きたいと思います、． 
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セッションVII 

20 世紀の人口と開発 

121世紀における国会議員のイニシアティブー 

議長： コリン・ホリス議員（オーストラリア） 

パネリスト： 

Luv'sanvandan Bold 議員（モンゴル） 

.J anigrybek Bokoshov 議員（キルギスタン） 

(:hay w'ai Chuen 議員（シンガポール） 
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セッションVII 

20 世紀の人口と開発 

-21世紀における国会議員のイニシアティブ 

議長 コリン・ホリス議員（オーストラリア） 

パネリスト‘ 

Luvsanvandan Bold 議員（モンゴル） 

Jamgrybek Bokoshov 議員（キルギスタン） 

Chay Wai Chuen 議員（シンガポール） 

このセッションではコリン・ホリス議長によって、本会議の各セッションの要約が行われた。ニの要約に基づ

いて、セッションの議題である「アジアにおける人口と開発の検討と国会議員のイニシアティブ」につし、 

て討議が行われた。 

このセッションのテーマの国的は“20 世紀の人口と開発に関連する問題の状況を振り返り、21世紀にお

ける国会議員のイニシアティブについて話し合う”ことにある。 

議長による要約 

セッションI：人口と持続可能な開発 

1.リージェイ・チョー東西センター上級顧問 

チョー氏は、重要な展開の概要を提供した。世界人口は 2050 年ごろまでに 90 億人に達し、その 

90％が低開発，ョ【ニ暮らすことになる（現在は 80%)c その人口増加の97％がアフリカ、アジア、中南米で

起きると予想されているしインドと中国の人口を合わせると30 億近くに達する。多くの大都市では、人口

の半数がスラムや無断居住者の定住地に暮らしている。2006 年までに世界の人口の半数以上が都市

に住むことになる。途上国の都市人口は、先進国の5倍以上の速さで増加している‘ 11」：界および地域規

模の環境問題としては、大気・水質汚染、水不足、砂漠化、森林破壊などがある。我々は、予想される

人I.1増加を最小限にとどめる、そして今後の食料需要を満たす方法を見出すという 2 つの課題に直面

してし、るく‘ 
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増える人口のための食半ト 

増加する世界人「Iに食料を提供することは技術的には可能だが、貧しい国々の負担は大きすぎるかも 

しれないf 農業生産力の向上、天然資源ベースの保存、人裂の安定化の組み合わせに解決策があるc 

環境面での制約：空気と水 

人口規模は環境悪化におけるまさに最重要要素である。アジアにおける化石燃料からの二酸化炭素

排I.. 」量は30年間で世界全体の25％から3O%'-と増加すると見られているう現住、絶対的水不足又は

水が不自由な状態にある国が 29カ国あり、そこに約 5 億人の人たちが暮らしている 

人口の増加を減速させることにより、環境を保全し、貧困を緩和するための努力の成功に必要な時間

を稼ぐことができる．持続可能な開発の本質は、未来の世代も天然資源を必要に応じて利用できるよう

に現世代が利用するニとにある。 

2．辻井博教授（京都大学） 

穀物の備蓄率は、1987 年以降下落傾向にあります。現在の WTO の枠組みに基づく市場原理主義

はこの備蓄率を低い水準に保つだろう。急増する人口に対処するためには、穀物収量が年に 3％ずつ

増える必要があるが、実際の増加率は 1％ほどである。いくつか考慮に入れなければならない展開があ

る 農業生産用の水の不足は、アジアで特に深刻になっている‘穀物の適耕地と作付面積は過去 20 年

の間に減少している。人口は増加し、食事のパターンも変化している凸 wT0 の自山化は、人口密度が

低い国々での食料生産の増加につながる。これがひいては価格変動と環境への配慮の低下へとつな

がるく‘アジアの飢えた人たちは大きな危機に直面する。WTO の農業貿易自由化の代わりに、地ルで生

産した米と自給自足を行えば、環境破壊を最小限にとどめ、価格を安定させ、貧困を減らすニとができ

る‘: 

3．張懐西議員（中国） 

アジア諸国ならびに世界全般が、かなり長期にわたって人ロ、資源、環境、持続可能な開発に関連し

た問題に直面することになる。中国は、改革を進めて経済を発展させながら、人口増加を厳しく管理し、 

家族計画に関司ーる基本的国家政策を支持し続ける二同時に、科学技術の進歩を資源保護と汚染防 ti 

に応用していく 

4．ラクシュマン・シン議員（インド） 

インドでは、人「I増加は開発の目標を達成する際の大きな障害と見られてきた。森林伐採、湿地やi可

川の汚染、沿岸部の破壊、有害廃棄物など、インドは多くの環境問題を抱えている，，天然資源の急速な

消費と増え続ける人たちが出すゴミの増加によって環境への負荷が増している。 

ディスカッションでは、来年の重要議題として水を井スり上げることが決支った。自給自足について論じ

る際は、食料の「文化的側面」（例えば「米」）を考慮に入れる必要があるcwT0 の自由市場的アプロー 
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チは、特に貧しい国にとって逆効果となる可能性がある.、環境への配慮の面からも、人口密集地の近く

での食料生産が好ましいと言える 

セッションII：人口と健康 

ソムサ・チュンハラ タイ国保健省衛生政策計画局長 

ノ、「」動態の変化と健康問題の変ィヒiニ基づいて健康のシステム的視点が導人された：死亡率を低下

させるにあたり、成人女性の場合は所得水準よりも教育水準や知識の向上のほうが賞献するようであるc 

健康は、個人（遺伝子、行動、信念、霊性）、環境（経済、生物、人口、教育、安全保障、コミュニケーシ

ョン、テクノロジー）、保健制度の間での相互作用の結果として見られている‘．保健制度において重要な

のは、公正さとカバレージ、サービスの種類とレベル、質と効率、そして官民の区別である。「医療サー 

ビスの改善は健康の改善につながるか？」、「健全な公共政策は健康の改善につながるか？」、「公衆

衛生への支田を増やすことは健康の改善につながるか？」、「サービスの数を減らして健康を改善する

ニとは可能か？」など、いくつかの重要な問題が提起されたe 

健康は（医療サービスの改善だけでなく）健全な社会政策の結果である。健康は財産であり、開発の

最終目標でなければならない。経済学者はますます「社会資本」を重要な資産として認識するようにな

っている。グッド・ガバナンスが必要とされている。これには公平さ、効率、品質、反応、信頼性が必要と

される。 

セッション皿：HI V/AIDS の衝撃 

スティーブン・J・クラウス UNAIDS 渉外アドバイザー 

統計とビデオを」1」い、今なお HIV/AJDS が国会議員の取り組みを必要とする問題であることが主張さ

れた。良い人たちに良い情報を提供すれば、良い決断が下される。国会議員には四つのレベルで果た

さなければならない役割がある‘」 

1） 政治指導者として批論に影響を及ぼし、関連する問題についての一般の知識を高める。 

2） 立法者として国会で法案に票を投じ、法律が人権を保護し、効果的な予防策や介護策が確実に

講じられるようにすることができますっ 

3) 閣民の代弁者として政府、民間、市民の関与を弓は出して、この病気に対して適切な対応をする

ことにおける自らの社会責任を発揮する, 

4) 資源を動員し、人権の原則を踏まえた効果的な HIV/AIDSブログラムを支援するために財源を割

り当てることができる 

差別は HIV!AIDSと共に生きる人たち、影響を受けていると思われる人たち、そしてそれらの人たちの

家族や闘僚がこの病気から受ける影響をさらに大きくする， 
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セッションN：人口と社会開発 

ヴィエンビニド・ローラ ESCAP 社会開発局長代行 

世界社会開発サミットから5 年後のアジア太平洋地域における社会開発についての情報や見解を

提供する論文が紹介された。 

前進と制約 

ESCAI 地域における社会開発の最も注目すべき特徴は、その空間的不均一一一ーさと時間的不規則さ

である。貧困、りf 用機会の欠乏、社会の摩擦などから生まれる問題が深く広い範囲に及んでいる国も

あれば、それがはるかに少ない国らある。アジア太平洋地域の社会開発アジェンダが採択された 1990 

年代(均］めから中ごろにかけて、問題の克服はかなりの進展を見せたものの、ここ2年でその速度が

低下しており、国によっては逆行しているところもある。 

大きな進歩が遂げられたにもかかわらず、新しいミレニアムの幕開けと共に地域内には社会開発面

の課題が山積Lてし、る 貧困は根深く、特定の地域に限定されており、地域内の何百万人もの人たち

が貧困から抜け出すことができず、医療、教育、その他の基本的な社会福祉を受けられない状況にあ

る。失業も依然として深刻な問題である。社会的統合の目標はほとんど達成されておらず、問題を克服

するための手段は適切とは程遠い状況にあるし 

手段と制約 

a. 目標設定：目標設定にたいする取り組みは様々だが、改善の対象となる特定集団で改善がはか

られ、それらの集団に対する社会サービスの提供が推進された。 

b． 政策立案と法律引-iii度の整備：進捗状況を公」】三に評価した場合、域内の諸国のほとんどの政府で

は政府に、統治能力や夫施スタッフを満たしているが、まだ実施プログラムの不備や財源不足に

苦しんでいる。 

C. 統治】「諸政府は、優れた統治に向けた官僚の能力開発を怠っていない」と結論づけることができ

る。当然ながら教育や研修に終わりはなく、ニれから数年続くと考えられる。 

d． 資源の動員：全体として、資源の動員であらゆる努力をし、随所で成功は見られたものの、域内の

経済的制約には相変わらず厳しいものがあった。国家財政は大体が赤字、そして地方自治体も

大半が赤字であり、当座の運営要件を満たすのがやっとだった。 

開発の現状、人口・経済・政治の傾向の概要が述べられたc 社会開発政策面での意り」イrいと

しては、社会政策が域内社会開発政策および世界社会開発サミットで指摘された 3 大小大問題

―すなわち貧困撲滅、雇用拡大、社会的統合ー一に引き続き取り組まなければならない こ

うした動向や問題と、若者や高齢者、女性、障害者といった社会で不利な条件に置かオtプ二集団

との関わりについては、現時点ではまだ明確ではなく、社会政策の中で適切に扱われるか否か

によって、こうした集団の福利推進の成否が決まる。 
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政府は、社会開発を実行する中心として、域外の世界で現在生じている動きや問題の意味合

いを考慮しつつ、部門レベルおよび不利な立場に置かれた集団のレベルにおける社会開発の目

的の迅速な実現に役立つイニシアティブや手段に政策を絞り込む必要がある。また、こうした

政策は、適切なすべてのレベルにおける社会開発という目標達成を加速する手段として、環境

整備の推進、能力開発、パートナーシップの推進、適切なガバナンスの推進、域内支援の流動

化を目指すものでなければならない。 

セッションV：第 4 回世界女性会議から5年 

ロライン・コーナー UNIFEM 地域プログラム・アドバイザー 

コーナー女史は、女性と人口に関する状況、問題、新たな問題の概要を説明した。 

北京会議の主な業績は次の通りc 

女性のエンパワーメントに焦点が当てられたこと 

女性の権利の再確認、開発の権利の相互依存、人権としての女性のリプロダクティブ・ライツ、セク 

シャル・アンド・リプロダクティブ・サービスにおける思春期の女性の特別なニーズの認識 

成果としては、出生率の低下、家族計画プログラムの成功、乳児死亡率の低下、平均余命の増加、 

健康の改善などが挙げられる。 

現状と目標のi化離と目標達成を妨げている制約としては、人口増加、経済危機の影響、高いー・~一ー代の

妊娠、高い妊産婦死亡率、低水準のリプロダクティブ・ヘルス、東南アジアにおける高い男児選好、高

齢化、不適切なリプロダクティブ・ヘルス・サービスなどがある。 

今後の課題としては意思決定に女性が中心的に参加する＝メインストリーミング、経済政策を作る際

にジェンダーの問題を中心に置くジェンダーのメインストリーミング、女性のエンパワーメントに対する権

利に基づいた取り組み、女性や子供に対する暴力や人身売買や密入国における女性と子供の問題、 

女性と平和などの課題がある。 

北京十5 における人口問題は次の通り。 

人口再生産に関する意思決定 

リプロダクティブ・ヘルス（サービスの質、技術） 

男性のリプロダクティブ・ヘルス、HIV/AIDS、ライフサイクル、権利に基づく取り組み、十代の妊娠と 

リプロダクティブ・ヘルス） 

女性や子供に対する暴力 
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セッション、TI:グローバリゼーションと人口 

ビパン・プラチュアモ・ルッフオロ チュラロンコーン大学人口学部長 

次のトピックが取り上げられた。 

グローパリゼーションと国際移動 

死亡率と出生率に関するグローバリゼーション 

グローバリゼーションと人口の年齢構造の変化 

グローバリゼーションと人口と環境 

グローバリゼーションと人口政策 

グローパリゼ・ーションは人口問題にプラスとマイナスの影響を与えると結論付1ナられた“グローバルな

人口政策がグローバル化された1」」：界を支配する傾向にある。一一・閣の人口問題は、他の国の人lI問題

にも影響を及ぼす 総合的な取り組みとさらなる協力が必要である。国の間で共通の人口目標を掲げる

ことはできるが、各自の優先順位を定め、他国や国際機関の助けを借りながら独自の方法によってその

目標を達成できるようにしなければならない。 
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セッション討議 

コリン・ホリス議長： 

この2 日半の間に発表された論文は非常に広い範囲を網羅しています。この会議は、20世紀後半の

人「.1と開発に関わる問題の状況を振り返るためのものでした」私の考えでは、プレゼンターの方々は極

めて興味深い発表を行い、いつもながらの興味深いディスカッションが行われたと思います。 

言うまでもなく、私たちは来来を見据え活動していかなければなりません。これから 3 人のプレゼンタ 

ーの方に我々国会議員カにれから議会や社会で果たしていかなければならないと考える役割について、 

)分ずつお話をしていただきます。その後でディスカッションを行いたいと思います。 

Luvsanvandan Bold 議員（モンゴル）: 

このアジア国会議買会議は、人口と開発問題に対するタイムリーかつ持続的な解決策を実現するた

めの継続的な政府間および国際的努プJ（ニ大きく貢献するものであると私は考えます。 

世界の歴史の転機とも言える現在の民主化、自由化、グローバリゼーションの状況により、国際政治

における国会議員の役割、とりわけ新しい世紀の現実である議会外交の遂行と推進は大幅に強化され

ました。国家の政策は、国の選出された代表の貢献によって生まれたものでなければ十分に現実的な

ものではないことは明らかです。 

事実、人口と持続可能な開発の共通の目標を達成するためには、民主化のプロセスが必然的に関

係してきます。地中海で誕生した概念である民主主義は、寛容の制度化を意味します，それは、社会に

おける人間的要素の多様性と意見の絶対多数の典型である制度の確立として現れますーそれにより、 

社会の問題を、対立ではなく、対話によって解決することが求められます。 

国会および国会議員がこのプロセスに効果的かつ大きく賞献できる方法はいくつかありますレ 

まず、全国レベルと地方レベルで議会の数を増やし、その効率を高める必要があります。代議制度の

強化は国会議員の行動の中核となるものです。議会の権限の一部は、政治的傾向、ジェンダー、人種、 

民族、少数民族など、社会を構成するすべての要素の多様性を忠実に反映することから生まれるもの

です 

第2に、民 1.三 i三義は男性と女性が本当に同格となることーーすなわち女性の政治や国家組織のすべ

ての部門への完全な参入一ーを必要とします。著名な講師の方が昨II発表されたこの問題の中心テ 

ーマでもあった、「女性が男性と完全に平等な形ですべての意思決定機関、特に国会に参加することが

できて初めて民主主義が本当の意味を持つ」とし、う考えに私は全面的に同意します 

第:3に、民主主義と法の原則が国境を越え、アジアや世界における国際関係の現実となるようにしな

けれぱなりません『 

それは、グロ・ーバリゼーションの結果としても必要なことです‘．今、領土や影響を受ける住民だけに限 
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定された問題は存在しません どの問題も、時間の経過と共に非現実的となる国境を越えた因果を持っ

ています、その結果、それは国除会議の議題として論議されるようになり、国会は国家レベルで自らの

機能を効果的に果たすためにもこうした論議に加わることを余儀なくされています， 

国連憲章は「われら連合国の人民は」という言葉で始まりますー民主主義の考え方では国会が社会

全体の合法的な代表であることを忘れないようにしまし」：う」；それは、まさに人々の主権を具現化した市り

度なのですー国会議員は、人々が自らの代表として選l日した人たちなのですI 

ニの会議は、UNFPA. AFPPD. APDAによる有益な協力の素晴らしい実例になったと思います。国会

を対象とした提示をわえることは国連にとっても有益な了とです。つ主るン了ろ、国連が決定したこ’を実

施するためには、大抵の」11 今国レベルで国会が行動しなければならないのー酬一からく‘そうした行動は、 

国連の活動に対する国民の理解や芝援を高めることはもちろん、国際機関の承認、そうした機関に関

連する調停および合法化の採択、l自ら、」可itによる財源の割り当てなどによって行われます 

地域レベルですでに存在するのと同じように、国連の中核に国会の代表派追市巾豊を確立するニとこ

そが究極の民主化ではないでしょうか。 

国際協力における国会と民主主義の役割について私がニれだけお話ししたのは、民 I 的な行為と対

話によってのみ問題への解決策を見山すことができるという固い信念があるためです‘ 

対話と意見交換の利点に対する信念を再確認して私の話を終わらせていただきますこ国会議員の間

の継続的な対話により、「議会外交」を通じてこれまでだれも成し遂げるニとができなかった大さな躍進を

遂げることができると私は確信しています。少なくとも、国会議員はお互いとのはるかに非公式な協議を

通じて解決に向けたより現実的な手段を見出すことに重要な役割を果たすことができるでしょう；そして、 

国会議員は、世論形成者として国民に情報を提供し、人口と開発のような根本的に重要な問題が国民

によって確実に議論されるようにする重要な役割を担っていることを忘れてはなりません。 

最後に重要な事をーーーつ申し上げておきます。民間資本の自由な流れ、貿易の自由化、新しいテクノ

ロジー、wT0 の新しい規則や要件によってグローバリゼーションは後戻りのできない方向へと加速して

います．こうしたグローバルなプロセスの結果、世界はよりオープンで相互依存的【ニプぐっています, 

したがっぐ、議論を尽くして行動を起こしても状況が変わらないとい・51犬況が前にも増して許されなくな

ってきています 重大な問題はいずれも複雑なプロセスであり、今回我々が議論している問題はその中

でも特に重要と言えますC しかし、現在論じるのが困難な問題は将来もっと論じるのが困難な問題となる

ことを肝に銘じておく必要があります。 

Jamgyrbek Bokoshov 議員（キルギスタン）: 

人口と開発という非常に重要な問題について協議をしてきましたfニキルギスタンの代表として、私個人

はアジア議員フォーラムの仕事に 1996自いら携1）ってきていますく‘ 1997 年には人口と開発に関する国

会議員国内委員会を立ち上げ、アジア議員フオーラムに加盟いたしました 国会議員の考え方は大きく

変化しています ソ連の一部だったl0年からほ年前、私たちは理想的な社会の実現が間近であると確 
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信していましたが、今ではよりグローバルに物事を見るようになっています。15 年前、私たちは教育に何

も問題がないと考えていました。しかし、今は必要な衣服を親が与えることができないために学校に行く

ことができない子供たちがいますっ 

そして私たちはジェンダー問題について考えることはありませんでしたが、今ではニの問題をまじめに

うけとめていますr また、昨今は失業率が非常に高くなっていてその多くを女性が占めていますっ海外の

情報源によれば、現在わが国の国民の 65％が貧困ラインを下回る生活をしています ソ連崩壊後にお

ける我々の地域は、新しい社会主義体制への移行という非常に特有の状況に置かれていますシしかし、 

新たに独立したこれらの国における人口問題が他の国々の人n問題と多くの共通点を持ってし、ると結

論付けないわけにはいきません。 

アジア諸国を含む私たちの国々によるこれらの問題との取り組みは、情報と経験の交換が大きな意味

を持つでしょう。この深刻な状況の解決に向けて協力する必要があります，．もう…つ申し上げておきたい

問題があります,近い将来、私たちは社会におけるさまざまな存在や組織の間の交流に向けた新しい

仕組みを構築しなければなりません,これには、国会と行政機関、国会と民間部門、行政機関とNGOな

どが含まれます 

わが国では NGO が人口問題において重要な役割を果たしています。最後にこの会議の主催者の

方々に感謝いたします 我々すべてにとって非常に有益な成果をあげることができたと確信しておりま 

Chay Wai Chuen議員（シンガポール）: 

まず、私は自分が人口問題の専門家でないことを申し上げておかなけれぱなりません。学校では経

済学を学び、過去20年から30年はビジネスの世界と国会で仕事をしてきました。この問題については、 

国と世界の二つのレベルから考えてみたいと思います。 

今朝、グローバリゼーションに関する発表を伺いましたが、シンガボールでは 50 年代終わりにはI Ii 生

率が非常に高かったものの、現在のTFRは 1.5 となっています。シンガポールが現在取り組んでいるの

は、高齢化、出稼ぎ労働者、医療の全般的状況などの問題です。皆様の多くが同じような問題に直面さ

れていると思いますので、わが国の体験について少しお話したいと思います。 

わが国の人口は、1959年終わりの約 100 万人から400万人まで増えました。人口の約7％が65歳以 

Lで、この比率は 2030 年までに~9％にまで増えると予想されています‘政府は、この問題と取り組むた

め、ー連の対策の着手を提案しました。独立してからのシンガポールは、ジェンダーの平等に関しては

何の問題も抱えておりません。わが国は 1963 年に女性憲章を採択しており、女性には国の発展が始ま

った時点から雇用において平等の機会と給与が与えられています。現在、女性の労働参加率は約 

40％となっています。ご指摘があったように、就職せずに家に残ることを希望する女性も多くいます。医

療の面では、政府に完全に依存するのではなく、個人責nを促すために医療保険制度の再編を行い

ました それにより、閣民が医療費の一部を負担するP 」煽‘長険制度が発足しました ニれらの再編され 
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た国立病院では、医療費の多くが依然として補助金によってまかな1っれていrj ‘、 

私立病院は、より裕福な人たちを受け入れています わが国では、食生活、連動、ストレス緩れ」プにとを

含め、国民が自分の責任で健康管理を行うよう教育することを試みていますり高齢化に関する提言の 

つとして、社会活動、レクリエーション活動、教育活動を含めた地域社会ベースの活動を高齢者向lナ（ニ

増やしてゆくとし、うものがあります。また、高齢労働者の変化する社会における機能を高めるための教育

や研修ら行っていおす 

外国からの出稼ぎ労働者に関し（は、わが国は 70 万人の出稼ぎ労働者に大きく依存しています わ

が国は小きな島国である戸め、密入閣者などの問題への対応は他国（ー上ヒべ比較的容易かもしれませ

んーむしろわが国にとっては、彼らの滞在を促進するための技能研修のほうが深刻な問題となっていま

り二 

わが国の問題は、グローバルな問題と決して無縁ではありませんc 国会議員として、各国が採択する

政策は地域内の他の国々に影響を及ぼしますが、あくまでも自国が優先させるべきです！重要性を増し

ているのが人材の輸日」です わが関はこの頭脳流出の対策に取り組んでいますが、我々は、単【ニノ、「」 

を抑制するだけでなく雇用情勢や生活水準の L昇と本格的に取り組むための適切な政策を途 L［目とし

て取り入れる必要があります。これらすべてを行うためには経済成長が必要です 資産としぐの人目を

ロI能にするためには、それらの人たちが技術を身に付けられるよう研修を提供し、それを継続しオぐiナれ

ぱなりません‘」そのためにはどこから着手すれば良いのでしょうか？途上国は第・…・次産業部門からこれ

を行いますが、観光産業も大きな可能性を秘めていると思います,人間のすべての行動は「自制と維

持」という二言に集約するニとができますじ悪い政策を自制し、良い政策を維持してくださし、 
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ディスカッション 

コリン司くリス議長：では発言をお願し叫、たします 私たちが特に求めているのは、21 世紀における人

口と開発の意識を生み出すために「目会議員がどのようなイニシアティブを取らなければならないかにつ

いての答えです。 

まず手始めに、オーストラリア政府が国連と国会議員との間の協力に関して取ったイニシアティブに

ついてお話します。オーストラリア政府は、2 人の国会議員を代表団の正式なメンバーとしてすべての国

連総会に派遣してい主す。彼らけ会議期間中(9 j:】から 12 月末で）ニューョークに滞存I-.．帰国I.でから

国会に報告し、国連およびその専門機関の仕事に関する理解を深めていますc 費用はかかりますが、 

皆様も提案することを一考されてはいかがでし上うかc 

J.R. Nereus Acosta 議員（フイリピン）： 人身売買禁止以外にも、わが国ではェイズに関する対策

があり、人口と開発に関する対応策は立法に付される議案全般の中で非常に高い位置を占めているよ

うに思われます.1 立法委員会で我々が行おうとしているのは、我々の主張の規模を拡大することであり、 

それには公衆教育とメディア・キャンペーンが必要ですc それを行うためには、ゴミ、水、空気、農業など

の問題について我々がどのような方向に進んでいるのかを知るため、地方ごとの詳細かつ包括的な情

報のデータ・ベースが必要となります。 

例えば、ある都市のゴミの排出量は今の水準が続けばどのくらいに達するのか・・・、などです。メトロ

マニラ（マニラ大都市圏）は世界で 4 番目に汚染された巨大都市です。私は最近国会で可決された大

気汚染防止法を起案しましたc 私たちは、都市化、工業化、環境ストレスの面からこれらの問題を考えて

ゆく必要があります。これらを具体的かつ正確な統計に集約し、政策立案の根拠としなければなりませ

ん。 

今のところ、これがまだ不十分です。こうした国や地方単位の比較データの収集を AFPPD や APDA 

で行ってみてはどうでしょうか？ニれによってより多くのデータが共有され、私たちがこれから進む道や

特定の問題の影響についてもっと理解することができるようになるかもしれません“さもないと単に議論

の余地がない申し立てに終わってしまし、ます，．それをまとめて媒体に流せば、解決策も多く出てくる可

能性があります‘ 

Ermekkali Bigaliev 議員（カザフスタン）： ェイズ予防、女性問題、環境保護など、非常に難しい

問題について知ることができました。主催者の方々に感謝したいと思いますし 

わが闇のポジティブな実例についてお話したいと思います。共和国大統領の決断により、女性と子供

の問題を扱う省が設立されました。国会では子供の権利を保護するプロジェクトの草案作りが行われて

います。困難な状況にいる女性、ストリート・チルドレン、捨て子などのためのシェルターも作られており、 

子供たちはそこで教育も受けています。 

Anne Tolley 議員（ニュージーランド）： 私も主催者の方々に感謝したいと思いますC 私もまた多 
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くのことを学びました，人口問題とは無縁のように思われるニュージーランドのような小国でも、別の意味

で人口の変化を体験してし、ます‘,他のアジア諸国と間様、高齢化と頭脳流川はわが国にも確実に起き

ています‘ニの会議に田席して、これらが共通の問題であるニとを知ることができ、とてもためになりました

これらの問題やそれに対する提案を国に持ち帰って協議したし、と思います二 

Paturungi Parawansa 議員（インドネシア）：私の体験についてお話し、パネリストの力々に感謝し

たいと思います.：わが国には 27の政党に属する500 名ほどの国会議員がおり、7 万の島に暮らす 2 億

人を代表しています。わが国の憲法によれば、法規の承認、予算の成立、行政政策の管理が我々の I: 

な仕事です一立法における我々の仕事とこのフオーラムの役割は非常に重要です： 

人権、女性の権利、労働における平等、そして最悪の形態による児童労働の禁止と排除など、 ・部

の規制を強化する必要があると思います。 

桜井新議員（日本）： 人身売買の問題が本日と昨日議論されたことに注目したいと思います,そ

のような慣行を認める国など世界のどこにもなしにとは明らかですc そのような慣行を容認することはでき

ず、断固たる措遣を講じなければならなしにとを国会議員が強く認識する必要があると思います ニのよ

うな違法活動の蔓延に対処するため、私たちが具体的な行動を起こすニとを提案します， 

ニうした問題には国際的な協力が重要だと思いますので、人身売買の問題について協議するニとを

議長に提案いたします‘ 

Musurmanova Ayrisq 議員（ウズベキスタン）： ほとんどの問題が共通の問題であることをこの会

議は教えてくれましたc また、私たちが体験していない問題についても知ることができ、水問題を含め、 

今からそれらを回避するための努力を払う必要があることを認識いたしました。私としては、わが国にあ

るものをすべて維持するためのプログラムに重点を置いていきたいと考えています。女性の問題に関し

ては、この問題が大きな関心を集めており、政府における女性の参加も増えてきています。保健と家族

計画に関しては、1998 年は「家族の年」、1999 年は「女性の年」、今年は「健康な世代の年」に指定され

ています 提起された保健と平均寿命の問題は私にとって非常に興味深いものでした‘情報をいただ

いたことにとても感謝しております わが国でも同様の調査が行われるようにしたいと考えています」 

Lakshman Singh議員（インド）： メンパーの方々全員の意見に感謝し、WT(〕の自山市場への

取り組みが途上国にとって逆効果になると述べたメンバーの方々に感謝します。この問題については

真剣に取り上げる必要があると思います阜 

貧困の緩和と雇用の提供は多くの注意を要します。各自の国でこれらに関する新しい法律を成立さ

せ、これらのプログラムが確実に実施されるようにしなければなりません‘ 

人口増加、環境、開発に関連するもう一・つの問題が、これまでとは異なるェネルギーの生産ですC ア

ジア諸国の大半が農業を主体とする経済を持っており、新しいェネルギーを推進することによって自国

の農業収入を伸ばし、公害を減らし、ェネルギー生産を増やすことができます。インドでは晴れの日が 
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年間 200 日あるため、太陽ェネルギーに重点を置いています。日本は太陽ェネルギーで大きな成果を

あげており、これについて意見交換ができればと思います。 

女性のエンパワーメントに関しては、地方議会の3304）が女性のために確保されています“今後、国会

でも同様の措置を講じる法案の提出を考えており、実現すれば世界初のこととなります 

地下水の枯渇も話し合う必要のある問題です。私たちの国に昔からあった、Fトiオくを貯める仕掛けを利

用するのも良いでしょう 最後に、21 世紀における国会議貰の主な役割は立法と監督であるニとを強調

しておきたし、と思し、ます、 

コリン・ホリス議長：国会における女性のエンパワーメントに関しては、自らの議席を女性に譲る用意 

のある男性が何人いるかとし、うのが一ー一・番の課題でしょうし 

パネリストおよび参加者の方々の貢献に感謝いたします‘ 
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閉 会 式 

挨拶 

プラソップ且ラタナコーン AFPPD 事務総長 

挨拶 

桜井新 AFP 1 I) 議長 

挨拶 

ラージ・カリムI PPF 東血東南アジア局長 

挨拶 

コリン“ホリス新 AFPPD 事務総長 
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挨 拶 

人口と開発に関するアジア議員フオーラム（AFPPD) 事務総長 

プラソップ・ラタナコーン 

桜井新議長 親愛なる友人の皆様三 

第~6回人口と開発に関するアジア［目会議員代表者会議も幕を閉じようとしています‘：この2 日半、人

口と開発、そして環境、食料安全保障、グローバリゼーション、H I V/AIDS などのそれに関連する問題に

ついて話をしてきました二皆様のqコ【ニは積極的に参加された方もいらっしゃいますし、帰国後に実行す

るコミットメントについて話、豆 tた方もいらっしゃいました。今日、お休みになる前、または帰路の飛わ機

の上で、自国の人口またl-I.イ「権者の数が半分だったらどうなるか想像してみてください‘今ある施設は

どうなるのでしょうか？国民の生活は良くなるのでしょうか？その答えは？ 

人口過剰が多くの問題の根底にあるということです。残念なことに、IMF や世界銀行などの金融機関

が貧困の緩和について語る時、人「コはおろか健康についてすら語られることはありません 人目と開発

に言及せずに南アジアや東南アジア諸国の貧困を解決することなどできるオっlナがありません もう・つ、 

「水」の問題に気をつけていてください‘、ニれはこれから不足する最初のものであり、その原因はそれを

利用したり汚染したりする人問の数が増えていることにあるのです。 

この機会を利用して、第 16 回人口と開発に関するアジア国会議員代表者会議をバンコクで開催して

いただいたことに加え、私がアジアの人口計画に携わった 20 年間に参加したその他の会議を開催して

いただいた中山太郎先生と桜井新先生に感謝したいと思います。また事務局長であるシブ・カレー氏な

らびにパンコク事務局にも感謝いたします，ニの町を訪れた皆様全員が、会議だけでなくこの町も楽し

んでいたオごlナたことを希望します‘」これからも皆様の良い行いが成功することを祈っております~善行は

決して失敗することのない唯・の投資である」ことを忘れないでください。 

マッカーサー将軍が引退した時、彼は議会で「老兵は決して死なず。消え去るのみ」と述べて別れを

告げました。これを私流に言い換えると、「年老いた議員は決して死なない。椅子に腰掛けーぐ」ミく中サ‘ー 

生きるだけだ」ということになります,友人の皆様、APDA. AFPPDからの祝福を受け、 私は少なくとも（h 

100 年から 120 年は生きるでしょう」 

皆さんに短いメッセージがあります。成功者を目指すのではなく、人類にとって価値のある人間を目

指してください。最後に、私は自分にこう語りかけます二「私は自分が一番良く知っている方法で最善を

尽くすーそして最後までそれを続けるつもりです。J皆さんの幸運を祈ります“ 

155 



挨 拶 

人口と開発に関するアジア議員フオーラム（AFPPD) 議長 

桜井新 

フラソッ・プ・ラタナコーン先生 和気ず三「ら夫どん，ッージ・カリムさん‘同僚の皆様 すばらしし、講演をして

いただいた専IIり家の皆様． 

皆様の熱心なディスカッションと参加のおかげで、大きな成果と共に第 16回人口と開発に関するアジ

ア国会議員代表省会議の幕を閉じることができます‘，ご参加いただいた皆様に感謝いたします。残念な

がら、APDA の中山太郎理事長は緊急の公務のため、昨日日本に帰国するニとととなりましたし理事長

がこの閉会式に出席できないため、私が主催者に代わって皆様のご参加に心から感謝いたしますー 

APDA 会議は AFPPD にとって大きな意味を持っています。過去 16年間、私どもは APDAの主催に

よりこの AFPPD の会議を年に一度開催し、メンバーの方々を中心として人口と開発に関するアジアの問

題について協議することができました。この会議は、我々の活動の推進と継続にとって非常に重要な役

割を果たしてきました。今回の会議でも、20世紀に私たちがしてきたことを振り返りながら、この新しい世

紀に何をすべきかについて、全員が 3 日間にわたって熱のこもった協議に参加しました。 

ニれだけ科学技術の発展を成し遂げた人類は、それが自らの文明を破壊するために用いられること

がないようにしなければなりません。私たちは、人類の果てしない欲望や自由競争に気を奪われること

なく、私たちの未来を守るためにそれを利用しなければなりません。調和を人類平和の出発点としなけ

ればなりません」私たちの責任はまさにそこにあるのです“私たちは夢を行動に移さなければなりませ

んー未来やビジョンを積極的に見据え、その意識を広めなければならないのです 

AFPPD 議長として、私は APDA の活動に心から感謝を中し上げ、密接な協力のもと、人IIと開発の

問題に共に取り組んでいきたいと考えています。 

AFPPD の活動を展開するにあたり、私たちにはタイの国会議員を勇退されるプラソップ先生という大

きな原動力がありましたこ後任を探した結果、我々の長年の友人であり、リーダーでもあるオーストラリア

のコリン・ホリス議員を任命するに至ったことをニこに発表させていただきます。 

ご存知の通り、コリン・ホリス議員は長年にわたり財務責任として、また副議長として非常に重要な責

任を果たしてきました。AFPPD の活動が拡大するにつれ、この職務を引き継ぐのにコリン・ホリス議員ほ

どふ、さわしい方はいらっしゃいません。コリンさんの貴重な助言と指導をお願いしたいと思います，未来

に向けて我々の活動を強力に支えていただくようお願いいたします。 

空席となる副議長の椅子は、インドの国会議員であるラクシュマン・シン氏によって引き継がれます

これから彼を皆様にご紹介したいと思いますり 

その人柄がだれもから長年愛されてきたプラソップ先生は勇退されますが、もう一・一・人、実務面で我々

を支えてきてくださった安藤さんも勇退されます。彼は UN FPA からも勇退されます。これらの方々を失う

ことは非常に残念ですが、長年にわたって彼らが提供してくださった支援に対して心から感謝したいと 
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思います。 

プラソップ先生はこの組織の設立当初からのメンバーであり、昨日の執行委員会の会合で、彼を我々

の組織の名誉創立メンバーとし、会合を開くたびに彼を招待することができるようにしました。これまでに

も何人かの役員が勇退されていますが、存命中の唯一の創立メンバーであるプラソップ先生のイ子イEを

未来に引き継いでゆくことが非常に重要だと我々としては考えたのです。 

和気さんは、安藤さんの後を継いで事務局次長に就任されました 和気さんには、本フオーラムが人

口と開発の国際的な課題への貢献に向けて効果的に前進できるよう、安藤さんと変わらぬ支援をいた

だき主すよう、お願いいたしたいと思います。 

AFPPD と APDA は来年 20 周年を迎えます この新しい組織のもと、AFPPD がかつてないほどの進

歩を遂げるために、皆様のさらなる協力をいただきかく存‘ミ十 次回お会いするときは 21 l」」:紀になn 

ています 直ちに帰国される方も、バンコクに何日か滞‘Iにトれる方もいらっしゃると思いますが、残りの滞

在をどうぞお楽しみください。次回の会議でお会いすることを楽しみにしております ご参加ありがとうご

ざいました＝ 
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挨 拶 

IPPF東・東南アジア局長 

ラージ・カリム 

桜JI痢i AFPPD 議長。 

フラソップ・ラタナコーン AFPPD 事務社長 

和気邦夫 UN FPA 事務局次長L 

安藤博文Iiii IJN EPA 事務局次長 

コリン・ホリス新 AFPPD 事務総長 

闇会議員の皆様、ご参会の皆様‘ 

I PPFを代表して、ニの格別な会合においてお話できることをとても光栄に存じており主す I PPF 事務

局長のインガー・ブリュッゲマンから皆様へのご挨拶を承ってまいりました‘事務局長は、皆様からのご

意見をいただくことを楽しみにしております“本会議の主催者であるAPDAとAFPPD には、ICPDの「」 

標達成に向けたさらなる支援に対する行動要請と継続的コミットメントに対して称賛の言葉を送りたいと

思います‘ UN FPA と共に支援を子ニ『う組織として、I PPFはこのイニシアチブのー翼を担えることを光栄に

思います。 

私は I PPF に加わってまだ日が浅いのですが、母国マレーシアではかつて人口・開発局長を務めた

後、昨年の 10 月にこの地域の局長に就任いたしました。ハーグでのにPD 会議の前後、そしてその後

のにPD+5 における皆様の重要かつ貴重な仕事と貢献には常に関心を持って見守らせていただいて

おりました このような場を通して対話を継続することにおいて、APDA とAFPPD が i三導的な役割を果

たしているニとにはとても勇気付けられます‘これから 21 世紀を迎えるにあたり、私たちは新旧の課題

と共に万ノ、ク）生活の質と健康の向上に対する期待を抱きながら新しい世紀へと足を踏み人れようとし

ています 私たちは 2 日半にわたって人 rIと開発、その環境との関係、水をめぐる危機的な状況、健

康とサパイバル、貧困、ジェンダー、年少者労働、人身売買、HIV/AIDSといった広範な課題にノx 、て、 

グローバリゼーション、変化する人口構造、情報とバイオテクノロジーの進展などの枠組みから話し合

ってきました‘ 

皆様が今回の討議を終え、各閣に戻って関会議員としての仕事に従事する時に、ここでなされた討

議を踏まえ、言襲を越えて行動していただきたいと思います。我々は我々の行動の強力な提唱者とな 

り、支援を得て、資源を活用し、計画や活動のために必要な資金を手に入れなければなりません。皆

様方は、立法喰の議買として、優れたガバナンス、社会正義、アカウンタビリティーの枠組みの中で必

要とされる立法措議や資金調達に適した環境作りを行うことができる特別な立場におられますし 

特に人口をめぐる個ノ、ク）デリケートな問題を扱うためには、政治的な意志とコミットメントが必要ですン

にPD以降かなりの進展があったものの、リプロダクティブ・ヘルスベノ・tピクシャル・ヘルス、性教育、中絶、 
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家族計曲は、政治家を含む多くの社会集団において依然としてタブー視されてい主す 

私たちは直面している様々な悲劇の中で、若者、男性、女性が防ぐことのできる悲劇や苦しみに遭

わなくても済むようにするプログラムやサービスを提供することこそが本当に必要とされていることです

私たちはそのための手段を持っているのです。例えば、世界中で毎年 50 万人の女性が妊娠や出産

時の合併症で死亡していますが、その4 分の 3 以上は予防できます。昨年、25 歳米満の若者 280 万

人が I-I IV に感染しましたが、これも防ぐことができる感染だったのです。 

望まない妊娠や計画外妊娠のために毎年行われる200万件の危険な中絶も防ぐことができますし、 

安全でない水による感染症で300万人の子供が毎年命を落とり二とも防くにとができたはずです。皆さ

んにはそのような変化に影響を及ぼす力があり、そのような変化をもたらすことができるのです。 

私ども I PPF は、家族計画やリプロダクティブ・ヘルスの全国組織と提携してリプロダクティブ・ヘルス

の分野で活動する世界でも最大規模のNGOです。皆様方が各国に戻られてノ、Iコ問題に関する活動

をされる際には、政府ではなかなか提供することができないプログラムやサービスの提供し、政府の役

割を補完するためにIPPFの支部をどうぞ利用していただきたいと思います。 

I PPF は、助成金によって支部を支援しており、これに関しては援助国である日本政府、UN FPA、そ

の他の支援をしてくださる各国政府に心から感謝しておりますー若者を対象とした活動、性行為感染

症や HWAI DS の予防、母性保護などを対象とした我々の活動により多くの国家資源を活用できるよ

うにしていただくよう、皆様にお願し叫、たします、I PPF は、21 想：紀に向けた国会議員のイニシアチブの

実施に向け、APDA. AFPPD. UNFPAと密接な協力のもと活動していきたいと思っておりますし 

プラソップ先生のお言葉にもあったように、皆で手をつなぎ、力を合わせて光を輝かせ続けようでは

ありませんか。IPPF は、人口と開発の分野において多大なる貢献をされたお二人のリーダー、プラソッ

プ先生と安藤さんに感謝したいと思います。おニ人は、人ロと開発問題に対する私たちの活動のあり

方についての模範を示してくれました。ご勇退された後も、新たな役割において成功されることを祈っ

ておりますり 

また、新しい UNFPA の事務局次長に就任された和気さん、AFPPD の事務総長に就任されたコリン

先生にお祝いを申し上げたいと思います。そして、人口と開発問題に対する積極的な活動を続けてい

らっしゃる皆様方にもお礼を申し上げたいと思いますし 
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挨 拶 

新 AFPPD( 人口と開発に関するアジア議員フオーラム）事務総長 

コリン・ホリス 

桜井新議長 フラソッフ先生‘安藤先生I、和気先生。カリム先生。国会議員の先生方いご参会の皆

様‘ 

ニの重要な組織である AFPPD 事務総長として指名を受けたことを大変光栄に思います阜プラソップ

先生が私たちのために発揮した卓越したリーダーシップを引き継ぐのは、私にとって大きなチャレンジ

です。AFPPD の役員に初めて就任したのは、プラソップ先生ほか、日本の農林水産大臣を務められ

た佐藤隆先生が議長をされていた時代です それは、人口分野の仕事が拡大した時期でした、 

それは今では社会のあらゆる部分に浸透し、女性や食料など、私たちのここでの協議にも大きく反

映されています 私たちは2回か3回前の会議から水についての協議を初め今回はそれがかなり大き

な問題として取り上げられました。 

HI V/Al DS の問題を取り巻く課題について協議したのはおそらく今回が始めてではないでしょうかc 

私たちは、人口問題というのが実は関連しあった一連の問題によって構成されていることに気づき始

めています。私たち国会議員がニれらの課題にどう昇ヌl廉lむかは、ー人一人にとってチャレンジですコ

私たちはグルーフとして密接に仕事をし、二つの主要援助団体であるUN FPA と I PPFの要望に応えて

います。両機関の支援にはとても感謝していますが、そのためにはそれなりの活動をする必要がありま

す。我々のプログラムや活動は両機関の要望に応えるものでなければならず、両機関が寛大に提供し

てくださる資金の使途に関しては透明性を保つ必要があります。私はそのことをニこにお約束いたした

し、と思し、ます, 

皆様の中には、長年存じ上げている方が数多くいらっしゃいますが、今回初めてお目にかかる方も

し、らっしゃいます。今後の課題と取り組んでいくために、皆様のご支援とご指導、そして（illにも増して

皆様の友情を必要としていますc 人口は私たちーノ、一人にとって重要な問題です それは行政にとっ

てだけでなく、一人一人の国会議員にとっても重要な問題なのです。その課題との取り組みこそが、ニ

の組織が掲げる崇高な目標を達成することが可能となるのです。 

今後の課題との取り組みにおける皆様のご支援、友情、援助をお願いいたします，, 
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